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はじめに

第二阪奈有料自動車道路は、大阪都心部と奈良県北部を最短距離で結ぶとともに関西国際空

港や関西文化学術研究都市へのアクセス道路として計画されました。

この新道路の建設予定地内には、鬼虎川遺跡・西ノ辻遺跡・神並遺跡といった全国的にも有

名な遺跡が所在しております。

財団法人東大阪市文化財協会では道路建設にともなって失われ行く埋蔵文化財を記録保存す

るため、昭和63年度から継続して発掘調査を実施してまいりました。

今回の西ノ辻遺跡第33次調査では、中世の遺構および弥生時代から古墳時代にかけての谷筋

と同期の遺物を多量に検出しました。本書が、周辺の歴史的環境や古環境の復元の一助となれ

ば幸いです。

最後に現地調査および資料整理にあたり、ご尽力いただいた大阪府道路公社をはじめとする

関係者の方々に厚くお礼申し上げます。

平成8年3月

財団法人東大阪市文化財協会
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1. 本書は、平成4年度に実施した、第二阪奈有料道路建設工事に伴う西ノ辻遺跡第33次発掘調

査の報告である。

2. 発掘調査ならびに資料整理は、財団法人東大阪市文化財協会が大阪府道路公社の委託を受け

て実施した。

3. 現地調査は平成4年5月18日から平成5年1月26日まで、資料整理を平成6年4月1日から平成8年

3月29日まで実施した。

4~ 
調査は池崎智詞が担当した。また現地調査では、前田秀則 東ロー彦

中谷忠念 室田都英 大西昭彦らの、本書の作成に当たっては、栗塚洋子
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本書は、池崎がI~WとVI章の執筆・編集を、 V章をパリノ・サーヴェイ株式会吐が執筆し

遺構写真と一部遺物写真は池崎が撮影した。また遺物写真は、スタジオG.F．プロこ委託して

撮影した。レントゲン写真は財団法人元興寺文化財研究所に委託して撮影した。

7. 木簡の赤外線写真は奈良国立文化財研究所調査部専門員佃幹雄氏に、判読は奈良国立文化財

研究所史料調査室室長舘野和己氏、文部技官古尾谷知浩氏の手を煩わした。

8. 出土した獣骨は大阪市立自然史博物館の樽野博幸氏に、貝は大阪市立自然史博物舘の石井久

夫氏に鑑定していただいた。

9. 現地の土色および土器・土製品の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修•財団法

人色彩研究所監修の『新版標準土色帖』に準拠した。

10. 出土した木質遺物については、財団法人元興寺文化財研究所に委託して保存処理・一部材

質鑑定を行った。

11. 現地調査の実施にあたっては、大阪府道路公社、鹿島・森本・戸田J.V.、近畿日本鉄道株

式会社、安西工業株式会社の方々にご協力いただいた。記して御礼申し上げます。
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I 調査に至る経過

近年の人口増加に伴って大阪府や奈良県の開発は著しいものとなった。それに伴って自動車

の交通量も著しく増加した。

大阪府道路公社と奈良県道路公社は大阪府の中心部と奈良県北部地域を短時間で結ぶと共に、

阪神高速道路や、近畿自動車道路などと結んだ広域道路網の形成のため、全長13.4kmに及ぶ第

二阪奈有料自動車道路の建設を計画した。

この計画の中では、道路部分が国道170号線（大阪外環状線）より東の部分で近畿ヨ本鉄道と

平行し、鬼虎JI'遺跡・西ノ辻遺跡・神並遺跡を東西に横断する事になっていた。

これまでの発掘調査の成果から、これらの遺跡には縄文時代から室町時代に渡る遺物・遺構

の存在が確認されており当地にもその存在が十分に予想された。このため東大阪市教育委員会

は道路建設に先だって発掘調査の必要性を大阪府道路公社に対して提示し、両者で協議を重ね

た結果、道路建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査を実施することになった。

発掘調査は大阪府道路公社から財団法人東大阪市文化財協会が委託を受け行なうことになり、

昭和63年度の神並遺跡第13次発掘調査を始めとして、最終の調査である平成4年度に行なった

西ノ辻第33次発掘調査（今回報告分）まで延べ 5年の現場期間を要し、 14件の発掘調査を行な

った。

今回の調査地は旧国道と府道の交差点部分で、特に旧国道は八尾と枚方を結ぶ幹線道路とし

て周辺住民の生活道として重用されており、調査区の東西の両側は八尾と四条畷を結ぶ近鉄バ

スの停留所となっている。また上部には近鉄東大阪線が横断しており国道とは立体交差してい

る。

道路部分の専用は期間を限った夜間しか認められないことや上記の理由などから、当初より

オープンカット（露天堀り）工法による調査は不可能とされた。発掘調査と周辺の状況を鑑み

ると、調査範囲を覆工板で覆った後、その下でしか発掘調査は行なえないとの結論iこ達し、モ

グラのような発掘調査は行なわれることになった。そこでまず、平成3年9月・ 10月・ 11 月•平

成4年1月に覆エ板を受けるための支持杭打設部分について事前調査（試掘）を夜間に行ない、

次いで平成4年4月に本調査に入るにあたっての機械掘削を夜間に行なった。

発掘の本調査は現地期間平成4年5月18日から平成5年1月26日までおこなった。

II 位置と環境

西ノ辻遺跡は大阪府と奈良県の県境にある生駒山の西麓部、東大阪市西石切町・弥生町・東

山町にかけて所在する。標高は7~15m。

西ノ辻遺跡第33次発掘調査地点は本遺跡推定範囲の北部東側に位置し標高は13.5m、旧国道

170号線と府道308号線が交差する東山町交差点部分で、地籍では西石切町地先にあたる。

西ノ辻遺跡は昭和16年に発見されて以来、京都大学や大阪府教育委員会、東大阪市遺跡保護
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調査会、財団法人東大阪市文化財協会などによって発掘調査が行なわれてきた。なかでも昭和

16 ・ 17年の京都大学小林行雄氏のA~N地点の調査では、各地点から様式のことなる弥生時代中

期から後期の土器が出土した。小林行雄氏はこの調査の成果をもとに弥生時代中期から後期の

土器の編年を組んでいる。このことが西ノ辻遺跡の名を全国に広めた。これ以降現在までに37

回の調査を行なっている。（平成7年12月現在）なお、詳細については当協会の報告書「西ノ辻

遺跡第30次発掘調査報告 (1995)」に詳しい。

本遺跡の周辺には旧石器時代から室町時代に至る多くの遺跡が分布する。

旧石器時代の遺跡にはナイフ形石器が採集されている千手寺山遺跡・正興寺山遺跡、有舌尖

頭器が採集された草香山遺跡、また神並遺跡ではナノ＇フ形石器や有舌尖頭器が出土している 。

縄文時代の遺跡は、早期の神並遺跡、前期の海岸線の一部を検出した鬼虎川遺跡、後期から晩

期の日下遺跡や鬼塚遺跡・芝ケ丘遺跡などが分布する。弥生時代の遺跡は、本遺跡をはじめ、

神並遺跡 ・鬼虎川遺跡・植附遺跡・芝ケ丘遺跡・鬼塚遺跡など多くの遺跡が分布する。古墳時

代になると集落跡として神並遺跡・鬼虎川遺跡・植附遺跡などが、また後期の古墳群として神

並古墳群も分布している。歴史時代には法通寺や河内寺などの寺院遺跡の他、鬼虎川遺跡・神

並遺跡・植附遺跡などで集落跡を検出している。

ニロ ー二冨=--＝-―- ~ -,=---~--c.::ご-）調査位置----------

ー□戸！。ぶここ炉‘、1

第2図調査地点位置図
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III 調査の方法

今回の調査地点では現地表面から15m下の部分に道路が計画されていた。またトレンチの西

側と東側は前年度までにすでに調査が完了しており、道路の建設がすでに進行中であった。

機械による表土掘削は道路専有の範囲が限られていたため、 3回に分けて夜間に行なった。

機械掘削は上面の盛土が薄く既設の埋設管の管頭が最深の掘削となり、浅いところではlmに

も満たず、覆エ板で覆うと実質の作業スペースは80cmの高さしか確保されなかった。その後調

査は重機の作業スペースが確保出来ないという理由の他、最終の7m下の部分まですべてが遺物

包含層であることから、全工程人力による掘削となった。

調査にあたりトレンチ内通路の確保及び、断面によるデーター収集の目的からサブトレンチ

の掘削を先行することにした。トレンチの位置については、調査地の中央部分をほぽ南北方向

にガス管が縦断しているためにその下に設定することにした。そしてその東壁については全体

の作業スペースが確保されるまでの間、調査区全体の断面として確保し活用した。

今回は通常とは違って調査当初から作業スペース問題の他、たくさんの問題を抱えた調査で

あった。以下、実際調査に際して直面した問題を列記しておく。

覆工板下での調査であるため自然光がほとんどあたらず、 トレンチ内は極端な光量不足であ

った。実際に調査地上部を走る近鉄東大阪線のおかげで外光はほとんど遮断され、覆エ板の継

ぎ目からもれる光以外は自然光の入る余地はない。そのため投光器や蛍光燈、水銀灯などの補

助光下での調査を余儀なくされた。

補助光源は設置場所や電源の容量の関係上、光量が自然光には及ばず遺構の検出作業や実

測・写真撮影作業には困難を極めた。実際には実測や作業時など必要部分に投光器などを集中

させることにより一時的な光量を確保した。写真撮影ではハンディなストロボ2台を駆使し、撮

影部分を限定して光量不足を凌いだ。

測量に必要な高さや引きが確保されなかったため、業者委託による写真測量やトレンチ内の

杭打ちなどもできなかった。鹿島建設を中心とする J.V．に基準点の割付をお願いし後は手測に

よった。

トレンチの中央部分（面積にして約1/3) にガス管2本 •NTT管・下水道管各 1 本の計 4 本が移

設が不可能の状態で埋設されており、 トレンチ内の人の移動や作業を阻むだけでなく、すべて

本管（使用中）であるためベルトコンベアーの移動や人の移動などの作業方法にも通常以上の

時間を要せざるを得なかった。作業通路を先行して調査することによってスペースを確保し

た。

トレンチ西側部分は道路予定地による買収以前はガソリンスタンドであったため、調査当

初、ガソリンタンク部分がトレンチの一部に残存しておりそれに伴う強烈な臭気に悩まされ

た。またトレンチ上部に位置する旧国道を通行する車や、その両脇にあるバスの停留所から沈

殿しトレンチ内を充満する排気ガス、ベルトコンベアー稼働時のほこりの充満など、 トレンチ
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内の連続作業時間が30分間で限界であるという劣悪な作業環境は、ダクトの導入や送風機・扇

風機の利用とともに調査が進むに連れて作業スペースの拡張が一部改善につながった。

覆工板支持のために打設された支持杭がトレンチ内での見通しを塞ぎ、行動半径を半減させ

た。これも作業通路の先行調査によってある程度凌げた。

このほかにも期間的にも道路開通時期をにらんだ厳しい制限もあり全行程困難を極めた調査

となったが、鹿島建設を始めとする J.V．の多大な協力と安西工業の作業員さん達や補助員諸君

の努力と忍耐により無事調査を終了することができた。

調査範囲と地区割り

地区割りは覆工板を受けるための支持杭の列によって1区から7区の7つに分けた。用いた座標

と高さは、道路公社が設けた国土座標点から J.v．が道路建設に際して設けた座標点を利用し

た。

IV 調査の成果

西ノ辻遺跡第33次調査区は後述する通り上面はすでに削平されており、包含層の遺存状態

は非常に悪い。調査区の中央部は、流路の堆積層であるためほとんどが包含層で有るが、調

査区の東西端部は流路の岸部分で盛土直下は地山であった。また前述したとおりの調査環境

であったために、遺構の検出には困難を極め周辺部の様な調査成果はあげられなかった。し

かし従前の調査成果から考えると、今回の調査地を含め中世の集落は広がりを見せるものと

y=5 

Y=-32.550m 

Y=10 

1区

4
区

X =10 

x=5 

N
A
 
3
 
2
 
＝
 
y
 ，
 

ー
――
 y
 

―X=-146. 700m 

— X=-146.710m 

ガス管

工覆工板支持杭

= NTT管
● 下水道管

゜
10m 

第3図 調査地地区割り図及び基準ライン設定図
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自然科学分析

サンプル採取

トレンチ

①2.5Y3/1黒褐色砂レキ混シルト @ 2.5Y3/1黒褐色砂レキ

① 2.5Y5/3黄褐色細砂～粘質土 R'土器植物遺体ともに多量に入る

① 2.5Y4/2暗灰黄色シルト～粗砂 ⑨ 10YR5/2灰黄褐色シルト質細砂

⑥ 10YR4/2灰黄褐色砂混粘土 @ 2.5Y4/2暗灰黄色極細砂

@ 7.5Y5/2灰オリーブ色細砂 R 5Y3/1オリーブ黒色砂レキ混粘土 ⑨ 5Y3/1オリーブ黒色極細砂 @ 10G4/1暗緑灰色シルト

⑨5Y3/1オリーブ黒色粘土 R 10YR3/1黒褐色シルト質粘士 @ 2.5Y2/1黒色砂質シルト @ 5G3/1暗緑灰色シルト混粗砂

@ 2.5Y3/1黒面色砂混シルト ⑯ 2.5Y3ii黒渇色砂レキ混砂 ⑯ 2.5Y3ii AA¥fi色細砂～荒砂 R iOG4ii暗緑灰色祐土

@ 7.5GY4/1暗緑灰色砂混シルト @ 7.5YR2/2黒褐色砂レキ @ 5Y4/1灰色細砂～粗砂 @ 5Y2/2オリーブ黒色シルト混砂レキ

@'7.5GY4/1暗緑灰色荒砂混シルト ⑨ 1 OYR2/1黒色粘質細砂 R 5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト @ 5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土

@5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト ⑨ 2.5Y3/1黒褐色細砂～荒砂 @ 2.5Y3/1黒褐色シルト @ 5Y2/2オリーブ黒色砂レキ混シルト

@'5Y3/1オリーブ黒色砂混粘土 ⑨ 10YR2/2黒褐色砂レキ混シルト @ 10YR2/1黒色砂レキ混シルト @ 5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土

@2.5Y3/1黒褐色粘土 (Ca含む） @ 5Y3/1オリーブ黒色砂レキ混粘質シルト R N3／暗灰色粘質シルト（租砂含む） @ 5BG3/1暗青灰色砂レキ混粘土

@2.5Y4/3オリーブ褐色細レキ ⑥ 5GY3/1暗オリーブ灰色砂質シルト R 5B4/1暗青灰色シルト質粘士（レキ混） @ 10Y4/1灰色砂レキ混シルト

@'2.5Y3/1黒褐色細レキ混シルト質粘土 @ 5Y3/1オリーブ黒色砂レキ @ 7.5Y4/1灰色シルト（粗砂混） @ 5G5/1緑灰色シルト質細砂

@ 2.5Y3/1黒褐色粘土 @ 10YR4/2灰黄褐色粗砂 R 10BG4/1暗青灰色砂レキ混シルト ⑥ 10YR1.7/1黒色荒砂

@ 2.5Y3/1黒褐色シルト質粘土 @ 2.5Y3/1黒褐色粗砂混細砂 @ 2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルト @ 7.5Y3/1オリーブ黒色砂質粘士

@ 10YR2/1黒色シルト ⑥ 1 OYR1.7/1黒色砂レキ
R’ ，，， 砂混シルト @ 10YR3/1黒褐色荒砂～細砂

R 10YR2/2黒褐色細砂 ⑲ 2.5Y3/1黒褐色シルト

R 5G5/1緑灰色砂質粘土 ⑱ 7.5YR3/2黒褐色シルト質粘土
@ 10BG4/1暗青灰色シルト質粘土 ⑲ 10Y5/1灰色シルト

R 5BG4/1暗青灰色シルト ⑲ 2.5GY5/1オリーブ灰色砂混粘土

@ 2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂レキ混シルト ⑱ 5Y3/1オリーブ黒色砂レキ

@ 10Y4/1灰色シルト質細砂 ⑲ 2.5Y4/1黄灰色砂レキ混シルト

@ 5Y4ii灰色シルト混砂 ⑲ 7.5Y4ii灰色祐土

@ 2.5Y3/1黒褐色細砂～荒砂 ⑲ 2.5Y4/1黄灰色粘質シルト

R 2.5GY6/1オリーブ灰色シルト質砂 ⑮ 10GY4/1暗緑灰色シルト質粘土

⑱ 5BG3/1暗青灰色シルト（荒砂混） ⑲ 10GY5/1緑灰色粘土

⑱ 2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘質シルト ⑰ 5BG4/1暗青灰色シルト

⑲ 5Y4/1灰色細砂～荒砂 ⑲ 2.5Y4/2暗灰黄色シルト

⑯ 2.5Y4/1黄灰色砂（細砂～粗砂） ⑲ 10YR2/2黒褐色砂混シルト

⑱ 10BG3/1暗青灰シルト混荒砂

⑯ 10YR2/1黒色シルト

⑯ 5Y3/1オリーブ黒色砂レキ



思われる。今回の調査で検出できた遺構は、出土遺物、遺構の重複関係や堆積関係から中近

世・古墳時代・弥生時代に大別できる。また出土した遺物のうち図化したものは観察表を参照

にしていただきたい。（第8表）以下では、層序の説明の後、時期毎に遺構と出土遺物の記述を

すすめていくことにする。

l.）層序

東から西にかけて低くなる地形から西側の一部について遺物包含層を検出したが、地形の高

N
A
 

ー
＿＿

゜
5m 
ガス管 NTT管下水道管

| 

第5図 中世遺構位置図
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い東側では後世に受けた撹乱の影響によって包含層は既に削平されており、近世以降の盛り土

直下で地山を検出した。包含層部分の基本層序は以下のとおり 。

第1層 10YR3/l黒褐色細礫混じり粘土層 中世から近世の遺構面

第2層 10YR4/2灰黄褐色砂混じり粘土層

第3層 2.5Y3/1黒褐色粘土層

また谷部分の層序は第4図を参照していただきたい。

2.)遺構と遺物

l)中近世の遺構と遺物

中近世では5つの井戸と性格不明な石組遺構、溝、土城などを検出した。以下遺構毎に記述す

る。

井戸l

7区の南部西端で検出した。

調査区の東隣で昭和59年から昭和60年にかけて行なわれた西ノ辻16次発掘調査の際、打設し

た土留め用の鋼矢板と、覆エ板を受ける支持杭によって西側1/3は壊され東側2/3の検虫である。

長径2.2m短径1.6mの楕円径のプランを呈し深さは2.9m以上。井筒は存在せず、素掘 りであ

る。

遺物は土師器の小皿・甕・羽釜や瓦器の火舎 ・香櫨・播鉢のほか青磁椀などの土器がいずれ

も破片で出土した。また人頭大～40cmを越える礫が多数出土しており、井戸廃絶後土器と共に

投棄されたものであろう 。時期は16世紀

井戸2

6区の南部で検出した。

長径1.6m短径1.2mの楕円径のプランを呈し深さは2.9m以上。井筒は存在せず素掘りであ

る。井戸l同様大きな礫 （礫のなかには最大lm近くのものまである。） と、多量の遺物が出土

した。

遺物は巴文軒丸瓦などの瓦をはじめ、瓦器の火舎や甕・播鉢・羽釜や三足、東播系の播鉢、

青磁や白磁など陶磁器、用途不明の陶器といった土器類が多量に出土した。木製品では曲物の

底板が4枚出土した他、イシガメやヒキガエルなどの動物遺体が出土した。動物遺体には解体痕

が見られないため食用ではなく井戸に落ち込んで出られなくなったまま死んだものと思われ

る。時期は15世紀

井戸3

5区の南部で検出した。

先行して掘削したトレンチとガス管の釣り防護用トレンチによって上部をすでに掘削したた

め検出面は低い。

直径0.7mの円形のプランを呈し深さは2m以上。井筒は存在せず素掘りである。

遺物は瓦器の小皿が3枚完形で出土した他、土師器の小皿・甕・羽釜や須恵器の杯身、平瓦な

- 8 -



z し
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TP+10.5m 

TP+10.0m 

＼ 

-—-------—--」
①7.5GY2/1緑黒色粘質シルト

②5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土

③2.5Y2/1黒色シルト

④5Y3/1オリーブ黒色粘土

⑤1 OY3/1オリーブ黒色粘土

⑥7.5Y3/1オリーブ黒色粘土

E 

TP+11.0m 

TP+10.5m 

E
 

w 

井戸 2
①5Y3/1オリーブ黒色シルト ⑥7.5Y2/2オリーブ黒色砂混粘土

②5Y4/1灰色粘質シルト ⑦7.5Y4/1暗緑灰色粘土

③7.5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土 ⑧7.5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト

④2.5GY3/1暗オリーブ灰色シルト ⑨2.5GY3/1暗オリーブ灰色砂混粘土

⑤7.5Y3/1オリーブ黒色砂質シルト ⑩5Y3/1オリーブ黒色砂レキ混粘土

第6図 井戸1・2平面図及び断面図
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TP+11 

TP+10.5m 

井戸 3断面図

①10GY5/1緑灰色粘土

②10GY4/1暗緑灰色粘土

③5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト

④2.5GY3/1暗オリーブ灰色砂混粘土

⑤2.5GY3/1黒褐色シルト質粘土

⑥7.5Y4/1灰色シルト

⑦5Y4/1灰色粘質シル ト

⑧1 OY4/1灰色シルト混砂

⑨5Y3/1オリーブ黒色粘土

⑩7.5GY4/1暗緑灰色細砂

⑪5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土

⑫7.5GY3/1暗緑灰色粘土混砂

⑬5Y4/1灰色砂混粘土

井戸4断面図

TP+11.0m 

TP+10.5m 

井戸5断面図

①10YR1.7/1黒色細レキ混シルト

②10YR3/1黒褐色粘土

③5V2/1黒色砂混シルト

④岱3/1オリーブ黒色シルト

⑤2.5GY3/1暗オリーブ灰色シルト質粘土

⑥1 OY3/1オリーブ黒色シルト

⑦10YR2/1黒色シルト質砂

⑧7.5Y3/1オリーブ黒色粘質シルト

⑨岱4/1灰色砂質シルト

土遼
十

X

Y

 

①1 OYR2/1黒色細レキ混シルト

②10YR3/1黒褐色細レキ混粘士

③5Y3/1オリーブ黒色細レキ混砂質シルト

④5Y2/2オリーブ黒色粘土

⑤2.5Y3/1黒褐色シルト質粘士

⑥2.5Y4/1黄灰色粘質シルト

⑦10YR3/2黒褐色粘土

⑧10YR3/1黒色砂混粘土

゜
1 m 

⑨N3/1暗灰色砂質粘土

⑩2.5Y3/1黒褐色砂レキ混粘土

⑪2.5Y3/1黒褐色粘土

⑫5Y4/2灰オリーブ色シルト質細砂

⑬5Y3/1オリーブ黒色シルト質粘土

⑭1 OG3/1暗緑灰色粘土

⑮7.5Y4/2灰オリーブ色細砂

第11図 井戸3・4・5断面図及び井戸4包丁出土状況図
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どがいずれも細片で出土した。また、井戸の上層部分からは曲物の底板が1枚出土した。遺物量

は少なく、井戸l、2に見られた礫は見られない。時期は13世紀後半～14世紀

井戸4

5区の北側で検出した。

先行して掘削したトレンチですでに全体の1/3が半栽され、残りの部分を断面で検出した。上

面はガス管埋設時に削平を受けており掘り込み面はわからない。残存部分での検出規模は径約

$ 0.75mの円形のプランを呈し深さは 2m以上。

月廿酎 心 井筒は存在せず素掘りである。
⇒哄 .L
瞑ミ、9、9、、 .Lミ 遺物は瓦器の椀が完形で7枚出土した。ま
怠，、ヽ心
叫心雌
'f'¥雌ト、
た土師器の皿や青磁椀の破片などの土器のほ

よ↑」か、木製の把手を付けた包丁や、「蘇民将来
ャ=六
g 
ヌ塁ぢ
塁塁ら 遺物の出土状況は、最下層 (14層）からは

完形の瓦器皿が、包丁は井戸の中位 (10層）

□ J より正位に座った完形の瓦器皿のうえに刃部

を西に向けた状態で出土した。「蘇民将来」

z 

(/) 

゜
1 m 

第12図集石遺構実測図

札は包丁より上層の8層よ り出土した。時期

は13世紀後半～14世紀

井戸5

2区の南部で検出した。

直径lmのほぼ円形のプランを呈し、深さは1.3m以上。井筒は存在せず素掘りである。

遺物は木簡状木製品の他、瓦器椀や土師器の皿が少量出土した。時期は13世紀前半

集石遺構l

遺構の四方を撹乱されており、本来の規

模や形は不明である。残存している規模は

南北3.2m東西2.3mの長方形プランを呈す

る。検出時の状況は、周囲より 一段高い部

分に70cm～人頭大の礫が一部露呈してい

た。

遺構内からは土師器や瓦器の羽釜など土

器とともに、端部をあざやかに切られたイ

ノシシの骨や、種類は不明だが超大型の鳥

の大腿骨など動物遺体を検出した。 ° 
時期は13世紀

第13図 会所状遺構出土箕実測図
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遺構の本来の形が失われているため、この遺構の性格付けは非常に困難である。

断面の観察では地面を掘り込んだ痕跡は見られず、覆土の存在が考えられる。また検出した

礫のレベルがほぼ揃っていることから、意図的にレベルを合わせて礫を置いたが、後世の削平

によって覆土と共に礫なども抜き取られた可能性が考えられる。

これら遺構の検出状況や土器と共に切断された獣骨が出土する事から遺構の性格を考える

ATP+11 .5〗〗/／□□□\/ TB巳 115]［：／冒 B
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'ん、"`、•- A 9, ．ヽ． 4-し ，、 9

t疇へ、＜ ・： ふ ②5Y3/1オリーブ黒色粘土（細レキ含む） ②2.5Y3/2黒褐色シルト質粘土

③7.5Y3/1オリーブ黒色細レキ混粘土 ③5Y3/2オリーブ黒色シルト

④7.5Y3/1オリーブ黒色砂混粘土
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第14図 第4区中世遺構平・断面図
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第15図 会所状遺構出土遺物実測図

と、なんらかの祭祀に使用した祭祀遺構としたい。

会所状遺構

遺構の西、北、東の三方向を撹乱され本来の規模や形は不明である。規模は北側幅0.95m、残

存長2.5m、南側幅1.2m、残存長1.6mの溝の会所状のプランを呈する遺構である。
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3方向は撹乱されているものの、残存部分では北側の溝の東端は丸く収まっている。また南側

の溝の西端も丸く収ま っている。共に収まる部分が約5cmの間隔で隣接しており、若干遅れて南

北0.9m東西0.95mが土堀状に掘削されている。

またこの遺構も前述の井戸と同様、掘り込み面は既に削平を受けており検出面は掘り込み面

ではない。これは、盛土を削平した状態で、完形の瓦器椀や土師器の羽釜が露出していたこと

からも明らかで、本来の掘込み面はかなり高かったものと考えられる。

遺構の性格は、出土した遺物から見るとこの3つの遺構にほとんど時期差は見られないことか

ら、一つの遺構と捉え二つの溝をつなぐ会所としての役割を持つ部分ではないかと考えたい。

遺物は完形3点を含む合計8個以上といった多くの瓦器椀の他、土師器の羽釜・小皿、植物繊

維で編まれた算や横櫛が出土した。この豊富に遺物を出土することから他の性格も考えうるが

本来の形が不明な以上、推測の域は出ない。時期は12世紀後半から13世紀

土堀1

第1区西側で検出した。

昭和59・ 60年度に大阪府教育委員会が行なった調査区の東端部で、遺構の西半分は欠損して

いる。残存部の規模は長辺2.4m短辺lm深さ0.5mを計る土城である。上面の掘り込み面は削平

を受けており、遺物も瓦や須恵器・瓦器・土師器などが細片で少量出土した。図化できる遺物

はない。時期は13~14世紀

土渡2

第5区の北側で検出した。

直径l.lmの円形のプランを呈する。深さはlm以上、上面は胤平を受けている。遺物は土師器

の皿や甕・瓦器椀・須恵器の甕の他、製塩土器が少量出土したっ遺物は細片のため図化可能な
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第17図 中世包含層及び中世遺構出土遺物実測図

／り＼

ものはない。規模や形、埋土の堆積状況から井戸の可能性も考えられる。時期は12世紀後半～

13世紀

土城3

第4区中央西側で検出した。

長径0.7m短径0.5mの楕円形のプランを呈し、深さは0.4mを計る。遺物は須恵器・ 土師器の

皿・瓦器の小皿や椀・鉄釘などが少量出土した。細片のため図化出来る遺物はとんどない。時

期は12世紀後半～13世紀

土城4
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第5区の中央で検出した。

長辺0.9m短辺0.6mの楕円形のプランを呈し深さは0.6mを計る。検出当初は溝との認識で調査

を行なったが、東西の端部が丸く収まったことと、断面の断ち割りで遺構両端部の上がりを検

出したため土城と認識を改めた。遺物はほとんどなく土師器のIヽ 皿ヽが1点出土。時期は12世紀後

半から13世紀

溝状遺構1

第5区の北側で検出した。遺構の西側は支持杭打設時に欠損している。また東側は丸く収まっ

ている。両端に延長が認められないため本来の形が溝かどうか不明である。 しかし遺構が浅い

上に遺構を検出時に遺物が露出していたことから、上面の削立を受けた溝の残骸として捉え

た。

幅0.5m、検出長さ1.2mを計る。遺物は完形を含む瓦器椀と土師器の小皿が出土した。時期は

12世紀後半

2)平安時代の遺構と遺物

平安時代の明らかな遺構や遺物は今回検出していない。

3)奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の明確な遺構は、この時期と見られる人間や動物の足跡を一部で検出した以外は今

回の調査では検出していない。残存していたのはトレンチの北西部分。他の部分は削平を受け

たためか調査区全面に

N
A
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第18図 古墳時代土器溜り遺物出土状況図

広がりは見られなかっ

た。時期を比定する遺

物がほとんど検出され

なかったため、上下の

堆積関係から奈良時代

としたが、若干下る可

能性もある。

4)古墳時代の遺構と

遺物

古墳時代の遺構は、

砂層直下で人間や動物

などの踏み込み （足

跡）を検出したほか、

流路 （谷）の南北の岸

を検出し、古墳時代以

降にこの流路が陸地化

して行く過程が確認で

-20-



きた。

踏み込み面の直上に約10cm堆積した砂層（第1砂層と呼んでいた。） はトレンチの西側で上が

りが検出できたが、東側の上がりは今回のトレンチでは東端部が隣接する前回部分の鋼矢板で

切られているため検出できなかった。南東の隅に若干残存している地山部分から考えると、こ

の砂層はトレンチ東部に続くものと思われるが範囲は大きくはない。遺物はこの砂層内から滑

ヘ ／へ、
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第19図 22~8層出土遺物実測図
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石製の臼玉13個を内蔵した布留式土器の甕や須恵器の高杯や蓋杯、聡などが出土した。

またこの足跡面から約0.3m下までは古墳時代の中頃の遺物を包含する包含層であり、現地表

面から2.8m下がったところで幅13m長さは28m以上深さ0.8mの流路lを検出した。 トレンチの北

側ではこの流路の肩部分を検出した。肩の部分は土器溜り (18層）になっており、多量の土師

器の高杯や甕、須恵器の器台や聰や高杯・蓋杯などが出土した。土器溜りは、掘り方など平面

のプランはなく流路の軸に平行する形で広がりが見られた。しかし、遺物には激しくローリン

グ等の磨滅を受けた痕跡は顕著に見られず、流路上流からの流れ込みで堆積したものとは考え

られない。おそらくその場で投棄されたものと考えられる。出土した遺物の時期もほぼ5世紀末

から6世紀初頭の幅に収まることから、これらの遺物が堆積したのもその時期以降のごく短期間

であったものと思われる。

遺物はほとんど入らないが、流路1の肩部分に幅0.8m深さ0.3mの流路2を検出した。

この流路活動期間は短く、流路1の肩を切り込み、流路lが埋没するまでにすでに埋没してい

た流路であったことが断面の観察より判明した。

また平面では、この流路の西端部は、 トレンチのほぼ中央部で収まっており検出段階では西に

1!~118 ~1\、 119
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; cp-- 114 ~更星←~ 115 

彎冒`` ＼ 

゜
10cm 

121 

第20図 8層出土遺物実測図

-22-



c 9 R R 0 R @ g @ R a ◎ @ 6 ◎ 

⑥~@ @＠◎ R 0 R R G ⑨ @G@  

@ f.l ◎ ◎ 9 ◎ ◎ Q ◎ ◎ q ◎ 128 

: 

0 10 cm 

131 -- 132 

ノ33 八 136

¥__ニニ ／17 

129 130 

----：：一、2

三`‘123 

124 

134 

f
 

――
 

第21図 16層・ 17層出土遺物実測図
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は続かない流路であることがわかった。後世の削平によって西側がなくなったとも考えられる

が、遺構の検出状況から自然流路ではなく人工的に作られた流路である可能性を指摘したい。

Y=-32,550m 

z
八

—
し
↑
—
~

流路1

゜
5m 

第24図流路平面図
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5)弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構は、流路を6本と土器溜りを検出した。

土器溜りは、古墳時代の土器溜りの直下で、谷北岸部分のテラス状になった緩斜面に位置す

る。古墳時代の土器溜ま

り同様流路の流向に平行N
A
 

． 

した広がりが見られた

が、 トレンチ中央部から
X=24 
東端部までの広い範囲に

Y=18 
X=24 ~~ ＋ 

y=15 広がっており、多くの弥

生時代中期後葉の鉢や

甕・高坪などを中心とし

た遺物が出土した。出土

した遺物は、 二次焼成を

受けたために表面が剥離

しているものが多くあっ

たが、それ以外はあまり

゜
1m 
磨滅はなく、上流から流

第25図 弥生時代土器溜り遺物出土状況図 されて堆積したものでは

ない。完形のものはほと

んどなく、破損によって投棄されたものであろう 。また、遺物には大きな時期差はなく、直上

の古墳時代土器溜り同様投棄した期間はあまり長期間にわたったものではないことがわかる。

弥生時代の流路 （流路3)は、弥生時代中期後葉に堆積した層の中央部を浸食して南流してい

た。幅2.5m深さ0.4mを計り弥生時代中期後葉の遺物を中心に弥生時代後期の甕や直口壺などが

多量に出土した。埋土には非常に遺物の包含量が多く埋土の大部分が遺物 （主に土器）と言っ

ても過言ではない。

流路3は大きく上下2層に分かれるが、上層から出土する遺物には弥生時代後期の特徴を持っ

た甕や直口壺が見られることから、最終的に埋没した時期は弥生時代後期以降であろう 。

トレンチ南西部では、流路3より分かれてやや南向きに流向を持つ流路4を検出した。流路4は

幅1.5m深さ0.4mを計り埋土には弥生中期の土器を多量に包蔵する。出土遺物には流路3で見られ

たような弥生時代後期の遺物は含まないことから、流路3の下層と同じ頃に分岐し流路3の上層

部分が埋没するまでにすでに埋ってしまった流路であったことがわかった。よってこの流路が

埋没したのは流路3が埋没する以前の弥生時代中期以降といえる。

流路3・ 4の下層から幅2.8m深さ0.4mを計る流路5を検出した。上面は流路3・4に削平されて

おり、本来の深さは不明である。流路3・ 4同様埋土からは多くの遺物を出土する。流路5の埋

没する時期は、出土する遺物や上層の流路との層位的な関係から弥生時代中期半ばから後半と

-27 -
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したい。

流路5よりも下層で検出した流路6は、幅

2.5m深さ 0.8m~1.2mを計る。流路7によって

上面は削られている。調査地のほぼ中央部

分やや北よりから自然木を集めたシガラミ

を検出した。遺物はほとんど出土しない。

時期は出土遺物と流路5との層位的な関係か

ら弥生時代中期中葉。

流路6を削平し幅1.3m深さ0.3mを計る流路

7は平面では確認できず、断面から確認した。

遺物などの検出がないため、時期の比定は困

難であるが、流路6埋没以降、流路5が活動す

る以前の時期があたえられる。

流路8は幅l.Om深さ0.4mを計る。流路5に

上面は削平されている。出土遺物はあまり多

くない。出土する遺物は、流路6の遺物より

若干古い様相を呈している。時期は流路5に

削平を受けていることや出土する遺物などか
第34図 ミニチュア土器・紡錘車実測図

ら弥生中期中葉やや古い時期をあたえられる。

流路9は幅1.3m深さ0.7mを計り最下層に位置し流路6に削平を受けている。遺物は全く含まな

いために時期は決め難い。他の流路との層位的な関係から弥生時代中期以前にはすでに埋没し

ていたものと思われる。

6)遺物

今回出土した遺物は大きく人工遺物と自然遺物に分ける事ができる。なかでも人工遺物につ

いては前節にも遺構にともなうものについて触れてきた。また観察表にまとめたので詳しくは

そちらを参照していただきたい。ここでは一部の人工遺物と自然遺物について述べることにす

る。

ミニチュア土器 (263~267)

ミニチュア土器は今回数点出土した。なかでも実測可能な5点についてここに掲載した。主に

流路3から出土したミニチュア土器は、コーヒーカップ型 (265) ・高杯型 (264・ 266) ・臼型

(263) ・壷型 (267)である。ともに手づくねで作られており、なかでもコーヒーカップ型は取

っ手の部分が一部欠落しているものの完形で、全体に丁寧な作りである。

土製紡錘車 (270~272)

土製の紡錘車は古墳時代と弥生時代中期の堆積層から合計3点出土した。 3点はともに中央部
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第35図 打製石器実測図 石鏃・石剣

に断面円形の棒状のものを差し込んで手づくねで作られる。円形の形や平面の平滑な部分も丁

寧な指押えで仕上げている。

石包丁 (284~299 )

まず石包丁についてみると、 288~293の6点は谷の北岸部分から、刃部を下向けに6枚を並べ

た状態で出土した。（図版15)紐穴を全て同じ方向に向けていたことから6枚を紐などによ って

結束していた可能性も考えられるが、検出時にはそれらの痕跡は認められなかった。残念なが
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ロロロ~-305

磨製石器実測図 太型蛤刃石斧．敲石

¥ 302 

ら覆工板を受ける支持杭のすぐ横からの出土の為、掘り方などの平面プランの確認ができな

かった。

6枚はすべて完成品であり、若干の欠損部が見られるものの全てほぼ完形に近い。また刃部及

び穿孔部分にはともに使用痕が認められる。今回の調査で出土している他の石包丁の中にも、

破損後穿孔をやり直し再利用した形跡のあるものが見られることから、この6枚に認められる程

度の欠損が投棄に至った直接の原因とは考え得ない。出土の状況と考え併せると、その場で単

に投棄したものではなく、何らかの意図が働いた事が伺われる。今後類例の増加を待ちたい。

石包丁ではほかに弥生時代中期の土器溜りのなかから、未製品と思われる緑泥片岩
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が出土した。(287)石包丁の原形を作る段階で失敗したのもであろう 。

太型蛤刃石斧 (300~304)

次に同じ磨製石器では太型蛤刃石斧が5点出土した。しかし完形品は一点もなくすべて中央部

分で折れており、刃の部分は欠損している。唯一刃部が残存している304についても両面が大き

＜剥離しており本来の形はとどめていない。刃に使用痕が見られる304を含め他の4点も、残存

部分は丁寧に研磨されており、これらの石斧の欠損は使用時に原因があるといえる。

加工木 (306~312 )

今回弥生時代の堆積層からはさまざまな土器や石器と同様多くの木が出土した。自然木も含

まれるが大半は何らかの加工を施された加工木材であった。主に直径50cm内外の原木とそれを

ミカン割して若干の加工を施した原材である。本遺跡の上流部分に当たる西ノ辻遺跡第16次調

査では、切り出した原木を集めて水漬けで貯蔵した貯木施設を検出していることから今回出土

した木材は、上流よりの流れ込みの可能性が揚げられるが、上流で見られる大きな木材が出土

していない点も重視したい。また本遺跡の西側に広がる鬼虎川遺跡では実に多種多様の木製品

が大量に出土 （未製品を含む）しているが、今回の調査では製品や未製品ともに皆無であった。

出土したものは切り出された原木に少々手を加えただけのいわゆる「加工痕のある木」に過

ぎない。しかし、それぞれの木には明らかに「面」を取ることを意識して加工が施されている

ことから、ここではあえて「木材」とした。

出土した「木材」に見られる加工痕から加工に使用され

たエ具を推定すると、大きく 3種類のエ具を使い分けてい

ることがわかる。また、静岡県登呂遺跡出土の資料から復

元されている「クサビ」はずいぶん大きいが、今回出土し
。疇’2694cm

一第46図線刻土器実測図
た木材に残された痕跡からは、刃先の幅0.7cm厚さ0.2cmの

工具が復元でき大きなものはない。このエ具は素材の推

定は困難であるが、鬼虎川遺跡7次調査の際出土した「ノ

ミ状鉄器」に酷似している。出土資料からは、このエ具を何度も打ち込み、亀裂を入れて割取

っていった工程がわかる。今回掲載はしていないが、直径50cmを超える原木もこのエ具を用い

：＇ 
図7
 

9:
釦

314 

316 

1
1

凡
員
'
,

八

0 4cm 

一
縄文土器実測図

て割取っていた。尚、今回の

調査ではエ具そのものの出土

は見ていない。

線刻土器 (269)

線刻土器 （絵画文土器）は

弥生時代中期後半から後期以

降に埋没した流路3のから出土

した。何が描かれているかは

不明。
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縄文土器 (313~316 )

「位置と環境」の章でも触れているが、本遺跡の東側には神並遺跡が存在し、旧石器時代か

ら縄文時代早期などの遺物が出土しており、西側に広がる鬼虎川遺跡では縄文時代前期を初め

とする遺物が出土していることから、今回の調査においても下層で縄文時代の遺物が期待され

たが、明らかな縄文時代の遺物は4点で、いずれも縄文時代後期後葉の凸帯文土器であった。4

点の縄文土器は凸帯の部分のみの出土であり、接合可能な他の破片は出土していない。

6) 自然遺物

今回の調査で出土した自然遺物は大きく動物遺体・種子などの植物遺体・微化石・貝に分け

ることができる。このうち種子・微化石はパリノサーヴェイの報告に委ね、ここでは、動物遺

体と貝について触れることにする。尚詳しくは9表及び10表にまとめたので参照していただきた

Vヽ

゜
動物遺体

動物遺体は数は多くないが各時期の堆積層から出土している。なかでも中世の遺構に伴う骨

は残存状況も良い。 井戸2からはイシガメが子供を含め5個体以上とヒキガエルが、井戸5からは

種の特定は出来なかったが6個体以上のカエルが出土した。井戸に落ち込んで抜け出すことが出

来なかったのだろうか。集石遺構からは、種は不明であるがかなり大型の鳥 （ハクチョウやア

ホウドリよりも っと大きい）の大腿骨や、あざやかな切断痕の残るイノシシの右腸骨などが出

土した。井戸2からはカメのほかにも ウシの中足骨や立方舟状骨などが出土した。またウマの骨

も古墳時代以降から中・近世にかけての各層から歯を中心に出土した。

弥生時代中期では流路3・4の肩部分からイノシシの骨が出土した。

貝

西ノ辻遺跡は周辺の調査でも貝の出土量は極めて少ない。今回の調査では出土量は多くない

ものの、古墳時代の層をはじめ中世及び中世以降の時代の層より貝が出土した。中世以降の堆

積層から出土する貝は、食用にされた種類のものである。

今回古墳時代の土器溜りを調査の際、遺物を土ごと取り上げ、遺物の周辺ないしは遺物のな

かに溜まった土について2mmと1mmのフルイを使用して洗い出しを行った結果、多くの貝を甲

殻類の爪や魚骨などとともに検出することができた。魚骨や甲殻類は種の判別までは至らなか

ったが、貝についてはかなりの種類を判別することができた。なかでも直径1cmにも満たない貝

で海にしか生息しないマメウニや大阪で初めてといわれるゴマツボやホソマキギヌガイヤナガ

ヌマケボリクチキレが出土したことは、当時の交易ルートや古環境を考える上で貴重な成果と

いえる。ただ前述したように、これらの貝は水洗選別によ って検出し得た位にサイズの小さい

貝であるため、通常の調査で現場においてこれらの貝を検出するのは至難の業であろうと思わ

れる。しかし、今回の調査で出土している限り周辺での出土も当然見込まれることから、これ

らの貝がどこから来たのか、また自棲していたのか、当時どのような役割を担ったのか今後の

課題として類例の増加を待ちたい。
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v 西ノ辻遺跡の自然科学分析
西ノ辻遺跡33次の古環境復元

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

生駒山西麓の扇状地末端部に位置する西ノ辻遺跡では、旧石器時代および縄文時代晩期以降

の古植生に関する情報を得ることを目的とした自然科学分析調査が実施されてきている。これ

らの調査成果によれば、遺跡周辺の古環境は、旧石器時代の頃は針葉樹が卓越し、気候的に寒

冷であったことが推定されている。また、縄文時代晩期以降はカシ類を中心とした暖温帯林で

あったが、弥生時代中期～後期ないし古墳時代にかけての時期に近辺の森林植生が急激に衰退

し、開けた場所となったことが推定されている。

今回の33次発掘調査でも同様な目的の自然科学分析調査を 2回にわたって実施し、報告を完

了している。第 1回目の調査では、弥生時代から奈良時代にかけて埋没した谷と、その上位の

中世の遺構堆積物から出土した木製品や種実などの植物遺体の種類同定を行い、当時の人間の

生業活動の一端について検討を行った。第2回目の調査では、遺跡の基盤となっている沖積層

下部層について、放射性炭素年代測定・珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析を実施し、その

堆積年代と当時の水域環境および古植生に関する検討を行い、同時に弥生時代中期以降の堆積

物から出土した植物遺体（種実・葉・材）について種類の同定を行い、古植生や当時の有用植

物に関する検討を行っている。本報告は、これら 2回の調査報告を整理したものである。

I.沖積層下部層の古環境復元

1.調査地点の層序

調査地点の層序および試料採取層準を図 1に示す。完新世の流路が形成されている沖積層下

部層は、砂・礫といった粗粒堆積物と植物遺体を含む腐植質粘土・シルトの層からなる。この

うち、最下位と最上位の腐植質堆積物について、放射性炭素 (14 C)年代測定を行った。測

試料番号 採取層準（試料の質） 年代 (1950年よりの年数） Code.No. 

1 試料番号 1 （腐植質堆積物） 21,310士520(19,360B.C.) Gak-18286 

2-1 試料番号9 （腐植質堆積物） 22,810士540(20,860B.C.) Gak-18287 

2-2 試料番号9 （腐植質堆積物） 20,860士510(18,910B.C.) Gak-18288 

第1表 放射性炭素年代測定結果

定は学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼して行った（表 1)。

放射性炭素年代測定値によれば、最下位と最上位の腐植質堆積物では、堆積時期には大きな

年代差がないことになり、その間の堆積速度が速かったことが推定される。また、この年代値

は、全国的に得られている放射性炭素年代の傾向と比較すると、ほぼ最終氷期最盛期頃の年代
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値に相当する。

2.分析方法

微化石分析は、腐植質堆積物を中心とした 8層準（試料番号 1~ 8) について実施する。以

下に各分析方法について述べる。

(1)珪藻分析

試料を湿重で5.4~7.7g秤量し、過酸化水素水 (H202)、塩酸 (HCl)の順に化学処理し、試料

の泥化と有機物の分解・漂白を行う。自然沈降法で粘土分、傾斜法で砂分を除去した後、適当

量計り取りカバーガラス上に滴下、乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製

する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に

沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する（珪藻化石

の少ない試料はこの限りではない）。この際の種の同定は、 K.Krammerand Lange-Bertalot 

(1986 ・ 1988 ・ 1991ab)、K.Krammer(1992) などの分類基準に基づく。また、産出した珪藻化石

が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。

結果は、産出種をアルファベット順に並べた同定・計数結果の一覧表と主要珪藻化石の層位

分布図として表示する。結果表では、産出種を海水ー汽水ー淡水生種に分類し、淡水生種について

は更に塩分・水素イオン濃度 (PH) ・流水に対する適応性について生態区分する。図中の海

水ー汽水ー淡水生種の帯グラフと各種産出率．完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の帯グ

ラフは淡水生種の合計を基数とした相対頻度で算出し、産出率3.0％以上を示す分類群について

のみ表示する。なお、堆積環境の解析に当たっては、安藤 (1990)、伊藤・堀内 (1991)の環境

指標種を参考とする。

(2)花粉分析

湿重約10gの試料について、水酸化カリウム (10%KOH)処理、飾別 (250μ m)、重液分離

(ZnBn:比重2.2)、フッ化水素 (HF)処理、アセトリシス（無水酢酸9・濃硫酸 1の混液）処

理の順に物理・化学的な処理を施して、花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後の残i査をグ

リセリンで封入し、プレパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しな

がら、出現する全ての種類について同定・計数を行う。

結果は、同定・計数結果の一覧表と花粉化石群集の層位分布図として示す。図中の出現率は

木本花粉が木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数から不明花粉を除く数を基

数として百分率で算出してある。複数の種類をハイフォンで結んだものは種類間の区別が困難

なものである。

(3)植物珪酸体分

湿重約 3gの試料について過酸化水素水 (H20り ・塩酸 (HCl) 処理、超音波処理

(70w,250KHz, 1分間）、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム：比重2.5) の
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順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これを適度に希釈し、カバーグラ

ス上に滴下して乾燥させる。プリュウラ ックスで封入してプレパラートを作製し、 400倍の光学

顕微鏡下で全面を走査する。その間に、出現するイネ科葉部 （葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由

来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体

（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、同定・計数結果の一覧表と植物珪酸体群集の層位分布図として示す。図中の出現率

は機動細胞珪酸体・短細胞珪酸体とも各々の珪酸体総数を基数として百分率で算出してある。

3.結果

(1)珪藻化石

珪藻分析結果を表2・図42に示す。珪藻化石は試料番号7~5で少なく、試料番号4・ 3で

はほとんど検出されない。全層準を通じて産出した珪藻化石は97分類群であり、全て淡水性種

からなる。試料番号 1・ 2 ・ 8では多産するが完形殻の出現率は40％前後と低い。

試料番号 1・ 2 ・ 8の珪藻化石群集の生態性の特徴は、いずれの試料も類似し、塩類に対し

ては不定性種が優占、水素ノォン濃度に対しては酸性・中性・アルカリ性種がほぼ同率、流水

に対しては流水不定性種が高率を占め、次いで真・好流水性種が多産する。以下に層位別に各

種群の産状を述べる。

試料番号8では陸生珪藻と水生珪藻の種群がほぼ同率で産出する。陸生珪藻では、 Pinnularia

schroederii、Caloneisleptosoma、Diploneisyatukaensis、Hantzschiaamphioxys、水生珪藻では

Diploneis ovalis、Pinnulariaviゴdis、Naviculaelginensisなどが産出する。

試料番号2・ 1の各種群の産状は類似する N ・。 aviculaelginensis、Eunotiapectinalis var. minor、

Diploneis ovalis、Gomphonemaparvulumが多産する。

なお、化石の少なかった試料番号7~ 5層準から産出する種群は、試料番号8・ 2 ・ 1層準

から産出する種群とほぼ同様の種群である。

(2)花粉化石

結果を表3・図43に示す。花粉化石は試料番号 1・ 2から良好に出現するが、試料番号8~ 

3では少なく、検出される化石の保存状態は悪い。

試料番号 1・ 2の花粉化石群集は類似し、総花粉・胞子の中で木本花粉が高率を占める。そ

の中では、マツ属 （単維管束亜属を含む）が卓越し、次いでトウヒ属が多産する。このほかモ

ミ属・ツガ属・ハンノキ属などを伴う 。草本花粉ではカヤツリグサ科、ヨモギ属などをわずか

に伴う 。

(3)植物珪酸体

結果を表4.図44に示す。植物珪酸体は 2・ 4以外の試料では比較的良好に出現するが、試

料番号2・ 4では化石数が少ない。

植物珪酸体組成は、試料番号5と3、3と1の間の層準で変化する。試料番号8~5ではヨ
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[K]Achnanthes lanceolata (Breb.)GrunCM 

加 raovalis var. affinis (kuetz.)V. Heurck 

[N]Aula=seira distans (Ehr.)Sirronsen 

Au]吋ヤ咤irasp.-1 

Caloneis bacillum (Grun.）距eschkCMsky

caloneis lauta Carter & Bailey-Watts 

[・B]Caloneis leptos匹 Kramner& Lange-Bertalot 

caJ.aeis sili.cula (Ehr.)Cl命

⑳ oneis tenuis (Greg.)Kramrer 

[ ・ Jcaloneis sp.-1 

caloneis si;p. 

Cyci.otella sp. 

##(O]Cyrnbella aspera (Ehr.)Cleve 

Cyrnbella cuspidata Kuetzing 

(O]Cyrnbella naviculiforrnis Auerswald 

Cyrnbella peヰ:usillaA.Cleve 

井紀yrrbellasilesiaca Bleisch 

##(K]Cyrnbella sinuata Gregory 

Cyrnbella spp. 

[・AJDヰ山立卓 elliptica(Kuetz.)Cleve 

Dゃkm吐sovalis (Hilse)四a℃

Diploneis parrna Cleve 

［・］Diploneisyatukaensis Horikawa et Okuno 

Diplm吐S写P・

Eurrtia bilunaris (Ehrenberg)Mills 

Eunotia curvata var. linearis (Okuno)H.kooayasi 

(P)Eunotia exigua (Breb.)Grunow 

[・A]Eun<丈坦 fallaxA.Cleve 

Eunotia forrnica Ehrenberg 

Eurrtia gracilis (Ehr.)Rabenmrst 

(O)Eunotia rronodon var. tropica Hustedt 

[O)Eunotia pectinalis var.minor (Kuetz.)Rabenhorst 

[・BJ [O)Eunotia praerupta Ehrenberg 

[ ・ JEunotia praerupta var. rupestris (Skv.）細

Eunotia tenella (Grun.)Hustedt 

mm土担． sp.
Eunotia si;p. 

[O)Gornphonerna acuminatum Ehrenberg 

Gornphonerna angustatum (Kuetz.)Rabenhorst 

Ganphonerna angustatum var. linearis Hustedt 

→mphonerna clevei Fricke 
[O]Gomphonerna gracile Ehrenberg 

Gornphonerna parvulum Kuetzing 

Gornphonerna truncatum Ehrenberg 

Gornphonerna spp. 

[・A J Hantzschia amphioxys (Ehr.) GrunCM 

[・A]Melosira roeseana Rabenhorst 

##(K]泊:!rid.ioncirculae Agardh 

##(K]注 id.ioncirculae var. constrictum (Ralfs)V．庄氾rck

Navicula bacillum Ehrenberg 

##[ ・A]Navicula contenta GrunCM 

[O]Navicula elginensis (Greg.)Ralfs 

Navicula elginensis var. cuneata H.Kooayasi 

#Navicula突 ―一 iana(Bleisch)H.L．釦ith

［・］Naviculahambergii Hustedt —cf. hill..iaroti.i MarY:J.rin 
[・B]Navicula ignota Krasske 

Navicula cf. laeviss江e.Kuetzing 

［・JNaviculalapicx:-krasske 

#[ ・A]Navicula ITD.ltica Kuetzing 

［・］Naviculaplacenta Ehrenberg 

#Navicula pupula Kuetzing 

［・］Naviculatantula Hustedt 

(・)Navicula tokyoensis H.Kobayasi 

Navicula sp. 

Navicula雫・

Neidium ampliatum (Ehr.)Kramner 

(・ ]Neidium bisulcatum (Lagerst.)Cleve 

第2表

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

hob 

Ogh-

unk 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

nuk 

Ogh-

nuk 

Ogh-

nuk 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

hob 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

unk 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

irrl 

Ogh-

unk 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

Ogh-

hob 

ー
3
 

ー

2
 

，
 

-
ー
-
ー
-

5

2

-

4

 

4
 

3

2

3

1

1

9

 

r社

血

L 

unk 

r社

irrl 

皿

irrl 

irrl 

unk 

unk : 

unk I 
I 

irrl I 

血
I 
I 

皿 l
I 

lや I

皿
I 
I 

r--i::れ 1

unk 

irrl 

irrl 

irrl 

irrl 

unk 

irrl 

l-p1 

血

血
I 

L 

出

l-p1 

血

irrl 

irrl 

irrl 

unk 

unk 

lヰ

血

unk 

r社

l-p1 

irrl 

lや

unk 

irrl 

血

r-bi. 

r-bi. 

irrl 

irrl 

r令

irrl 

血

irrl 

血

血

血．

血 1

血

irrl 

血

irrl 

irrl 

unk 

unk 

lや

irrl 

年
〗
ご
年
ヰ
ヰ
年
年U
n
k
u
n
k
u
n
k

年
ヰ
ヰ
〗
二

u
n
k
年
年
ヰ
ヰ

u
n
k
〗
二
i
ロ
ニ
ニ
〗

u
n
k
u
n
k
:

〗
〗
〗
年
年U

n
k
年
ヰ
年
年
年
年
紐
年
年
ヰ
年
ヰ
〗
ヰ
ヰ
ヰ
江
年
ヰ

U
n
k
u
n
k

二

ー

ー

ー

-

1

1

-

1

1

-
1

6

3

-

1

1

1

1

 

2
 

-

1

1

一
ー
＿1

1

1

2

 

ー

2
 

4
 

ー

5

1

 

ー

1

5

 

-

1

-

8

2

2

1

 
ー

1

7

0

 
ー

-

1

0

3

8

1

 

ー

ー

-

1

8

 
ー

5

-

1

-

1

 

3
 

7 ー ー

2

1

 
ー

1

1

5

 

2
 

，
 

-

5

1

-

1

8

 

1

1

 

ー

―

―

 
2
 

1

5

 

ー

ー

11 

-

1

4

-

5

3

-

-

2

1

3

1

3

.

2

4

1

5

1

2

2

1

4

.

2

1

1

3

 

2
 

-

4

1

-

8

-

1

3

5

1

1

1

3

3

.

4

2

 

1

1

 
ー

2

1

 

2
 

―

―

 
ー

―

―

 

1

1

 

ー

-
ー
-
，
-
1

3

-

ー 2
 

ー ー ー

5
 

3
 

ー

2
 

I 
I 

珪藻分析結果 (1)

-49-



[・B]Nitzschia brevissirna Gruno,, 

Nitzschia hantzschiana Rabenhorst 

[・B]Nitzschia nana Grimo,, 

[O]Pinnularia acrosphaeria W.Smith 

[・B]Pinnularia咤F血 aiata（均・）Cleve

[・A]Pinnularia比四逸辻sEhrenberg 

Pinnularia esoxifonnis var. e江elanaKr叫 I止

Pinnularia haniptera {Kuetz.)Cleve 

Pinnularia :inferat.rix Mills 
#Pinnularia microstauron {Ehr.)Cleve 

[O]Pinnularia nodosa珈 enberg

[・A]Pinnularia obscura krasske 

Pinnularia rupestris Hantzsch 

［・JPinnulariaschroederii (Hust.)Krarnrer 

Pinnularia simi.lis HUste:lt: 

Pinnularia stanatophora (Grun.)Cleve 

[・B]Pinnularia subcapitata Gregory 

Pinnularia substanatophora Hustedt 

Pinnularia ueno Skvortzo,, 

[O]Pinnularia viridis {Nitz.)fllrenl::erg 

Pinnularia sp. 

Pinnularia 写•

玩田 gili::,erula {Ehr. JO.Muller 

Stauroneis acuta W.Snli.th 

[・B]Stauroneis tenera Hustedt 

stauroneis sp. 

Suriella l:x>hanica Maly 
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凡例

H.R.：塩分濃度に対する適応性

Ogh-hil ：貧塩好塩性種

Ogh-ind :貧塩不定性種

Ogh-hob:貧塩嫌塩性種

Ogh-unk:貧塩不明種

pH:水素イオン濃度に対する適応性

al-bi :真アルカ リ性種

al-ii :好アルカ リ性種

ind : pH不定性種

ac-il :好酸性種

ac-bi :真酸性種

unk : pH不明種

C.R.：流水に対する適応性

I-bi :真止水性種

1-ph:好止水性種

ind :流水不定性種

r-ph :好流水性種

r-bi :真流水性種

unk:流水不明種

環境指標種群

[Kl：中～下流性河川指標種， ［N]：湖沼沼沢湿地指標種， ［0]

＃ ：好汚濁性種，＃＃：好清水性種（渡辺ほか， 1986)

［．］ ：陸生珪藻 ([・A]:A群， ［． Bl: B群、伊藤・堀内， 1991)

沼沢湿地付着生種 （安藤， 1990)

第2表 珪藻分析結果 (2)
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種類(Taxa) 

木本花粉

モミ属

トウヒ属

マツ属大単維管

マツ属（不明）
コウヤマキ属

スギ属
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

ヤナギ科

サワグルミ属

クマシデ属ーアサダ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属
コナラ属コナラ亜属

ニレ属ーケヤキ属

キハダ属

カエデ属

シナノキ属

スイカズラ属

--------------------------------------------------------------------------------
草本花粉

イネ科

ヵャッリグサ科

サナエタデ節ーウナギッカミ節

ナデシコ科

カラマッソウ属

キンポウゲ科

ワレモコウ属 — 
セリ科 1 -
ヨモギ属 4 8 
他のキク亜科 2 11 

-------------------------------------------------------------------l -----3 -----1 ---

不明花粉
2 ----------------------------------------

シダ類胞子
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第3表 花粉分析結果

-52-



木本花粉 草本花粉・シダ類胞子

構成比

渫
4
3
図

シ
木草不ダ

本本明類
花花花胞

粉粉粉子
一囀戸I

Sample No 
Of Sediments 

．． ．． 
(Holocene Channel Fill 

屈

21. 310士 520

|

5

3

|

 

芹
悉
合
主
罪
滲
3
函
芦
字
令

T.P.(m) 

8.0ー

7.0ー

22. 810士 540

20. 860土 510

+I+ 

＋ 

+I+ 

＋ 

； ィ ；
科工

ク
マイク デ
ッヌマコ 節

属ガシ ナニ
マ単ヤデ ラレ カウカ
ツ維コ科サ属 属属 スヤナラキワ 他
属管ウ l ワ lカハ コ l シイツギナマンレ のシ
卜 束ヤヒヤグアバン ナケキカナカリツデツボモヨキダ
ウ 不亜マスノナルサノノプラヤハエノズイグカシソウコセモク類
ヒ 明 属キギキギミダキキナ亜キダデキラネサミコウゲウリギ亜胞
属 ■■l I属属科属属属属属属属属属属属属科科節科属科属科属科子

＋
 

＋ 

＋ 

十

＋ 

＋ ＋ 

• I•|• 

•l•I 

—|• 
+I+ 

＋ 

＋ 

+I+ 

＋ 

．
 

＋ 

+I+ 

＋
 

•1• 
•|• 

＋ 

。

十

＋ 

＋ 

十

＋ 

゜
゜

＋ 

＋ 

＋ 

゜
゜

＋ 

＋ 

゜

＋ 

+I+ 

＋ 

0 

＋
 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

0 50 100% 

― 出現率は、木本花粉が木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数から不明花粉を除いた数を基数
として百分率で算出した。なお、●〇は 1％未満、＋は花粉化石の保存が悪い試料における出現を示す。



種類(Taxa) 試料番号 1 2 3 4 5 6 7 8 

イネ科葉部短細胞珪酸体 3 2 5 10 15 ， 21 19 
キビ族 4 3 3 4 3 2 1 
タケ亜科ネザサ節 1 2 1 
タケ亜科ヤダケ属 31 11 68 31 39 13 19 15 
タケ亜科 6 5 28 41 76 111 73 50 
ヨシ属 2 3 
ウシコサ族コブナグサ属 1 8 5 ， 8 
ウシコサ族ススキ属 127 26 15 10 38 24 19 11 
イチゴツナギ亜科 22 5 32 33 88 63 45 57 
不明キビ型 4 1 13 15 18 7 5 11 
不明ダンチク型 23 21 44 58 87 66 76 74 

---------------------------------． -----------------------------------------------
イネ科葉身機動細胞珪酸体

キビ族 1 
タケ亜科クマザサ属 2 1 1 

タケ亜科ネザサ節 1 
タケ亜科 ， 1 53 10 4 1 10 3 
ヨシ属 4 5 37 8 52 59 
ウシクサ族 1 2 7 1 10 2 

不明 32 7 72 11 51 20 33 38 

合計

イネ科葉部短細胞珪酸体 221 74 209 205 302 302 268 249 
イネ科葉身機動細胞珪酸体 44 8 133 29 30 30 105 102 
検出個数 265 82 342 234 332 332 373 351 

第4表 植物珪酸体分析結果
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出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の総数をそれぞれ基数として百分率で算出した。

なお、●〇は1％未満、 ＋は短細胞珪酸体総数が200未満、機動細胞珪酸体総数が100未満
の試料から出現した種類を示す。



シ属が卓越し、タケ亜科、ウシクサ族 （ススキ属を含む）などを伴う 。試料番号3ではタケ亜

科が増加し、ヨシ属は低率になる。試料番号 1ではイチゴツナギ亜科が増加し、タケ亜科が低

率になる。

4.考察

(1)堆積域の古環境

最下位の腐植質シルト層 （試料番号8)からは、陸生珪藻と水生珪藻の種群がほぼ同率の割

合で産出した。陸生珪藻の構成は、 Pinnulariaschroederii、Caloneisleptosoma、Diploneis

yatukaensis、Hantzschiaamphioxysといった種群からなる。このうち、 Hantzschiaamphioxysは、

陸生珪藻の中でも特に耐乾性の強い種群 (A群）とされる （伊藤・堀内， 1990)。水生珪藻は、

淡水域に広く分布しているDiploneisovalis、Rhopalodiagibberulaのほか、沼沢湿地付着生種群

（安藤， 1990)の主要構成種であるPinnulariaviridis、Naviculaelginensisなどから構成される。以

上の特徴から、しばしば乾燥する沼沢～湿地のような堆積環境が推定される。また、本層から

はヨシ属の植物珪酸体が高率に出現した。ヨシ属は湖沼・ため池•河川・水路から湿原まで、

いたるところの水域や湿地に最も普通に生育する大型の抽水～湿生植物である。このことから

堆積域にはヨシ属が繁茂していたことが推定される。

試料番号7~5の堆積物は、珪藻化石が少なかったことから堆積環境を推定するには充分で

はないが、産出種群が試料番号8と同様な種群から構成されていることから、これらの層準も

沼沢～湿地の環境下で堆積した可能性がある。また、ヨシ属の植物珪酸体が多産したことから、

堆積域にはヨシ属が生育する場所が存在したことが推定される。

試料番号4・ 3の礫混じりシルト質砂層は、珪藻化石がほとんど産出しなかったので堆積環

境について推定することは困難である。一方、植物珪酸体組成では卓越していたヨ シ属が減少

傾向を示し、タケ亜科が増加傾向を示した。一般にササ類・タケ類といったタケ亜科植物は乾

いた場所に分布しており、当時の調査地点周辺にはそのような場所が存在した可能性がある。

ただし、本層は層相から泥流や洪水などの一過性の堆積物である可能性があり、そうだとすれ

ば堆積物中の植物珪酸体は異地性のもので、異なる場所・時期の植生を反映していることにな

る。このことは今後本層の分布状況やその成因に関する検討を行った上で再検討する必要があ

る。

試料番号 2・ 1の腐植質堆積物は、珪藻化石群集においてNavicula elginensis、Eunotia

pectinalis var. minorといった沼沢湿地付着生種群の主要構成種が比較的多産したことから、沼沢

～湿地の環境で堆積したことが推定される。また、植物珪酸体組成ではイチゴツナギ亜科が卓

越した。イチゴツナギ亜科には湿地から乾燥した場所まであらゆる環境に生育する種を含み、

そのほとんどが小型の植物である。また、植物珪酸体組成で本種類が卓越するが例は少なく、

ここでの産状は局所的な植生を反映した結果である可能性が強い。そうだとすれば、イチゴッ

ナギ亜科は過大評価されていることになり、当時はヨシ属やイチゴツナギ亜科などが生育して
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いたと考えられる。

以上、述べてきたように沖積層下部層堆積域の古環境は、腐植質堆積物が堆積する頃は基本

的には沼沢～湿地の環境であったと推定される。堆積域にはヨシ属やイチゴツナギ亜科などの

イネ科植物などが生育していたと推定される。上記したように調査を行った沖積層下部層の堆

積速度は速かったと考えられるが、その間には腐植質堆積物が堆積する比較的静穏な時期もあ

ったことになる。

(2)森林植生

調査地点の沖積層下部層が堆積した頃の森林植生は、木本花粉化石群集の産状から次のよう

に推定される。

木本花粉化石群集では、モミ属・ツガ属・トウヒ属・マツ属（単維管束亜属を含む）といっ

た針葉樹の種類が卓越した。これら針葉樹の種類が当時の植生を構成する主要素であったと考

えられる。また、ハンノキ属などの落葉広葉樹の種類も認められることから、落葉広葉樹の種

類も当時の森林構成要素であったと考えられる。

このように最終氷期最盛期頃の植生は、 トウヒ属・マツ属単維管束亜属などの針葉樹が卓越

するものであったと推定される。これら針葉樹の種類は、現在では冷温帯～亜寒帯に分布の中

心があることから、当時の調査地点の気候は現在より冷涼かつ乾燥していたことが示唆され

る。

最終氷期最盛期の植物相および植生に関する情報は、全国各地で得られており、各地域とも

針葉樹の種類が卓越している。今回の結果は、このような各地域で得られている傾向と調和的

といえる。

II.弥生時代中期以降の大型植物化石の種類

1.試料

試料は、弥生時代中期以降の堆積物から、発掘調査時にウオーターフローテーションによっ

て拾い出された種実、木材、葉である。詳細については、同定結果とともに表5に示す。

2.方法

(1)材化石

剃刀の刃を用いて、試料の木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の 3断面

の徒手切片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，

蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡

で観察・同定する。

(2)種実・葉同定

肉眼または双眼実体顕微鏡で試料を観察し、その形態的特徴から種類を同定する。
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3.結果

種実・葉．材の同定結果は、一覧表として表5に示す。以下に各部位別に検出された種類の

形態学的特徴を記載する。

(1)種実化石

a)木本植物

・イヌガヤ (CephalotaxusHarringtonia (Knight) K.Koch f.drupacea (Sieb. et Zucc.)Kitamura) 

イヌガヤ科イヌガヤ属 種子

種子は黒色で長さ1.9cm、幅0.95cm、先端が尖った楕円形。表面はいぼ状でざらつく。種皮は

薄く硬い。

・イヌシデ (Carpinustschonoskii Maximowicz) カバノキ科クマシデ属 果実

果実は茶褐色。側面観は三角状卵形，上面観は両凸レンズ形。長さ3.5mm, 幅3mm程度。や

や弾力がある。表面には縦方向に 8本程度の筋が存在する。

・クマシデ属 (Carpinussp.） カバノキ科 果実

果実は茶褐色。側面観は三角状卵形，上面観は両凸レンズ形。長さ3.5mm, 幅2.3mm程度。や

や弾力がある。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussub gen. Cyclobalanopsis sp.） ブナ科 果実・殻斗

殻斗・果実は黒褐色。殻斗は大きさ 1cm程度。鱗片は癒着して同心円状の輪のように見える。

果実は、大きさ0.6~1.8cm程度。卵型で先端部は尖る。基部には、座についていた円形の部分が

ありざらつく。先端部には輪状の模様がある。

・コナラ属 (Quercussp.） ブナ科 果実

果実は黒褐色、卵円形～楕円形で、大きさ1.7cm程度。殻斗を欠いた状態で検出され、他の特

徴も不明瞭なためコナラ属と同定する。

・シイノキ属近似種 (Castanopsissp.） ブナ科 種子

果実は黒褐色、長楕円形で、大きさ1.8cm程度。

・ムクノキ (Aphanantheaspera Planchon) ニレ科 核

核は黄褐色～灰褐色。側面観は広倒卵形，上面観は楕円形。長さ5.8mm, 幅6.2mm程度。基部

に白色の突起をもち、表面には微細な網目状の模様をもつ。核は硬い。

・アカメガシワ (Mallotusjaponicus (Thunb.) Mueller-Arg.）トウダイグサ科 核

核は黒色。大きさは3.3mm程度、ややつぶれた球形。 Y字型の小さなへそがあり、表面には小

さな瘤状隆起がある。種皮は薄く硬い。

・ウメ (Prunusmume Sieb. et Zucc.) バラ科サクラ属

核（内果皮）が検出された。褐色。大きさは1.5cm前後。核の形は楕円形で、やや偏平であ

る。下端についてはややとがり、丸く大きな膊点がありへこんでいるが、上端については謄は

なくとがっている。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面には、不規則な円形の

くぼみが配列している。
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・モモ (Prunusparsica Batsch) バラ科サクラ属 核

核（内果皮）は褐色～黒色、大きさ1.9~3.lcmの楕円形。基部には丸く大きなへそがありへこ

んでおり、先端部はやや尖る。一方の側面にのみ、縫合線が顕著に見られる。表面は、不規則

な線状のくぼみがあり、全体としてあらいしわ状に見える。完形モモ核の大きさの計測結果に

ついては表6に示す。

・スモモ (Prunuspersica Batsch) バラ科 核

核は茶褐色。側面観は楕円形、上面観は両凸レンズ形。長さ1.4cm、幅0.8cm程度、 一側面に

は縫合線が発達し、底部に「へそ」が目立つ。表面には弱いしわ状構造が存在。核は厚く、硬

し‘
゜
・クマノミズキ (Comusmacrophylla Wallich) ミズキ科ミズキ属 核

核は黒色、大きさは3.5mm程度。縦方向にややつぶれた球形。基部に丸いへそがある。表面に

は数本の縦方向に走る浅い溝がある。

・ハクウンボク (StyraxOvassia Sieb. et Zicc.） エゴノキ科エゴノキ属

核が検出された。灰黒色。側面観は楕円形，上面観は円形。大きさは15mm程度。下端に大き

な「へそ」があり、表面に 3本の浅い溝がある。核は厚く硬い。

・エゴノキ属 (Styraxsp.） エゴノキ科

核は黒褐色、長さ1.6cm前後の楕円形。下端に大きなへそがあ り、表面には3~6本の縦方向の

浅い溝がある。種皮は厚く硬い。以上の特徴よりハクウンボクに近似する。

・マタタビ属 (Actindiasp.） マタタビ科 種子

種子は暗褐色～やや紫色を帯びる茶褐色。側面観は楕円形，上面観は両凸レンズ形。長さ

1.6mm, 幅1.2mm程度。表面には穴が規則的に分布する。種皮はやや厚く、硬い。

・カラスザンショウ属 (Fagalasp.） ミカン科

果実が検出された。黒褐色。大きさは4mm程度。楕円形。表面には粗い亀甲状の網目模様が

みられる。

・ニワトコ (Sambucussieboldiana Blume) スイカズラ科 種子

種子は淡褐色～黄褐色。側面観・上面観とも楕円形。長さ2.5mm, 幅l：4mm程度。向軸面上端

に小さな「へそ」があり、表面には全面にわたってしわ状構造が発達する。種皮はやや厚 く、

やや弾力がある。

b)草本植物

・オモダカ属 (Sagittariasp.） オモダカ科 果実

果実は淡茶褐色。側面観は倒卵形，上面観は偏平。長さ2.5mm, 幅1.8mm程度。種子の周囲に

は翼が広がり、向軸側の上部はやや針状に尖る。果皮はやや厚く柔らかい。

・イネ (Oryzasativa Linne) イネ科 胚乳

胚乳は炭化し、黒色。側面観・上面観とも楕円形。長さ5.1mm, 幅2.9mm程度。下端側方部に

は胚の脱落した部分があり、表面には縦方向の隆起が存在する。
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・オオムギ (Horderumvalgale sp.） イネ科オオムギ属 胚乳

胚乳は炭化し、黒色。大きさは5.3mm程度、紡錘形で先端部は尖り基部は丸い。片面には 1本

の深い溝があり、その反対側の基部には胚の痕跡がありまる＜窪む。

・ホタルイ属 (Scirpussp.） カヤツリグサ科 果実

果実は黒色。側面観は広倒卵形，上面観は半円形に近い三陵形。長さ2.1mm, 幅1.7mm程度。

果実底部周囲より刺針を出す。果実表面は微細な縦方向の筋が認められる。果皮はやや厚く硬

い。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceaesp.) 果実

果実は黄褐色。側面観は楕円形，上面観は三陵形。長さ1.9mm, 幅1.7mm程度。果実表面には

縦長の網目模様状構造がある。

・タデ属 (Polygonumsp.） タデ科 果実

果実は黒色～暗赤褐色。側面観は両端が尖る卵形，上面観は三陵形。長さ2.5mm, 幅1.8mm程

度。果実の表面には明瞭で細かい網目模様状構造が認められるが、陵の部分はやや平滑となり、

光沢がある。果皮は厚く硬い。

・タデ科 (Polygonaceaesp.) 

果実が検出された。大きさは3mm程度。 3陵形で、果皮は薄く堅い。表面はざらつく。

・ソバ属 (Fagopyrumsp.) 

果実は黒灰色。側面観は両端が尖る楕円形，上面観は三陵形。長さ5.0mm,幅3.4mm程度。果

実の表面には明瞭で細かい網目模様状構造が認められるが、陵の部分はやや平滑となり光沢が

ある。

・アカザ科ーヒユ科 (Chenopodiaceae-Amaranthaceae sp.) 

種子は黒色で光沢がある。側面観は円形に近い腎形，上面観は両凸レンズ形。径2.9mm程度。

表面には微細な網目模様があり、微凹凸をつくる。

・キイチゴ属 (Rubussp.） バラ科 核

核は褐色。大きさは、縦軸1.8mm、横軸1.2mm程度。半月形で、一端に「へそ」が存在する。

表面全体はあらい不規則な網目模様でおおわれ、網目の畝の部分は部分的にとぎれている。

•ノブドウ属 (Ampelopsis sp.） ブドウ科 種子

種子は暗灰黒色。側面観は倒心形，上面観は楕円形。長さ4.1mm, 幅4.1mm程度。背面にさじ

状の「へそ」があり、腹面には2つの細長い穴が縦方向に並ぶ。種皮は薄いが硬い。

・シソ属 (Perillasp.） シソ科 果実

果実は黄茶褐色。ほぼ球形。径1.5mm程度。表面には粗い網目模様状のわずかな隆起が存在す

る。向軸面下端に点状の「へそ」が存在する。果皮はやや厚く硬い。

・メナモミ属 (Siegesbeckiasp.) キク科 果実

果実は黒灰色。側面観は上端が切形の長半円形，上面観は 4~ 5角形。長さ2.1mm, 幅I.Imm

程度。表面は微細斑紋状の凸部が密布する。
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・ナス科 (Soranaceaesp.) 

種子が検出された。腎臓形で、側面のくびれた部分に「へそ」があり、表面には「へそ」を

中心として同心円状に網目模様が発達する。大きさは4mm程度。褐色。表面は柔らかい。網目

模様はやや細かく、畝は波うっている。

・メハジキ属 (Leonurussp.) シソ科

果実が検出された。褐色で大きさは2mm程度。側面観は倒卵形、上面観は扇形。大きさは

2mm程度。頭部は丸みを帯びた切形。下端はやや偏平となる。表面はざらつき弾力がある

・カラスウリ (Trichosanthescucumeroides (Ser.) Maxim.） ウリ科カラスウリ属

種子が検出された。黒色で長さは8mm程度。円筒形で中央に幅4mmの帯がとりまいている。

・メロン類 (Cucumismelo L.） ウリ科

種子が検出された。褐色で大きさは6mm程度。側面観は楕円形、上面観はやや偏平な楕円形。

表面は比較的平滑。

(2)葉

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyclobalanopsis sp.) ブナ科

葉は楕円形、長さ5~7.5cm程度。革質、上半部に数個の大型のきょ歯がある。表は光沢があ

る。中肋は幅狭く、目立たない。側脈は10~15対、真直に平行状に開出し、上半部のものはき

ょ歯頭に達する。側脈間の細脈は多数。

(3)木材

・モミ属 (Abiessp.） マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄い。放射組織は柔細胞のみで

構成され、柔細胞壁は粗く、じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1~ 4個。放

射組織は単列、 1 ~20細胞高。

・マツ属複維管束亜属 (Pinussubgen. Diploxylon sp.） マツ科

早材部から晩材部への移行は急～やや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道および水平

樹脂道が認められる。放射柔細胞の分野壁孔は窓状、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出

が認められる。放射組織は、単列、 1~15細胞高のものと水平樹脂道をもつ紡錘形のものがあ

る。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyclobalanopsis sp.） ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は

単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1 ~15細胞高のものと複合

放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Quercussubgen. Lepidobalanus sect. Cerris sp.) ブナ科

環孔材で孔圏部は 1~ 3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1~20細胞高

のものと複合放射組織とがある。
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調査 試料 R- 地区名 遺構名 層名・遺構面 備考 時代性 種類（部位：個数）

回 番号 番号

1 780 2区 SE-05 ①'層 12~14世紀 イネ （胚乳： 1),ナス科 （種子： 1)

第 コナラ属コナラ亜属クヌギ節 （材： 7), マツ属単維管束亜属 （材： 2),イネ科タケ亜科 （材： 3)

1 2 780 2区 SE-05 ①'歴 12~14世紀 ホタルイ属（果実： 2)

回 3 780 2区 SE-05 ①'層 12~14世紀 ウメ （核： 5)

調 4 894 5区 SE-04 H層 12~14世紀 同定可能な植物遺体なし

査 5 894 5区 SE-04 H層 12~14世紀 同定可能な植物遺体なし

6 689 4区中央 第1砂層 その 2 6世紀前半以降 モモ （核： 1)

7 690 1区東側 第1砂層直上礫 6世紀前半以降 モモ （核： 5)

8 818 5区中央 第1砂層 6世紀前半以降 同定可能な植物遺体なし

9 740 5区 第1砂層 6世紀前半以降 ホタルイ属 （果実 1),タデ科（果実： 1)，アサガ科（種子： 1)'

メハジキ属（果実： 1), メロン類（種子： 1)

10 1118 3区北東 谷北岸部おちぎわ18暦 6世紀前半以降 同定可能な植物遺体なし

11 1119 3区西北 谷北岸部おちぎわ18層 6世紀前半以降 カナムグラ（種子： 1)

12 1106 2区サプトレ 6世紀前半以降 アカガシ亜属 （果実： 1)

13 965 2区サプトレ北側 37暦土器溜まり 6世紀前半以降 イネ （胚乳： 2)

14 1095 2区サプトレセクション北 シガうミ ？ その 3 弥生時代後期 アカガシ亜属（果実： 14)．ノブドウ （種子： 1),タデ科 （果実： 1)

15 1095 2区サプトレセクション北 シガうミ ？ その 3 弥生時代後期 ダデ科（果実： 6)

16 1094 2区サプトレセクション北 淵うミ？ 弥生時代後期 アカガシ亜属（果実： 2)

17 1094 2区サプトレセクション北 シガラミ？ 弥生時代後期 タデ科（果実： 10)

18 1095 2区サプトレセクション北 シガうミ ？ その 1 弥生時代後期 アカガシ亜属 （果実： 12)

19 1095 2区サプトレセクション北 シガうミ？ その 2 弥生時代後期 アカガシ亜属 （果実： 8)

20 1317 3区Gトレンチ以北 植物遺体暦 その 3 弥生時代後期 アカガシ亜属（果実： 5)` ハクウンボク（核： 1)

21 1240 1 • 2区 SR-03 遺構内砂礫層 弥生中期中葉～後期 同定可能な植物遺体なし

22 1291 4区 SR-03 Fトレ以南 1層 弥生中期中葉～後期 同定可能な植物遺体なし

23 1291 4区 SR-03 Fトレ以南 1層 弥生中期中葉～後期 タマ シデ属 （種子 6)，アカガシ亜属 （果実： 13)，カフスザンシ ョウ （核： 2),

ノブドウ（種子： 1), クマノミズキ（核： 1)

49 1266 SE-04 k層 その 1の② 12~14世紀 マメ科（種子： 6), カフスウリ （種子： 1)

50 1326 2区 SE-04 6層 その 5 • 7 • 8 12~14世紀 同定可能な植物遺体なし

51 1251 2区 SE-04 8層 その 2 12~14世紀 同定可能な植物遺体なし

第 1 1 A―北 撹乱確認調査 不明 モモ （核： 1)

2 2 20 試堀堀削土内 (2回目） 不明 モモ（核：破片1)

回 3 37 試堀堀削土内 (2回目） 不明 モモ （核：破片1)

調 4 46 北東部 薬注試堀 不明 モモ（核・破片1)

査 5 83 1区西側 SK-01 SK-01検出中 不明 モモ （核：破片2)

6 90 1区 SK-01 第 1面 SK-01堀削中 12~15世紀 センダン（核： 1).不明 (1)

7 139 4区北側 撹乱堀削中 モモ（核：破片1)

8 147 4区 SD-01 SD-01遺構検出中 12~13世紀 モモ （核： 1)

9 153 7区 SD-01 SE-01堀削中 12~15世紀 モモ （核：破片1)
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(2)  

調査 試料 R- 地区名 遺構名 層名・遺構面 備考 時代性 種類 （部位：個数）

回 番号 番号

10 163 7区 s 遺構検出 モモ（核：破片1)

第 11 216 7区 SE-01 下層 SE-01 12~15世紀 モモ（核：破片1)

2 12 222 7区 SE-01 SE-01 12~15世紀 モモ（核：破片1)

匝l 13 244 第 1面 堀削中 12~15世紀 モモ （核：破片1)

調 14 273 4区 SD-01 SD-01下 3東側 12~13世紀 オモタガ族（種子： 3），ホタルイ族（果実 ：1). メナモミ属（果実： 1)

査 15 274 6区 SE-02 SE-02 12~15世紀 モモ（核：破片1)

16 284 4区 SD-01 SD-01 カゴの一部 12~13世紀 ヵャッリングサ科 （種子： 1), ソパ（種子： 1)

17 292 7区 SE-01 SE-01 12~15世紀 シソ属（果実： 1), 不明 (1)

18 356 2区 ガス管サブトレ南側堀削中 弥生後期～古墳初頭 モモ（核： 2)

19 397 4区 SD-01 第4層 SD-01南北セクショシ内 12~13世紀 種類不明葉片

20 401 4区 SD-01 第 4層 SD-01③南北セクション内 12~13世紀 ムクノキ（材）

21 422 4区 SD-01 下層第 1面 SD-02東側 12~13世紀 モモ（核： 1)

22 423 3区 SX-02 SX-02周辺 12~13世紀 モモ（核：破片1)

23 438 3区南部西側 堀削中 12~13世紀 モモ （核： 1)

24 439 6区南部西側 堀削中 平安～中世 モモ（核：破片1)

25 442 6区北部西側 堀削中 平安～中世 モモ（核：破片1)

26 444 4区北側 平安～中世 モモ （核： 1．破片1)

27 448 6区北側 第 1砂層直上粘土層 検出中 奈良～平安 モモ （核：破片5)

28 462 3区 第 1砂層 堀削中 古墳初頭 モモ（核： 1)

29 457 3区 中央下層第 1面 検出中 奈良～平安 モモ（核： 1)

30 492 5区中央 砂層上面 その 2 平安～中世 モモ （核： 2), スモモ （核： 1)

31 511 5区北側 第 1砂層上層粘土層 掘削中 12~15世紀 モモ（核：破片2)

32 522 3区中央 第 1面 その 1 古墳～12世紀 モモ （核： 3.破片3)

33 529 4区 SD-01 第 1面下層 SD-01 東側セクショ ン 12~13世紀 不明 (1)

34 536 5区北側 6層第 1面下層 古墳～12世紀 モモ （核： 3.破片2)

35 542 5区 SD-02 6層 SD-02 12~13世紀 モモ （核： 1)

36 561 2区 ガス管下古墳 I• II(TP11 3m付近） 弥生後期～古墳初頭 保存悪く同定不能

37 599 4区中央 第 1面下層 古墳～12世紀 モモ （核：破片1)

38 609 5区北西 第 1砂層直上砂礫層 その 2 奈良～平安 モモ （核：破片1)

39 620 4区北端 第 1砂層直上細礫層 谷北岸部 その 2 奈良～平安 種実遺体なし

40 628 1区 第 1細礫層直上層 セクション北側 奈良～平安 モモ （核：破片2)

41 668 2区南 谷北岸部 弥生後期～古墳初頭 モモ （核： 3)

42 679/ 4区西側 第 1 砂層直上粘土層〶 その 2 奈良～平安 モモ （核： 1)

43 688 1区谷北岸部 第 1 砂層直上粘土層〶 奈良～平安 スモモ（核： 1)

44 697 5区北側 第 1砂直上細礫層 その 2 奈良～平安 モモ （核：破片1)

45 699 1区南端 第 1砂直上細礫層 奈良～平安 モモ （核 1) 

46 700 4区南側 第 1砂層 掘削中 古墳初頭 モモ （核：破片1)

47 715 3区中央 第 1 砂暦直上粘土層〶 その 2 奈良～平安 モモ（核：破片1)
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(3) 

調査 試料 R- 地区名 遺構名 層名・遺構面 備考 時代性 種類（部位：個数）

回 番号 番号

48 750 3区西側 第1砂層直上粘土層R その 2 奈良～平安 モモ（核：破片1)

第 49 754 2区 SE-05 SE-05周辺その 2 弥生中期～後期 モモ（核： 1)

2 50 755 2区 第 1層直上細礫層 奈良～平安 モモ（核： 1)

匝l 51 766 2区南西 第 1暦直上細礫層 奈良～平安 モモ （核 1) 

調 52 777 1区 セクション北側 第 1層直上？ 谷北岸部 古墳初頭 イネ （胚乳： 1)

査 53 787 2区南西 第1砂層直上粘土層R 古墳初頭 モモ（核： 1)

54 870 1区 セクション以商 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核：破片1)

55 887 5区 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ（核破片1)

56 897 5区 SE-04 I層 SE-04 その 2 12~15世紀 芽 (1)

＇ 
57 918 1区南 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ（核 1) 

58 930 2区 サプトレ中央 20暦下 スクモ掘削中 弥生後期 アカガシ亜属 （果実： 3.殻斗 3)．コナフ属（果実：破片3)

59 936 2区サプトレセクション以北 スクモ層 掘削中 弥生後期 不明 (2)

60 937 5区 SE-04 H • I暦下層 SE-04 12~15世紀 虫えい

61 942 3区北西隅 第 3面直上 古墳初頭？ スモモ（核： 1)

62 945 3区北部西側 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核 ：破片 1)

62 947 3区中央 第 3面 NTT．下水管掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核： 1)

64 960 2区サブトレ南 20層以下 スクモ層 弥生後期 アカガシ亜属（幼果： 1)

65 964 3区西部北側 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核破片 1)

66 971 3区西側南部 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核： 1)

67 980 3区北部 第 3面 23暦？ 掘削中 奈良～平安 モモ（核：破片 1)

68 983 3区北部西側 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ（核：破片 1)

69 999 1区 韓サプトレ 20層直下スクモ層 掘削中 弥生後期 タデ属（果実： 9)` マタタビ属 （種子： 1), 不明 (1)

70 1018 3区北西 2区サプトレ 古墳と同層 弥生後期～古墳初頭 モモ （核 ：1)

71 1068 1区南東 25層 弥生後期～古墳初頭 種実遺体なし

72 1097 5区 セクション南側 41層以下中層 掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属（幼果 1・殻斗： 1:果実： 2), コナラ属 （果実 破片 2)

73 1107 第 2区 1tセクション南側 41暦 検出中 弥生中期～後期 アカガシ亜ぞk（幼果： 5)，コナラ属 （果実 破片 2)，エゴノキ属 （種子： 5)

74 1126 第 2区・第 1区 Bトレンチ掘削中 エゴノキ属 （種子： 1)

75 1134 第 2区 22層 Aトレンチ東壁 掘削中 平安～中世 モモ （核：破片 3)

76 1135 第 6区 第 3面 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核： 1)

77 1147 第 3区 19層 掘削中 弥生後期～古墳初頭 コナフ属 （種子）

78 1149 第 6区 17暦 掘削中その 2 弥生後期～古墳初頭 モモ（核： 1)

79 1159 第 4区中央 41層 検出中 弥生中期～後期 コナラ属（果実：破片 4).ェコノキ属（種子： 1)

80 1160 第 5区西側中央 40層 掘削中 弥生後期 アカガシ亜属 （幼果： 1)

81 1161 第 4区中央 40層 掘削中 弥生後期 アカガシ亜属 （殻斗 5. 幼果： 1)

82 1179 第 5区中央 41層 検出中 弥生後期 エゴノキ属 （種子： 1)

83 1215 第 2区 Aトレンチ原墾 17層 北セクション北側 Eトレンチ掘削中 弥生後期～古墳初頭 アカガシ亜属（幼果： 6)

84 1219 第 2区 Aトレンチ庚壁 17層 北セクション南側 Bトレンチ掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核 ：破片3)

85 1224 第 2区 Aトレa・Eトレ万 20暦 東壁北側 弥生後期～古墳初頭 アカガシ亜属（幼果 1・果実 1)，エゴノキ属（種子： 2)
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調査 試料 R- 地区名 遺構名 層名・遺構面 備考 時代性 種類 （部位：個数）

回 番号 番号

86 1227 第 4区 19~41暦 Y6ライン X=5.3杭柱 掘削中 弥生後期～古墳初頭 アカガシ亜属 （果実： 1.殻斗： 1),コナラ属 （果実 破片3)

第 87 1246 第 5区 SK-02 下部 モモ （核：破片1)

2 88 1250 第 2区 北セクション SR-05 41層以下 北側Fトレンチ掘削中 弥生中期 アカガシ亜属（果実： 1),種類不明の葉片多数

回 90 1254 SR-03 残土内 ほとんどSR-03内？ 弥生中期～後期 モモ （核： 1)

調 91 1257 第 1区・ 2区 SR-03 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （幼果： 1)

査 92 1260 第 4区 検出中 弥生後期 タデ属 （果実1・破片2)．芽2

93 1271 第 4区中央 SR-03 弥生中期～後期 イヌガヤ （種子： 1)

94 1279 第 2区 北セクション南側 SR-03 周辺 Bトレンチ掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （幼果： 17)，アカ メガシワ （種子： 1),ヒサカキ （種子： 3), ニワトコ （種子 4) 

タデ属（果実： 5)'アカザ科ーヒユ科 （種子： 1), キイチゴ属 （核： 1),芽 (13)，不明 (8)

95 1288 第 4区・ 5区 SR-03 SR-03 Fトレ～Cトレ迄の問 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 1),コナラ亜属 （果実：破片3)

96 1294 残土内 アカガシ亜属 （幼果： 1)

97 1300 第 3区 Gトレンチ西側 （谷北岸部）掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 15・幼果： 6).コナラ属 （果実 破片10)，エゴノキ属 （種子： 1)

98 1301 第 3区 Gトレンチ中央 41層以下 掘削中 弥生中期以前 アカガシ亜属 （果実 2・殻斗： 1), コナラ属 （果実：破片2)

99 1302 第 4区・ 5区 SR-03 SR-03 Fトレンチ以北 弥生後期 アカガシ亜属 （果実： 1.幼果： 2),コナラ属 （果実：破片4)，スモモ （核： 1)

100 1319 第 2区 SE-05 7層 SE-05 12~15世紀 アカガシ亜属 （幼果： 1),コナラ属 （果実：破片1)

101 1322 第 3区 Eトレンチ精査中 弥生中期以前 エゴノキ属 （種子：破片1)

102 1323 第 3区 G トレ •E ト レの問 植物遺体層 掘削中 弥生中期以前 アカガシ亜属 （果実： 13・幼果： 9),コナラ属 （果実：破片22)，エゴノキ属 （種子： 1)

103 1326 第 2区 SE-05 6層 SE-05 12~15世紀 オオムギ （胚乳： 1)

104 1330 第 3区北東 SR-03 スクモ砂礫層含む 掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 5.幼果： 4.殻斗： 3),コナラ属 （果実： 12)

ェコノキ属（種子： 2).モモ （核： 1)

105 1333 第 2区 SE-05 下層 12~15世紀 アカガシ亜属（幼果 1 材： 2)

106 1334 第 3区 Gトレ以西 SR-03 （上暦、スクモ暦） 掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 4.幼果： 3・殻斗： 3), コナラ属 （果実：破片20)

107 1339 第 3区 北側Gトレ以原 SR-03 砂礫層 埋土 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （殻斗： 1)

108 1343 第 3区 第1砂層より下～40層 X=23, Y=24 杭柱 弥生後期 アカガシ亜属 （果実： 1),コナラ属 （果実：破片3)

109 1344 残土内 アカガシ亜属 （果実： 4.幼果 11入コナラ属 （果実 破片1)，エゴノキ属 （種子： 2)

ノブドウ属 （種子： 1)

110 1355 第 3区 Gトレより庚 SR-03 掘削中 弥生中期～後期 エゴノキ属 （種子： 2)

111 1371 第 1区～ 2区 SR-03 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （幼果： 1), コナラ属 （果実 ：破片 2)，クマノミ ズキ （核： 1)

タデ属 （果実： 1),芽 （9),不明 (1)

112 1372 第 1区～ 2区 SR-03 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 1.殻斗 3.幼果： 9).コナラ属 （果実：破片 6)，ヒサカキ （種子： 1)

マタタビ属 （種子： 1),ニワトコ属（種子 1)，アカザ科ーヒユ科 （種子： 1)

ヵャッリグサ科 （種子： 2入 タデ属 （果実： 5)'芽 （9),不明 (7)

113 1376 第 4区北端 19層～20層 谷北岸部 弥生後期～古墳初頭 ニワトコ （種子： 1),不明 (2)

114 1383 第 5区 15層～22層 Aトレンチ東壁 掘削中 弥生後期～古墳初頭 モモ （核： 1)

115 1393 第 5区 商セクション以it SR-03 下層 掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 1)

116 1397 第 2区 第 2区 16暦直上 古墳～中世 モモ （核： 1)

117 1404 第 5区 SR-03 42層 南岸部分検出中 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実 '1)，コナラ属 （果実 破片2)

118 1432 第 3区 SR-03 第 4面 Gトレンチ以南 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （殻斗 ：1・幼果 ：7)，イ ヌシデ （種子： 2),芽 (1)
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調査 試料 R- 地区名 遺構名 層名・遺構面 備考 時代性 種類（部位：個数）

回 番号 番号

119 1443 第3区 SR-03 第4面 Gトレンチ以北 弥生中期～後期 クマシデ属 （果実： 1)，アカガシ亜属 （果実： 10・幼果： 24・穀斗： 11)，コンラ属 （果実： 6)

第 ヒサカキ （種子： 1)'タラノキ （種子： 1),タデ属 （果実： 6),キイチゴ属 （核： 1） 

2 芽 (18)

回 120 1443 第2区 SR-03 Bトレンチ掘肖IJ中 弥生中期～後期 コアンラ属 （果実： 2)

調 121 1448 SR-05 SR-04下層掘削中SE-01 西半 弥生中期 エゴノキ属（種子： 1)

査 122 1452 第5区 南セク泊ン以北 分 12~15世紀 エノキザサ近以種 （種子： 1), カヤツリグサ科 （果実： 1)

123 1455 第4区中央 SR-03 41層下層 SR-03 X=10, Y=15杭柱掘削中 弥生中期～後期 コナラ属（種子：破片2)

124 1461 第 2区 南セクション以北 SR-04 SR-04 東屑 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （果実： 1)，コナフ属 （果実： 3),葉 (1)

125 1470 第 2区 8層 Aトレンチ東壁 掘削中 モモ （核 ：破片 1)，エゴノキ属 （種子： 1)

126 1469 第4区 23層 北切沿ン以北Aトレ東壁掘削中 モモ（核：破片1)

127 1499 第 3区 Gトレ以東 40層 谷南岸武検出中 奈良～平安 アカガシ亜属（果実 1) 

128 1514 第 2区 SR-03 下層砂礫層 弥生後期 アカガシ亜属 （果実： 6),コナラ属 （果実： 6)

129 1586 第4区 SR-06 （上位スクモ層） SR-03下層 弥生中期～後期 アカガシ亜属 （幼果： 6),コナラ属 （果実： 1)

130 1589 SR-05以下 Fトレンチ掘削中 弥生中期以前 アカガシ亜属 （果実： 1)

131 1598 第 3区 南セクション北側 SR-03 41層 残土内 弥生中期以前 アカガシ亜属 （幼果： 10・果実3)，コナラ属（果実：破片2)，モモ（核：破片1)

132 1599 第 3区北端 SR-03 南岸部掘削中 シイノキ属近以種（果実： 1)

133 1625 第 3区北側 SR-03 下層掘削中 弥生中期～後期 ムクノキ（核 ：1),アカガシ亜属 （果実： 1)

134 1632 第 4区北側 41層 下層掘削中 弥生中期～後期 アカガシ亜属（穀斗： 1)' コナラ属（果実：破片3)

135 1648 第5区南側 48層～42層 弥生中期～後期 不明 (1)

136 1653 第2区～ 5区 （砂礫層） 谷南岸部検出中 弥生中期～後期 アカガシ亜属（幼果： 1)' （芽1)

137 1658 第 1区南側 下層流路内 アカガシ亜属（幼果： 1), コナラ属（果実：破片5)

138 1666 第 1区 84層 SR-07以上SR-03以下 中世 アカガシ亜属（幼果： 1)

139 1689 第5区 20層 谷北岸部検出中 弥生後期 コナラ属 （果実： 1)

140 1695 第5区 84層 南セク泊ン 掘削中 弥生後期～古墳初頭 アカガシ亜属（幼果： 2)

141 1701 第 1区・ 2区 弥生後期 保存悪 〈同定不能

142 1705 第4区 Fトレ以南 SR-07以下 X=3,Y=8杭柱掘削中 弥生中期～後期 モモ （核 ：破片1)

143 1716 第 5区 南セクション SR-03 41層 SR-03埋土砂礫 弥生後期 アカガシ亜属（幼果： 22・穀斗； 1・果実1)．芽 (1入不明2, アカガシ亜属 （葉： ） 

144 1717 第3区北側 37層 谷北岸部検出中 平安～中世 タラノキ （種子： 1),ニワトコ （種子： 1).アカザ科ーヒユ科 （種子： 1).不明 (1)

145 1753 第 2区 北セクション 23層 奈良～平安 モモ （核 ：完形2)

146 1754 第 2区 北セクション 22層 その 2 平安～中世 モモ （形；破片7)

147 1762 第 3区北側 SR-03 38層・ 37層 北岸部落ち際 弥生中期～後期 不明 (1)

148 1773 第 2区 34層 Aトレンチ東壁 弥生後期～古墳初頭 モモ（核：破片2)

149 1790 第 2区 37層以下 谷北岸部 弥生中期 マタタビ属 （種子 ：1)'ニワトコ （種子： 12)

150 1843 第 2区・ 3区北側 37層 弥生中期以前 イネ（胚牛： 1),不明 (1)



・ムクノキ (Aphanantheaspera (Thunb.) Planchon) ニレ科ムクノキ属

散孔材で横断面では角張った楕円形、単独または 2~3個が複合する。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性II型、 1~ 5細胞幅、 1~20細胞高。柔組織は周囲

状およびターミナル状。

・イネ科タケ亜科 (Gramineaesubfam. Bambusoideae sp.) 

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖

学的特徴では区別できない。

4．考察

(1)各時期の植物遺体

弥生時代中期以降の堆積物から出土した種実・葉・材の各部位の植物遺体の種類は、全層

準・全部位を合わせて、木本植物21種類、草本植物16種類に同定された。各時代の傾向につい

て以下に述べる。

弥生時代中期以前から弥生時代後期の流路堆積物中から出土した植物遺体は、木本植物では

イヌガヤ、イヌシデ、クマシデ属、アカガシ亜属、コナラ属、シイノキ属近似種、ムクノキ、

アカメガシワ、ヒサカキ、モモ、スモモ、マタタビ属、ハクウンボク、エゴノキ属、クマノミ

ズキ、カラスザンショウ属、ニワトコ、草本植物ではイネ、タデ属、ノブドウ、マメ科、カラ

スウリが認められた。ほとんどが木本植物に由来するものであった。その中ではアカガシ亜属

の果実が圧倒的に多かった。アカガシ亜属の果実は食用となることから、人間が利用していた

可能性もあるが、出土した果実の多くが幼果であったことから、流路集水域に生育していた母

植物に由来するものと考えられる。このほかの木本植物の種類も集水域周辺に生育していたも

のに由来すると考えられる。

本時期の植生については、 16次調査区の植物化石群集の調査から、アカガシ亜属を中心とし

た照葉樹林であったことが推定されている（未公表）。その森林構成要素には、今回の調査で出

土した種類が認められる。このことも今回の植物遺体が当時の植生の一端を反映していること

を裏づける。また、出土種実のうち、モモ、スモモは食用として利用されていた可能性があり、

栽培種のイネ属の存在は、本時期に周辺地域で稲作が行われていたことを示唆している。

弥時代生後期～古墳時代初頭頃の堆積物から出土した植物遺体は、木本植物ではアカガシ亜

属、モモ、スモモ、ニワトコ、エゴノキ属、草本植物ではイネが認められた。前時期に比較し

て、木本植物のモモの出土数が増加し、多数出土したアカガシ亜属が減少する。また、種類構

成も単調となっている。このような傾向は、 16次調査区でも認められている。そこでは、植物

化石群集において、木本植物化石が減少し、種類構成が単調となることなどから、調査地点近

辺に成立していた森林が急激に衰退したことが推定されている。今回の結果もそのような植生

変化と連動した変化の可能性が強い。また、この変化の原因としては、食用となるモモ核が多

産するようになることから、調査地近辺における人間活動が活発になったことが考えられる。
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調査 試料 I R-
時代性

大きさ 比率

回 番号 ： 番号 長さ 幅 厚み 長さ／幅 幅／厚み 長さ／厚み

第 6 1 
I 
689 6世紀前半以降 20.10 15 45 13.50 1.30 1.14 1.49 

1 71 
I 690 6世紀前半以降 25 15 22.45 17 10 1.12 1.31 1.47 

回 7; 690 6世紀前半以降 24.70 18.65 15 15 1 32 1.23 1 63 

調 71 690 6世紀前半以降 24.15 19 15 14.60 1.26 1.31 1.65 

査 71 
I 
690 6世紀前半以降 21.30 19.90 15 70 1 07 1.27 1 36 

71 
I 690 6世紀前半以降 23 15 19 15 15 85 1 21 1.21 1.46 

1 I 1 不明 20 10 15 45 13 50 1.30 1.14 1.49 

3弟̀-．， 81 147 12~13世紀 23.60 19.00 14.75 1.24 1 29 1.60 

151 I 274 12~15世紀 27.70 20.25 14.00 1.37 1.45 1 98 

18: 356 弥生後期～古墳初頭 22 20 16.60 14.75 1.34 1.13 1.51 

2 181 356 弥生後期～古墳初頭 31.00 19.50 15.00 1.59 1.30 2.07 

21 I 422 12~13世紀 21.00 18 90 14 45 1.11 1 31 1.45 

回
23! I 438 平安～中世 27.25 22.55 18 50 1.21 1 22 1.47 

26: 444 奈良～平安 21 35 18 60 15.50 1.15 1.20 1.38 

281 462 奈良～平安 29 50 21 10 16 05 1 40 1 31 1.84 

調 291 475 奈良～平安 23.50 21.95 18.20 1 07 1 21 1.29 

30! I 492 平安～中世 25.50 20.30 16.50 1.26 1 23 1 55 

30 ＇ I 492 平安～中世 31.25 23.45 17.75 1.33 1 32 1 76 

査 32, 522 古墳～12世紀 19.50 17.10 13.00 1.14 1 32 1 50 

32: 522 古墳～12世紀 27.00 20.60 16 90 1 31 1.22 1 60 

32' ＇ 522 古墳～12世紀 29.00 22 10 15 50 1.31 1.43 1.87 

34: 536 古墳～12世紀 21.70 20.00 16 20 1 09 1 23 1.34 

341 536 古墳～12世紀 26.00 20.00 14.45 1.30 1 38 1.80 

34: 536 古墳～12世紀 28.00 21.00 16.00 1 33 1 31 1 75 

35: 542 12~13世紀 24.00 19 00 15 55 1.26 1.22 1.54 

41: 668 弥生後期～古墳初頭 24.00 22.25 19.50 1.08 1.14 1.23 

411 668 弥生後期～古墳初頭 24.20 21.10 17 50 1 15 1.21 1 38 

411 668 弥生後期～古墳初頭 26.45 23.10 18.95 1.15 1 22 1.40 

42! I 679 奈良～平安 24.20 20.95 16.70 1 16 1 25 1.45 

45: 699 奈良～平安 27.00 21.90 16.95 1 23 1.29 1.59 

491 754 弥生中期～後期 27.00 20.50 16.00 1.32 1.28 1.69 

501 755 奈良～平安 26.00 22.00 14.15 1. 1 8 1.55 1.84 

＇ 51 ! I 766 奈良～平安 20.50 19.65 16.35 1.04 1.20 1.25 

53: 787 古墳初頭 28.00 23.10 18.30 1.21 1 26 1 53 

571 918 弥王俊期～古墳初頭 21.60 19.80 16.00 1.09 1.24 1.35 

621 945 弥生後期～古墳初頭 22.90 19.15 14.70 1.20 1.30 1.56 
＇ 631 
I 
947 弥王俊期～古墳初頭 25.05 20.40 16.05 1.23 1 27 1 56 

66; 971 弥王俊期～古墳初頭 31.35 23.90 17.00 1.31 1 41 1.84 

671 980 奈艮～平安 21.70 17.70 15.50 1.23 1.14 1.40 

7o : 1018 弥王後期～古墳初頭 31.75 22.90 17.50 1.39 1 31 1 81 

76 I I 1135 弥生後期～古墳初頭 25.75 18.75 13.10 1 37 1.43 1.97 

78: 1149 弥生後期～古墳初頭 28.00 19 15 13.90 1.46 1.38 2.01 

901 1254 弥生中期～後期 31 65 23 75 1300 1 33 1 83 2 43 

1041 I 1330 弥生中期～後期 23.25 19.80 16.00 1.17 1 24 1.45 

114: 1383 弥王俊期～古墳初頭 29.80 22.70 17.05 1.31 1.33 1 75 

116: 1397 古墳～中世 25.00 20.35 16.50 1.23 1 23 1.52 

1451 1753 奈良～平安 23.00 19.25 15.85 1 19 1.21 1.45 

1451 
I 
1753 奈良～平安 24 20 1700 14 00 1.42 1 21 1.73 

平均 25 51 20 40 15.88 1.25 1 28 1.60 

標準偏差 3.36 1.99 1.61 0.12 0.12 0 25 

変動係数 13.17 9.76 10.16 9.29 9.52 15.48 

表6 モモの核の大きさ
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6世紀前半以降とされる堆積物の植物遺体は、木本植物ではアカガシ亜属・モモ、草本植物

ではイネ・ホタルイ属・カナムグラ・タデ科・アカザ科・メハジキ属・メロン類が認められた。

これらの種類のうち、モモ・イネ・メロン類は現在でも食用とされる種類であり、当時も食用

として利用されていた可能性があり、その栽培が行われていた可能性も考えられる。また、出

土種実の多くが人間と関わりの深い植物であることから、当時の植生は多少なりとも人間の影

響を受けていたことが推定される。

奈良～平安時代から15世紀頃の堆積物から出土した植物遺体は、木本植物ではムクノキ、モ

モ、スモモ、センダン、タラノキ、ニワトコ、草本植物ではカヤツリグサ科、ホタルイ属、ソ

バ、アカザ科ーヒユ科、エノキグサ近似種、シソ、メナモミ属が認められた。この中ではモモ

の核数が圧倒的に多く、前時期に比較しても多い。また、草本植物の種類数および出土量も増

加している。このような傾向は、草本植物遺体の中に栽培種のオオムギやソバなどの雑穀類が

認められたことから、調査地での人間の生業活動が以前にもまして活発になったことを示唆し

ている。

12~14世紀の井戸堆積物の出土種実は、木本植物のマツ属複維管束亜属・ウメ・コナラ亜属

クヌギ節・イネ科タケ亜科、草本植物のイネ・ホタルイ属・マメ科・ナス科・カラスウリに同

定された。このうち、ウメ・イネは食用となる種類であり、井戸内堆積物からの出土であるこ

とから、当時の人間に利用されていたことが推定される。

(2)モモ核の形態について

今回の調査地点では、モモの核が多数出土した。モモの核については、その形態分類に関す

る研究が古くから行われてきた。最近の報告では、奈良県布留遺跡の試料からモモ核の形態分

類と変遷が編まれており、形態によって出現時期が限られている傾向があることが指摘されて

いる（金原ほか， 1992)。本遺跡の西側に隣接する鬼虎川遺跡では、異なる形態的特徴をもつ 2

種類のタイプ (A・ Bタイプ）が認められている（未公表）。また、その形態的特徴と出現時期

の傾向は、金原 (1992)の傾向と調和的であり、モモ核の形態分類および変遷が畿内の広い範

囲で同じように見られた可能性が指摘されている（未公表）。今回の調査では、形態の一つであ

る大きさ（長さ・幅・厚さ）について測定し（表6)、時期別変化が認められるかについて検討

を試みた。モモ核の大きさの時期別散布図を図5に示す。図からも判るように、モモ核の大き

さの傾向は、時期別に大きな違いは認められなかった。このことは今回出土したモモ核は同様

な形態的特徴をもつタイプとみなせる。ただし、金原 (1992)が指摘している形態的特徴には、

大きさ以外にモモ核の表面模様や外観なども含まれており、今後は、それらの形態的特徴につ

いても観察を行い、総合的に評価することが課題として残される。

皿木製品の樹種

1.試料

試料は、各遺構から出土した木製品など8点 (No.3'"'---No.10)である。各試料の詳細について
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は、樹種同定結果とともに表7に示した。

2.方法

剃刀の刃を用いて、試料の木口（横断面） ．柾目（放射断面） ・板目（接線断面）の 3断面

の徒手切片を作製し、ガム・クロラール（抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・

蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡

で木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

3.結果

同定結果を表7に示す。木製品などの内、 No.3とNo.9については、切片の作製ができず、不

明とした。その他の試料は、針葉樹2種類（マツ属複維管束亜属・ヒノキ属）、広葉樹3種類

（コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属アカガシ亜属・クリ）とイネ科タケ亜科に同定された。

各種類の解剖学的特徴などを以下に記す。

番号 製品名 時代・時期 樹種名

3 横櫛 13世紀 不明

4 加工木（建築部材？） 弥生時代後期 コナラ属アカガシ亜属

5 加工木（建築部材？） 弥生時代後期 クリ

6 加工木（建築部材？） 弥生時代後期 クリ

7 加工木（建築部材？） 弥生時代後期 コナラ属アカガシ亜属

8 曲物（側板） 15世紀 ビノキ属

， 曲物（底板） 15世紀 不明

10 倒木（加工痕有り） 弥生時代後期 コナラ属アカガシ亜属

第7表 木製品の樹種同定結果

・ヒノキ属 (Chamaecyparissp.） ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限

って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔はヒ

ノキ型で 1~4個。放射組織は単列、 1~15細胞高。

・コナラ属アカガシ亜属 (Quercussubgen. Cyclobalanopsis sp.） ブナ科

放射孔材で、道管は単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列

する。放射組織は同性、単列、 1~15細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ属

環孔材で孔圏部は 1~4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列

する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1~15細胞

高。

-71 -



4.考察

出土した木製品は、横櫛と曲物（底板）が樹種の同定に至らなかった。建築部材の可能性が

ある加工木には、アカガシ亜属とクリが認められた。両種とも強度の高い木材であり、建築部

材の可能性と矛盾しない。

曲物（側板）はヒノキ属であった。同様の例は各地で確認され、時代・地域・植生等に関係

なく同様の用材選択が行われていたことがうかがえる。

なお、井戸 (SE-05)の種実試料中からは木材が検出され、クヌギ節・複維管束亜属・タケ亜

科が確認された。このうち、複維管束亜属とタケ亜科については、井戸材として使用されるこ

とがあり、井戸材の一部が井戸中に剥落した可能性がある。また最も多いクヌギ節は、集落周

辺等で多く見られる樹種であることから、周辺に生育していた樹木が何らかの要因で井戸中に

堆積した可能性がある。また、強度を必要とする木製品にもよく利用されており、木製品の一

部の可能性もある。
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VI まとめ

西ノ辻遺跡第33次発掘調査では以上のような資料を得ることができた。以下に調査の成果と

今後の課題を述べ、まとめにかえたい。

室町時代～鎌倉時代

当期の遺構には5基の井戸・土城・溝状・集石・会所状遺構などがある。後世の削平により遺

構本来の形が失われているものが多く、機能・用途など性格の不明な遺構がある。しかし、遺

物の遺存状態は良好で、完形の遺物も多く出土した。中でも、井戸からは完形の土器を含む多

くの遺物が出土し、井戸4からは「蘇民将来」札や包丁が完形の皿とともに出土し、中世の井戸

祭祀の一端を示す資料として挙げることができる。西ノ辻遺跡周辺部では比較的に「蘇民将来」

札は出土していることから、「蘇民将来」札と思想が中世祭祀に大きな役割を果たしていたもの

と考えられる。

また井戸の中には非常に多くの遺物を埋蔵する井戸とほとんど遺物の入らない井戸が存在す

ることから、井戸の終焉にも何らかの形が存在するものと思われるが、今回は問題提起にとど

め、井戸祭祀については稿を改めたい。

古墳時代

当期の遺構は人や動物の踏み込みと流路1の南北の肩である。流路1の北岸部分では主に5世紀

末から6世紀初頭の遺物が群集して出土した土器溜りを検出した。

この土器溜りからは須恵器や土師器が多量に出土したが、蓋が存在し口径37cmを超え、最大

径は41.4cmをはかる上部と、 25cmの底径で13cmの脚部がついた不思議な形をした須恵器も同時

に出土した（拙稿「西ノ辻遺跡の変わった須恵器」東大阪市文化財協会ニュースVol6-4参照）。

出土した遺物は一般に古墳に供献されるものも含まれることから、周辺に古墳の存在を推定

できる。しかしこの時期の古墳はこの周辺では現在までに確認されていない。また流路の南岸

部分ではほとんどこの時期の遺物は検出していないことから人間の生活範囲は、流路の北岸部

以北に広がっていたものとおもわれる。

弥生時代
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当期の遺構は流路6本と中期の土器溜りを検出した。流路は主に弥生時代中期の短期間に埋没

と開析を繰り返し谷を形成していったものであることがわかった。古墳時代同様、流路の北岸

部からはトレンチ中央から東端にかけて広がる土器溜りを検出し多くの遺物が出土したが、南

岸部にはみられなかった。

南岸部では土器溜りは見られなかったものの、遺物の堆積する方向に片寄りが見られなかっ

たことから、弥生時代中期については流路による生活範囲の限定はなかったものと思われるが、

中期後葉から後期にかけてはやはり遺物の出土は北岸部に片寄る傾向が見られる。

本調査区は当初の推測とは若干流路（谷筋）の方向が違うものの、 トレンチのほとんどが流

路であったことから、周辺部で検出している様な生活にともなう遺構の検出は各時代を通じて

ほとんどなかった。よって今回の調査では、西ノ辻遺跡の古環境復元には資料を供したが、西

ノ辻集落の実態に迫るまでには至らなかった。

神並•西ノ辻・鬼虎川遺跡の各遺跡は調査件数は比較的多いものの、大きな範囲で連続的に

調査を行ったものは、 308号線関連・阪神高速道路関連とこの第二阪奈有料道路関連の調査だけ

であり、東西にはほぼその広がり押えかけてはいるが、南北方向にはその広がりを掴みきれて

いないのが実態であり、同時に各遺跡の本質はほとんど解明されていない。今回の調査成果を

含め従前の調査成果を一つの足掛りとして、これらの遺跡の本質を解明してゆくことを今後の

課題として今回の報告の最後にかえる。

-74-



報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ 備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口畠器外面体部外面底部外面口贔器内面体部内面底都内面 胎 土

I 第5北 瓦器椀 14.4 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： 2.5Y5/l黄灰色内 完形全面に指紋

且 第1面 の後ミガエ 端部沈線 のナデ のナデ N5／灰色 明瞭

且 47 キ 15mm石英、2mm長石、

145 角閃石

， 2 2区第1 瓦器椀 13.4 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 ョコナデ 外 10Y6/l灰色内： N7/3/4完形

＇ 17 面 の後ユピエ 端部沈線 のナデの 灰白色

且 4.45 オサエ 後囲線ミ 長石

146 ガキ

3 2区第1 土師器 小皿 9 1 ョコナデ ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 仕上げナ 外： 10YR8/3浅黄橙色 ほぽ完形

17 面 工 デ 内： IOYR8/3浅黄橙色

18 1.5 雲母、長石、 1mm角閃石

153 

4 第1面 土師器 小皿 9.5 ヨコナデ ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ ュビオサ 外： 2.5Y7/3浅黄色内： 楕円形短径：

17 工の後ナ 工 2.5Y8/3淡黄色 8 3 3/4完形

18 1 5 デ 雲母、長石

153 

5 第1面 瓦器 播り鉢 ユピオサ 未調整 ヨコナデ不定方向 外 N4／灰色内 N8／灰 内面磨滅激しい

17 工 の後8本のナデ 白色

18 10.2 /1 2cmのョコナデ 3mm長石

156 播且

l 6 第1面 瓦器 小皿 12 8 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外： 2SY8/1灰白色内 反転作図全面炭

17 工 の後暗文 の後暗文 2 5Y8/l灰白色 素の吸着がない

l 18 ミガキ ミガキ 密、長石

128 

7 1層 井戸1 瓦器 小皿 12 8 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外 N3／暗灰色内： N5/ 反転作図

7 工 の後暗文 灰色

19 密、長石

73 

8 l層 井戸1 瓦器 小皿 60 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ IOYR7/3にぶい黄橙色 反転作図

7 工

19 長石、石英

72 ， 1層 井戸1 土師器 小皿 88 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外： 5YR7/4にぶい橙色 反転作図

7 工 内 5YR7/4にぶい橙色

> 長石、雲母

75 

10 1層 井戸1 士師器 播り鉢 32 2 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 外： 75Y6/1灰色内： 反転作図二次焼

7 工の後へ の後播且 7 5Y6/l灰色 成を受ける

19 ラケズリ (7利l.liCJn) 2mm長石、 15mmチャー

74 煤付着 ト、石英、雲母

11 井戸1 瓦器 香燻 ナデ高 ケズリ 外： SY6/1灰色内 N4/

7 台ナデッ 灰色

19 7.4 ケ 4mm長石、 2mm石英、角

83 閃石

12 6層 井戸1 磁器 青磁椀 12.7 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 507/1明緑灰色 器面に最大3mmの

7 孔有反転作図

19 密、長石

115 

13 6層内 井戸1 瓦器 鉢 21 5 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外 5Y3/lオリープ黒色 反転作國全面に

7 工 剥離著し 内： N4／灰色 指紋明瞭に残る

19 い 3mm長石、石英、角閃石 磨滅激しく表面剥

78 離する

14 井戸l 瓦器 火舎 43 0 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ N5／灰色 反転作図

7 

19 長石、石英

81 

15 井戸l 土師器 甕 16.6 ョコナデ ョコナデ 外 2 5Y6/3にぶい黄色 反転作固

7 付け根部 の後ハケ 内 2.5Y6/3にぶい黄色

19 分ハケ目 且(6条l 2mm長石、角閃石、石英、

86 単位） 雲母
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
暉器外i!ii体都外面底器外面日贔器内i!ii体郡内面底都内面 胎 土

凸 井戸1 土師器 羽釜 18 85 26 35 ョコナデ ュピオサ ュピオサエ ュピオサ 外： 2.5Y8/3淡黄色内 反転作図

7 ュピオサ エ煤付 の後ヨコナエ 2.5Y8/2灰白色
l 

19 エー都指膏 デ全面1こ 2mm長石、石英、角閃石

80 紋付着 指紋月簾

17 井戸l 瓦器 短頸壷 14.1 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ュピオサ 外： N75／黒色内： N4/ 反転作図

7 工の後ヨ 灰色

19 コナデ 長石、石英

82 

工 5層 井戸2 瓦器 火舎 25.0 ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ュピオサ 外： 5YR8/3淡橙色内 反転作圏二次焼

8 リ 工の後ヨ N3／暗灰色 成を受ける
l 

20 コナデ剥 長石、石英
l 

91 離激しい

19 井戸2 瓦器 火舎 32 2 33.4 ョコナデ ュビオサ ュビオサ ュビオサ 外： N4／灰色内： N6／灰 反転作國

8 工の後縦 工の後ヨ 工の後ヨ 色

20 15 3 方向のナ コナデ コナデ 長石、石英

84 デ

20 6層 井戸2 磁器 椀 ョコナデ ヘラケズ ヨコナデ ョコナデ 外 10Y8/l灰白色内： 白磁椀

i- 沈線 リ高台部 釉薬有 釉薬有 10Y8/2灰白色

20 5.2 ヘラケズ やや粗、 lmm長石
l 

118 リ沈線

21 5層 井戸2 陶器甕 39 8 ョコナデ 不定方向 ョコナデ イタナデ 外． IOR4/3赤褐色内：
l 

8 付け根部 のナデ 25YR6/6橙色

20 分縦方向 6mm長石、 3mm石英、雲
l 

127 のナデ 母

22 6層下 井戸2 瓦器 播り鉢 ュピオサ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 外： N5／灰色内： N4/灰

8 工の後縦工 の後播且 中心に向 色

20 92 方向If)ハ (8本12cm)けてのナ 長石、石英

129 ケ デ

23 6層 井戸2 陶器 用途不 5YR7/4にぶい橙色 外面ユビオサエ

8 明陶質 内面ヘラケズリ

21 土器 II 2 9.0 6mm石英、 4mm長石、 口縁端部はヘラケ

120 花器？ 6mm角閃石、雲母 ズリ

24 井戸2 木製品 曲物底 14.9 0.65 完形木釘穴有

， 板 ヒノキ

＇ 22 
＇ 247 
25 井戸2 木製品 曲物底 14.9 0.58 完形木釘穴有

， 板 煤付着 ヒノキ

22 

248 

26 井戸2 木製品 曲物底 15 7 0.5 ~ 完形木釘穴有

， 板 0.6 ヒノキ

22 

245 

27 井戸2 木製品 曲物底 15 12 0.65 完形木釘穴（木

ド 板 釘残存する）

23 ヒノキ

＇ 246 
28 井戸2 磁器椀 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ lOYS/2オリープ灰色 青磁椀

＇ ， 
23 5.8 緻密、雲母

126 

29 井戸2 瓦 丸瓦 2.5Y5/2暗灰黄色 巴文軒丸瓦瓦当， 復元径152 

23 5mm長石、石英

112 

30 井戸2 瓦 平瓦 IOYR4/1褐灰色 表面一部布目残る
I ， 
23 2mm長石、石英

94 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ 備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
ロ輝外面体部外面底器外面口贔器内面体器内面底都内面 胎 土

31 6層 井戸2 瓦器 火舎 31.2 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ュビオサ N3／暗灰色 反転作図

8 工の後縦

ビ 方向のナ 密、長石

85 デ

l 32 井戸2 瓦器 揺り鉢 346 ョコナデ ヘラケズ ヨコナデ ョコナデ 外： 75Y6／灰色内： N8/反転作図 内面磨

I ， リ の後揺且 灰白色 滅激しい

巳 (7本／1.9cm) 長石、石英、雲母

90 

＇ 33 6層 井戸2 瓦器 播り鉢 23 6 25 2 剥離が激 剥難が激 剥難が激 剥椎が激 外： 5Y8/2灰白色内 二次焼成を受ける

こ しく調整 しく調整 しく調整 しく調整 N5Y灰色

24 不明 不明 不明 不明揺 長石、石英

87 目有

34 6層 井戸2 瓦器 播り鉢 48.2 ヨコナデ 積方向のハ ョコナデ ョコナデ 外． N7／灰白色内： N5/ 反転作固

8 ヶ月縦方 の後揺且 灰色

24 即）ハケ且 (7秘7cm) 密、長石

130 ュピオサエ

35 井戸2 瓦器 播り鉢 31.4 ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内 N7／灰 反転作図， リ の後播且 白色

25 (8本／1.6cm) 4mm長石、石英、若干雲

89 母

36 井戸2 瓦器 羽釜 20.0 ョコナデ ョコナデ ハケ目調 ハケ目調 外： N4／灰色 穿孔の穴は貰通し

＇ ， 凹線2本 ケズリ 整 整 内 7 5Y7/1明褐灰色 ていない

鳳 穿孔2穴 2mmチャート、 2mm長石、

88 石英

＇ 37 井戸2 瓦器 三足 25 外． 75Y4/l灰色内： ケズリ 炭素の吸

＇ ， IOYR7/1灰白色 着悪い脚部

ビ 2mm長石、雲母

92 

＇ 38 井戸2 瓦器甕 42.9 ョコナデ タタキ ョコナデ 横方向の 5B2/1青黒色 反転作図

＇ ， ハケ且

25 長石、石英

93 

39 井戸2 須恵器壷 ヘラ切り ョコナデ N7／灰白色

未調整

25 70 高台部ヨ 長石、石英

119 コナデ

40 井戸4 瓦器 皿 110 ヨコナデ ュピオサ 高台都ナ ョコナデ 仕上げナ N6／灰色端部は色が濃い

10 工 デつけ デラセ

26 3.2 ン状暗文 雲母、長石

98 

41 井戸4 瓦器 小皿 llO 115 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 不定方向 外 75Y4/1灰色内 完形

10 工 高台蔀ヨ 瑞部沈線 のナデ のナデ N3／暗灰色

26 3 17 コナデ 角閃石、 Imm石英、 2mm

102 長石

42 井戸4 瓦器 椀 11.0 ョコナデ ュビオサ ュピオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外 N8／灰白色内： N3/ 灯明皿

10 工 工 II)ナデの のナデの 暗灰色

27 3.4 後暗文 後暗文 2mm長石

121 

43 井戸4 瓦器 小皿 12.4 ョコナデ ュピオサ ュビオサ ョコナデ 縦方向の 縦方向の 外： SY7/l灰白色内 反転作図外面、

10 工 工 ナデの後 ナデの後 7 5Y8/l灰白色 内面共に全く炭素

27 2.6 ラセン状 ラセン状 5mm石英、長石 の吸着見られない

111 暗文 暗文

44 井戸4 瓦器 小皿 10 8 11.05 ョコナデ ュピオサ ュピオサ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N5／灰色内N6／灰色 完形

10 工 工 の後仕上

27 3.0 げナデ 2mm長石、石英、角閃石

100 

45 井戸4 瓦器 小皿 10.0 ョコナデ ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N4／灰色内： N8／灰 反転作図

l 10 工 白色

＇ 27 長石、雲母、密

97 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
儲 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口菖器外面体器外面底郁外面口畠菰内面体都内面底器内面 胎 土

46 井戸4 瓦器 小皿 11.2 116 ョコナデ ュビオサ ュピオサ ョコナデの ョコナデIT) ョコナデの 外： N5／灰色内 N6／灰 完形

こ 工 工 後枇方向の 贖方向ITJ贖方向(f) 色

田 3 05 仕上げナデ 仕上げナデ 仕上げナデ 角閃石、長石、石英

99 その後贈文 その後普文 その後爾文

47 井戸4 瓦器皿 10 6 ヨコナデ ユビオサ ユビオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N5／灰色内 N5／灰 完形

10 工 工 のナデの のナデの 色
l 

28 29 後暗文 後暗文 長石、石英

108 

48 井戸4 瓦器 小皿 11.2 11.4 ョコナデ ュピオサ ュピオサ ョコナデの ョコナデのョコナデ1!) 外： N5／灰色内： N6／灰 完形

10 工の後ヨ 工の後ヨ 贖方何ll)後岳方向の 贖胴([J 色

28 28 コナデ コナデ 仕上げナデ 仕上げナデ 仕上げナデ 角閃石、石英

101 その後陪文 その後賠文 その後普文

49 井戸4 瓦器皿 11.4 11 8 ョコナデ ュビオサ ュピオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N3／暗灰色内： N4/ 1/2完形
l 

10 工 工 のナデl1)のナデの 灰色
l 

28 3.03 後暗文 後暗文 粗雑、 5mm長石、石英
l 

109 

50 井戸4 土師器 小皿 80 8 17 ョコナデ ョコナデ ュビオサ 縦方向の 縦方向の 縦方向の 外 2SY7/2灰黄色内： 完形

10 工 ナデ後ヨ ナデ後ヨ ナデ後ヨ 2 5Y8/3淡黄色

28 1 24 コナデ コナデ コナデ 角閃石、 1mm長石、石英、

103 雲母

51 井戸4 土師器 小皿 7 78 7 95 ョコナデ ョコナデ ュビオサ 縦方向の 縦方向の 縦方向の 外： 25Y7/2灰黄色内：

こ 工 ナデ後ヨ ナデ後ヨ ナデ後ヨ 2 5Y8/2灰白色

28 1 15 コナデ コナデ コナデ 角閃石、長石、雲母
l 

104 

52 井戸4 土師器 小皿 75 7 65 ョコナデ ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 5Y7/3浅黄色内： 完形
l 

10 工 5Y7/3浅黄色
l 

28 1.05 角閃石、長石、石英
l 

105 

53 井戸4 磁器 青磁椀 15.0 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 7 5GY6/l緑灰色 反転作固

10 

28 緻密

122 

54 井戸4 木製品 「蘇民 18 2 0.33― 頭部圭頭

10 将来」 0.12 

29 札 39 

117 

55 井戸4 石製品 砥石 93 2 1 50B7/1明青灰色 使用痕有り 粘板
l 

10 右山

l 

29 4.2 
l 

96 

56 井戸4 金属製 包丁 柄 刃先欠損柄部樹

10 品 12 1 皮3/4残存

30 柄

116 3.45 

57 井戸3 瓦器皿 10.9 ョコナデ ョコナデ ュピオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外.NS／灰色内： NS／灰 ほぼ完形

7 工 のナデの ll)ナデ1l) 色

31 2 85 後暗文 後暗文 長石、石英

106 

58 井戸3 瓦器皿 10.2 ョコナデ ュピオサ ュピオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： 75Y8/l灰白色内： 完形

7 工 工 のナデ(J)のナデIJ) 7 5Y8/1灰白色

31 後暗文 後暗文 長石

107 

59 井戸3 瓦器 小皿 10.5 ョコナデ ュピオサ ヨコナデ 不定方向 N5／灰色 反転作図

7 工 のナデ

32 長石、石英

123 

60 井戸3 瓦 平瓦 25 N4／灰色 内面格子タタキ

7 外面布目

32 石英、 7mmクサリレキ、

124 4mm角閃石、長石、雲母
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
鴻翻ilii体器外面底器外面口贔畠内ilii体器内面底都内面 胎 土

61 井戸3 土師器 皿 80 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 2.5Y8/3淡黄色 反転作図

7 工

こ 長石

125 

竺 井戸3 瓦器 小皿 8.9 ョコナデ ュピオサ 囲線ミガ 不定方向 外 N4／灰色内： N6／灰 反転作図

7 工 キ のナデの 色
l 

32 後暗文 長石、石英
l 

95 

63 井戸3 木製品 曲物底 16.75 06 欠損表面側面靡耗が檄
l 

7 板 しい l.75-1.8cmのピッ

32 チでI具によるケズリ痕

243 残存する ヒノキ

64 井戸3 瓦器 小皿 11 0 ョコナデ ュビオサ ュビオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N3／暗灰色内： N7/ 完形

7 工の後ヨエ のナデの のナデ1J) 灰白色

33 5 I コナデ 後暗文 後暗文 長石、雲母

110 

こ 下層 井戸5 瓦器椀 ュピオサ ョコナデ 不定方向 N4／灰色

7 工 のナデの

田 4.4 08 後ラセン 緻密、長石

114 状暗文

こ 1層 井戸5 瓦器椀 14.4 ョコナデ ュビオサ ョコナデ 端都沈線 密なミガ 不定方向 外： N4／灰色内 N6／灰 反転作圏

7 工 キ のナデの 色
l 

33 4.9 後ラセン 密、長石、雲母
I 

113 状暗文

67 会所状 瓦器椀 14.6 ヨコナデ ユビオサ 縦方向の ヨコナデ 不定方向 不定方向 外： N5／灰色内： N5／灰 1/2完形反転作

15 遺構 の後ミガ 工の後ヨ ナデ裔 端蔀沈線 のナデll)のナデの 色 図

34 南西ス 5.0 キ コナデ 台部ヨコ 後ミガキ 後ミガキ 長石

150 ミ ナデ

68 会所状 土師器 羽釜 34.0 37 3 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 10YR4/2灰黄褐色 反転作図

15 遺構 ユビオサ 内 10YR8/l灰白色

34 工 3mm石英、長石、角閃石、

132 雲母

69 会所状 瓦器椀 13.6 ョコナデ ュビオサ 不定方向 ョコナデ ョコナデ 不定方向 外： IOY5/1灰色内： N6/完形

15 遺構 工の後暗 のナデ の後囲線 の後圏線 のナデ 灰色

35 57 文 高台ヨコ ミガキ ミガキ 長石、石英、角閃石

137 ナデ 躇部沈線

70 会所状 瓦器椀 14 3 ョコナデ ュピオサ 未調整 ョコナデ 不定方向 不定方向 外 10YR7/2にぶい黄橙色 全体に炭素の吸着

15 遺構 の後ユビエ 高台部ヨ 端都沈線 のナデ のナデ 内 N5／灰色 わるい

35 南西ス 5 15 オサエ コナデ 長石、石英

147 ミ

71 2層 会所状 瓦器椀 14 5 ョコナデ ュピオサ ュビオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N4／灰色内： N4／灰 1/2完形反転作
l 

15 遺構 の後ユビ 工の後ミ 工 古向ム口 躇都沈線 のナデ のナデ 色 図
l 

36 西アゼ 50 オサエ ガキ 都ヨコナ 緻密
l 

148 デ

72 会所状 瓦器 椀 13.4 ョコナデ ュビオサ 未調整 ョコナデ 不定方向 不定方向 外： SBG4/l暗青灰色 完形表面指紋付

15 遺構 工の後暗 高台ヨコ のナデ のナデ 内： 5B4/1暗青灰色 着する

36 5 3 文 ナデ 石英、長石

138 

73 会所状 瓦器 椀 13.9 ョコナデ ュビオサ 未調整 ヨコナデ 不定方向 不定方向 外： N5／灰色内： N5／灰

15 遺構 の後ミガエ 高台部ヨ 端部沈線 のナデの のナデI/) 色

37 (2) I 8 キ コナデ 後ミガキ 後ミガキ 長石
l 

151 

74 会所状 瓦器 椀 15.0 ョコナデ ュピオサ ョコナデ 不定方向 外 N3／暗灰色内： N4/ 反転作圏 1/4完
l 

遺構 の後ユビエ 端部沈線 のナデ 灰色 形15 
l 

(2)東 オサエ 長石、石英37 
l 

152 東

75 会所状 瓦器 椀 14.5 14.6 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N3／暗灰色内： N4/ 完形高台部1/2

16 遺構 の後ミガ 工の後ミ 高台部ヨ 端邸沈線 のナデ のナデ 灰色 剥離している

38 (2) 5.0 キ ガキ コナデ 長石、石英

143 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
鴻紛外面体器外面底器外面口贔毘内面体器内面底器内面 胎 土

匹 3層 会所状 土師器皿 131 ョコナデ ュピオサ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 縦方向の 外： 10YR8/3浅黄橙色 反転作図 1/2完

15 遺構 工 工 ナデ 内： 10YR7/3にぶい黄橙色 形表面指紋付着
l 

38 (2) 長石、石英、角閃石、雲

131 母

77 会所状 土師器皿 87 ョコナデ ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ ュピオサ 外 2.5YR7/4淡赤橙色 反転作図1/3残

15 遺構 工 工 内： IOYR7/3にぶい黄橙色

38 (2)東 123 長石、石英、角閃石、雲

140 西 母

78 会所状 土師器 小皿 8.7 89 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 縦方向の 外： 5Y7/4浅黄色内：

主 遺構 ナデ 5Y8/3浅黄色

竺 (1) 1 25 角閃石、 1.5mm石英、

141 12mm長石、金雲母

79 会所状 瓦器 羽釜 27 8 312 ョコナデ ョコナデ ハケメ調 ハケメ調 外： 5Y4/1灰色内： 反転作因
l 

15 遺構西 凹線煤 整 整 10YR7/1灰白色

38 側 付着 25mm角閃石、長石、石

136 英

80 会所状 木製品 横櫛 0 9- 一部磨滅、欠損あ

15 遺構東 0 I り

38 西 39 イスノキ

12 10本／cm

81 集石遺 瓦器 羽釜 27 6 30.6 ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 75Y4/l灰色内 ．
l 

17 構 7 5Y4/I灰色 反転作図
l 

39 6.5 4mm長石、石英、角閃石、

134 雲母

82 集石遺 瓦器 羽釜 28 8 31 6 ョコナデ ョコナデ ョコナデ 板状工具 外： 2.5Y7/1灰白色

17 構 沈線 によるナ 反転作図

39 デ 2mm長石、 15mm角閃石、

133 石英、雲母

83 集石遺 土師器 羽釜 21 8 26 3 ョコナデ ュビオサ ョコナデ 外： 5YR8/2灰白色内 ：

17 構 工 ハケ且1l) 灰白色25Y8/2 反転作図

39 73 後指紋有 2.5mm角閃石、長石、石

157 英、雲母

竺 集石遺 瓦器 小皿 89 ョコナデ ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 外： N5／灰色内： N4／灰

17 構 工 のナデ 色 反転作図1/3完形
l 

40 1 5 2mm長石
l 

149 

85 集石遺 土師器 小皿 78 80 ョコナデ ュピオサ ュピオサ ョコナデ ョコナデ ュビオサ 外： 2.5Y7/2灰黄色内

17 構 工 工 工 2.5Y7/1灰白色 反転作図1/2完形

40 1 6 雲母、 15mm石英、長石

155 

86 土墟4 土師器 小皿 7 95 8 22 ョコナデ ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 7.5YR6/3にぶい褐色

17 工 内 IOYR6/3にぶい黄橙色 二次焼成の為か全
l 

40 1.43 角閃石、 12mmの石英、 体に褐色
l 

135 長石、雲母、クサリレキ

87 溝状遺 土師器 小皿 9 65 90 ョコナデ ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 全体の1{3 外 ：25Y7(2灰黄色内：
l 

17 構1 工 縦方向I!) 2 5Y8/3淡黄色
l 

40 I 53 ナデ 角閃石、石英、雲母
l 

142 

88 溝状遺 瓦器椀 13 8 ョコナデ ュビオサ ュピオサ ョコナデ 不定方向 不定方向 外 ：N4／灰色内： N5／灰

17 構l 工の後ミ ェョコ 端部沈線 のナデの のナデの 色 1/2完形反転作

40 ガキ ナデ 後暗文 後暗文 長石、石英、角閃石 図

139 

89 土城3 瓦器椀 ュピオサ 不定方向 N6／灰色

17 ェ 古向ム口 のナデの

40 5.4 蔀ヨコナ 後ラセン 長石、石英、角閃石

161 デ 状ミガキ

90 溝状遺 瓦器椀 14.8 14.95 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： N4／灰色内： N4／灰

17 構1 の後ユビエ 端部沈線 のナデ のナデ 色 完形

40 5.0 オサエ 長石、石英、角閃石
l 

144 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出士眉位 出士遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
鴻器外面体器外面底郡外面日菖器内面体器内面底都内面 胎 土

91 1層 土城3 金属製 鉄釘 0.05 

17 品

40 

160 

92 22層 須恵器 杯蓋 8.8 10.8 ョコナデ ョコナデ ヘラ切り ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N5／灰色内： 5PB5/l3/5完形全体の

19 未調整 の後仕上 青灰色 4/5自然釉付着

41 2.9 げナデ 長石、 2mm石英

15 

93 22層 須恵器 杯蓋 13 6 14.0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N6／灰色内： N6／灰 反転作図

19 リ の後仕上 色

41 4.0 げナデ 1mm長石

35 

94 22層 須恵器 杯蓋 14.0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 2.5Y6/l黄灰色内： 反転作図

19 リ SYR6/2灰褐色

41 3mm石英、長石、角閃石

48 

95 22層 須恵器 埒蓋 13.6 ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 外： N2／黒色内： N6／灰 反転作図 1/4残

19 リ 色 表面自然釉

41 3mm石英、 3mm長石

54 

96 22層 須恵器 杯身 12.1 14 5 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ヨコナデ 外： N7／灰白色内： N7/ 反転作図

19 灰白色

41 5mm長石、石英

56 

97 22層 須恵器 杯身 12.6 15.7 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N7／灰白色内： N6/ 反転作図 1/3完

19 リ の後仕上 灰色 形

41 4.6 げナデ 角閃石、 1.2mm長石、石

22 英

98 22層 須恵器 杯身 13 5 16.1 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 5B6/1青灰色内： 反転作図 1/4残

こ リ の後仕上 5B6/1青灰色

41 4.35 げナデ 4mm長石、石英、混和材
l 

59 径大きい

99 22層 須恵器 杯蓋 14.2 ヨコナデ ヘラケズ 未調整 ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N7／灰白色内： 反転作図 内面指

19 リ の後仕上 5P7/1明紫灰色 紋有外面に自然

41 39 げナデ 2mm長石、 2mm石英 釉付着

41 

100 8層 須恵器 杯壺 12.4 12.6 ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 外： N5／灰色内： N6／灰 反転作図

19 リ 色

42 3mm石英、長石 （混和材

51 径大きい）

IOI 8層 須恵器 杯蓋 12.6 ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N6／灰色内： N6／灰 3/4完形

19 リ 色

42 4.05 3mm長石

24 

102 8層 須恵器 坪蓋 12 8 13.2 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ヨコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 75Y7/l灰白色内： 1/2残反転作囮

19 リ の後仕上 5Y8/1灰白色

42 4.85 げナデ 1.5mm長石、 Imm石英

｀ 33 

103 8層 須恵器 杯身 11.4 138 ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内： N6／灰 反転作図

19 リ焼け 色

42 3.9 歪み 2mm長石、石英

47 

104 8層 須恵器 杯身 12.85 15 0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 仕上げナ 外： N6／灰色内： N7／灰 反転作図 2/3完

19 錨蔀自然 リ デ 白色 形

42 4.15 釉付着 8mm長石、 2mm石英

32 

105 8層 須恵器 杯身 15 I 17.9 ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N7／灰白色内： N7/
l 

19 リ の後仕上 灰白色 反転作図 1/3残

42 げナデ Imm長石、石英 存

55 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
僅 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口畠器外面体部外面底部外面口畠器内面体部内面底部内面 胎 士

凹 8層 須恵器 杯身 12 5 15.0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N6／灰色内： 5PB6/l反転作固

巴＿ リ の後仕上 青灰色

42 4.0 げナデ 2mm石英、 25mm長石

57 

107 8層 須恵器 杯身 13.05 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内： N7／灰

19 リ 白色

42 72 5mm長石、石英

30 

凹 8層 須恵器 高杯 12.7 ョコナデ カキ且 ョコナデ ョコナデ 外： 504/1暗緑灰色内： 一部反転

田 5B5/1青灰色

42 3mm長石、 3mmチャート 、
l 

37 石英

109 8層 須恵器 両杯 16.4 16 8 ョコナデ ョコナデ ョコナデ 自然釉全 外： N5／灰色内： N7／灰 反転作図スカシ
l 

19 の後波状 面にかか 白色 は全周で4ヶ所に
l 

文ヘラ り調整等 長石、石英 入る（復元推定）42 

19 ケズリ 不明

110 8層 須恵器 堤瓶 76 ヨコナデ ヘラケズリ ョコナデ ナデ 外： 5Y6/l灰色内： N7/

19 カキ且中 ョコナデ 灰白色

43 112 央1こへう記 黒斑付着 長石、角閃石

11 号 （鉱物）

111 8層 須恵器甕 23 8 ョコナデ ョコナデ 外： 5Y5/1灰色 反転作図 自然釉
l 

19 の後ヘラ 内 5Y5ll灰色 付着口縁部
l 

43 記号 4mm長石、 2.5mm石英
l 

64 

112 8層 須恵器甕 23.0 ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内： N7／灰 反転作図 口縁部

19 自然釉付 白色

43 着 3mm長石、雲母

63 

113 8層 須恵器甕 34.0 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N4／灰色内 N4／灰 反転作図 口縁部

19 の後波状 色

43 文(8本1 Imm長石、石英

69 単位）

114 8層 土師器 高杯 18 2 ヨコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 5YR7/6橙色内： 杯部反転作図

20 リの後ナ 5YR7/6橙色

44 デ 長石、石英、角閃石、雲

184 母

115 8層 土師器 高杯 16.4 ヨコナデ ョコナデ ュピオサ 磨滅の為 磨滅の為 放射状に 外 2.5YR7／針登色 杯部反転作図

＇ 20 ハケメ 工の後ナ 詳細不明 詳細不明 工具痕有 内 5YR7/4にぶい橙色

＇ 44 デ 25mm石英、長石、角閃

＇ 196 石

116 8層 土師器 高杯 16.4 ョコナデ 右上がり ュピオサ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 2.5YR6/4にぶい橙色 杯部反転作図

20 一部黒斑 のハケメ 工の後ナ の後放射 の後放射 内： SYR6/4にぶい橙色

44 有 (5本加m)デ 状のミガ 状のミガ 長石、石英、角閃石

195 キ キ

117 8層 土師器 高杯 ヘラケズ ョコナデ しぼりの 横方向IT) 外： 2.5YR7/4淡赤橙色 反転作図脚部

20 リ 後ナデ ハケメ 内： 5YR7/4にぶい橙色

44 93 長石、石英、角閃石、雲
I 

197 母

118 8層 土師器 高杯 ヘラケズ ユビオサ 棒状工具 ョコナデ 外： 2.5Y8/3淡黄色内 脚部
I 

20 リ 工の後ナ によるナ とハケメ 2.5Y8/3淡黄色

44 12 8 デ躇部 デユピ 7mm長石、 2mm石英、
l 

181 ョコナデ オサエ 2mm雲母、角閃石

119 8層 土師器壷 10.8 15 I タケハケ後 ヘラミガ 戎オサエ3ュビオサ 外 2.5YR7/4淡赤橙色内 一部反転作図 ほ
l 

20 ョコハケ後キ 吋刃蹟 工ヨコ 7.5YR6/4にぶい橙色 ぼ全体に煤付着
l 

44 ジグザグに 方節ミがキ ナデ 角閃石、長石、雲母、石 二次焼成受ける
l 

181 ヘラミガキ 翻着 英

120 8層 土師器壷 93 15.4 ョコナデ ョコナデ肩 ケズリ ョコナデ 粘土の継 不定方向 外： 5YR8/4淡橙色内： 3/4完形 二次焼

20 口縁端都 菰～員菰1: 肩部ユビ ぎ月明瞭 のケズリ SYR7/4にぶい橙色 成を受ける 磨滅

44 にかけて かけて煤付 オサエ 長石、石英、 Imm角閃石、 著しい

39 煤付着 着 3mmFe 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
億 考

実測No 底径器裔 幅 重さ
口菖器外面体器外面底器外面口員器内面体部内面底器内面 胎 土

121 8層 土師器 布留甕 14.6 16.0 ョコナデ ョコナデ ハケ且 ョコナデ ケズリ ユピオサエ 7 5YR6/4にぶい橙色 3/4完形ほぽ全
I 

20 の後ハケ の後ランダ 面にわたつで煤付
I 

44 16.5 且 ム1こユピで 長石、角閃石、黒雲母、 着

3 ナデ7ゲ クサリ礫

122 第1砂 須恵器 杯蓋 14 15 14.5 ョコナデ ヘラケズ ヨコナデ ヘラケズ 外 N6／灰色内： N5／灰 反転作図仕上げ

21 層 (16 リ リ 色 ナデ

45 層） Imm長石、石英

50 

123 第1砂 須恵器 杯蓋 13.4 13 6 ヨコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 外： N5Y5/l灰色内： 反転作固

21 層 (16 リ 7 5YR6/l褐灰色

45 層） 7mm長石、石英、チャー

52 ト（混和材径大きい）

124 第1砂 須恵器 杯身 12 8 15.0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N5／灰色内： N7／灰

21 層 (16 リ の後にナ 白色

内 層） 4.1 デ 長石、石英

34 

125 第1砂 土師器 布留甕 15.2 25.8 ョコナデ 不定方向 不定方向 ョコナデ'甚翡けか ユビオサ 外： 10YR8/4浅黄橙内： 3/4完形両側腹
I 

21 層 (16 のハケ のハケ Ijて^うケi'） エ 7.5YR8/3浅黄橙 部に黒斑有

45 層） 30 8 翡哨忍はか 雲母、角閃石、長石、石

2 ljてナmr 英

126 第1砂 須恵器 聡 10.4 12.4 ョコナデ 櫛描波状 ョコナデ ョコナデ 外： N7／灰白色内： 内面全体と外面一

21 層 (16 文(8本l 7 5Y6/l灰色 部に自然釉付着

45 層） 9 35 単位） 長石、密 反転作固

67 

127 第1砂 須恵器 嵩杯 10.03 ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ N6／灰色 完形脚部カキ目

21 層 (16 リ 杯菰底面ヨ の後4方向に方形

45 層） コナデの後 3mm長石、石英、雲母 の透し

1 仕上げナデ

128 第1砂 石製品 臼玉 報告No.125の甕の

21 層 (16 中より出土 14個

45 層）

45 

129 17層 須恵器 杯蓋 13 1 13 3 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内 N5／灰 3/4完形

21 リ 色
l 

46 4.6 石英、長石
l 

27 

130 17層 須恵器 杯蓋 13.03 13 3 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N6／灰色内： N5／灰 3/4完形全体に

21 強いナデ リ 色 1/4自然釉かかる

46 3 65 の為段が 3mm石英、 2mm長石

23 できる

131 17層 須恵器 杯身 10.6 13.6 ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 5YR7/2明褐色内

21 リ N4／灰色

46 3mm長石、石英

29 

132 17層 須恵器 杯身 12.6 14 3 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 10YR7/2にぶい黄橙色 3/5完形外面全

21 リ の後に仕 内 7 5YR6/4にぶい橙色 体の1/4と内面一

46 5.6 上げナデ 35mm石英、 2mm長石 部に黒斑有二次
I 

31 焼成の可能性有

133 17層 須恵器 無蓋高 14.4 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ 外： 5PB7/1明青灰色 杯部
l 

21 杯 の後櫛描リ 自然釉多 内： N7／灰白色
l 

46 波状文 く付着 長石、石英
l 

40 (5本l単位）

134 17層 須恵器 杯蓋 13 3 13.5 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 75Y5/2灰オリープ色 内面に煤付着ニ

21 リ 内 10YR7/3にぶい黄橙色 次焼成受ける

46 6.0 4mm長石、石英 1/2反転作図

25 

135 17層 須恵器 高杯 10.95 13.2 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N6／灰色内 N7／灰 透し穴は全部で3

21 ヘラケズ 脚部ケズ 白色 ヶ所 口縁部と底

46 12.0 リ リ 2mm長石 部は反転作図

17 4/5完形
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器嵩 幅 重さ
口贔器外面体部外面底都外面口贔留内面体都内面底部内面 胎 土

136 17層 須恵器 高均 91 カキ目 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ 外 5Y5/1灰色内 脚部

21 5Y6/1灰色
l 

46 88 4 84 Imm長石、石英

43 

137 17層 須恵器壷 19 I 20.05 ヨコナデ ヨコナデ ョコナデ ョコナデ 外 ：N5／灰色内 ：N6／灰 内面一部に自然釉

21 波状文 色 付着

46 2mm長石、石英

20 

直 17層 土師器 小型丸 113 ョコナデ ュビオサ ヘラケズ ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ 外： 2.5YR7/6橙色内： 反転作図1/3残

22 底壷 工 リ の後放射 リの後暗 2 5YR7/6橙色
I 

47 62 状暗文 文 長石、石英、角閃石
l 

46 

139 17層 土師器 高杯 18.2 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外 2 SYR8/3淡黄色 反転作図杯部
l 

22 工の後ナ 内 2 SY7/3淡黄色
l 

47 デ 3.5mm長石、石英、角閃

179 石、雲母

140 18層 須恵器 杯蓋 12.0 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ナデ ナデ 仕上げナ N7／灰白色 4/5完形

22 リ デ

47 52 長石、 3mm角閃石

4 

141 18層 須恵器 坪蓋 13 7 138 ョコナデ ヨコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 ．2.5Y7/l灰白色内： 3/4完形全体の

22 煤付着 リ の後ナデ IOYR8/3浅黄橙 約1/2に黒斑有
l 

47 55 3mm石英、長石
l 

28 

142 17層 土師器 高埒 15 3 ヨコナデ ョコナデ ョコナデ ヘラ状エ 外 ：75YR5/3にぶい褐色 杯部反転作図

22 の後縦方 煤付着 の後縦方 具による 内： 75YR6/4にぶい橙色

47 向のヘラ 向のヘラ キザミ 3mm長石、石英、雲母、

199 ミガキ ミガキ 角閃石

143 17層 土師器 高坪 ョコナデ ヘラケズ ヘラケズ 棒状工具 ハケメの 外： JOYR7/3にぶい黄橙色 脚部反転作図

22 リ リの後ナ によるケ 後ナデ 内 10YR7/3にぶい黄橙色

47 12 2 デ躇部 ズリュ 8mm石英、 3mm長石、角

183 ョコナデ ビオサエ 閃石、雲母

144 18層 須恵器 杯蓋 13 15 13.4 ヨコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内 ：N5／灰 反転作固 3/5完

22 リ 色 形

47 5 15 5mm石英、2mm長石

21 

145 18層 須恵器 杯蓋 12.9 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ N4／灰色 反転作図 2/3完

22 の後仕上 形全体の2/3自

47 4.75 げナデ 2.5mm長石、石英 然釉がかかってい

8 る

146 18層 須恵器 均身 11 I 13 6 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 5YR8/1灰白色内： 1/2残反転作図

22 5PB5/l青灰色 全体に二次焼成を

48 4.8 3mm長石、石英 受けたのか煤付着

16 

147 18層 須恵器 坪身 12.2 14.2 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 .2.5Y7/l灰白色内： 反転作図 1/6残

22 2.5Y8/l灰白色

48 2mm石英、長石

58 

148 18層 須恵器 杯蓋 13.4 13 6 ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N7／灰白色内： N6/ 1/2完形反転作

22 リ の後仕上 灰色 図外面自然釉に

48 5 25 げナデ 2mm長石 より虹色に光る

6 

149 18層 須恵器 高杯 12.2 14 0 ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 5YR4/8赤褐色内 杯部反転作図

22 リ 5YR6/4にぶい橙色 スカシは3方（台

48 9.25 1mm長石、2mm石英 形状）

38 

150 18層 須恵器 高杯 13 8 ョコナデ カキ月 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 N4／灰色 1/2完形全体に

22 脚部ヨコ 脚部ヨコ 内： 75GY4/l暗緑灰色 黒斑有外面1/4

48 ナデ ナデ 2mm長石 によく焼けた痕有

18 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出士層位 出士遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口菖器外面体都外面底器外面 □贔器内面体器内面底器内面 胎 土

151 18層 須恵器 高杯 脚部カキ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外． 5Y7/l灰白色内： 無蓋高杯脚部反

22 目 脚部ヨコ 7.5Y7/l灰白色 転作固

48 9.2 ナデ Imm長石、石英

61 

152 18層 須恵器 高杯 92 脚蔀ヨコ ョコナデ 脚部ヨコ ョコナデ 外： 5Y5/l灰色内 脚部

22 ナデ ナデ 5Y6/l灰色

48 8.9 2mm長石、石英

44 

153 18層 須恵器 高杯 16.6 ョコナデ 耳を付けた カキ且 ョコナデ ョコナデ 外： N4／灰色内 脚部カキ目 透し

22 後カキ月を ョコナデ 内蔀全面 7 5GY4/l暗緑灰色 は4方、バリを取

48 11.0 11.0 付ける耳 に自然釉 2mm長石 る為のヘラケズリ， 残存は1つ が付着 は粗雑

154 18層 須恵器 無蓋嵩 15 8 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ 自然釉の 自然釉の N6／灰色 脚部の透しを入れた後

22 杯 （耳 の後櫛描 リヨコ ため調整 ため調整 バリは処理しない 口

竺 付） 12.0 95 波状文 ナデ は不朋 は不明 3mm長石、 1mm石英 縁部端部欠損（焼成後）

10 (IO本l輯） 脚部端部自然釉

竺 18層 須恵器 臆 17 1 頸都ヨコ ヨコナデ沈 ュピオサ 頴昴ヨコナ ョコナデ ュピオサ 外： N6／灰色内： N6／灰 ほぼ完形

23 ナデの後 員附数工 デ自然釉 工自然 色
l 

49 12.8 波状文 (IO本l単位） 付け根へう 釉 5mm長石

65 (JO本1単位）磯穿孔 ケズリ

156 18層 須恵器 聰 10.9 ョコナデ カキ且 ョコナデ ョコナデ 外 N6／灰色内： N5／灰 外面自然釉付着

23 凹線剌 色

49 72 突列点文 3mm長石、 3mm石英混
l 

158 (8本1単位） 和材非常に粗い

157 18層 須恵器 有蓋脚 37 3 41.4 ョコナデ カキメの後 ョコナデ ョコナデ 強いヨコナ タタキの 外： N6／灰色内： N5／灰 受綿径，40.7糊蔀透し

23 付き深 暉復杉 デアテ具 後ヨコナ 色 穴は全周6ヶ所計12ヶ所

49 鉢 25.0 36 2 状•平行状 の痕をナデ デ端部 5mm長石、 2mm石英 脚邸外面ヨコナデの後111J

7 彬類紋 消す ョコナデ 線、櫛描波状文

158 18層 須恵器 器台 カキ月の後 ョコナデ ュビオサ ョコナデ 外： N6／灰色内： 5Y4／灰 脚部反転作図

22 難紘文2の後沈線 工の後ヨ 端部ケズ 色 1/5残透し穴は

50 26.0 条ヨコtr2条 コナデ リ 3mm長石、石英 全周で5ヶ所杯. 
60 一菰自然籍 底部にタタキ目

159 18層 須恵器 器台 ヨコナデI!) ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： 5B6/l青灰色内： 反転作図 1/3残

22 後彼条文と SBS/1青灰色 透しは全周で12個

50 27.0 駆その後 2mm長石、 25mm石英 杯底部にタタキ目

49 透し

160 18層 土師器 高均 16 8 ョコナデ 印tf磯 ラセン状 ヨコナデ ョコナデ ケズリ 2 5YR7/6橙色 完形全面に化粧

23 の後ラン うンダムなtのナデ の後ラン と不定方 粘土を塗付端部

50 10.4 12.3 ダムなナ デ閥ぅセ ダムなナ 向のナデ 3mm長石、雲母、角閃石、 1/5と脚部1/4にス

5 デ ン加）ナデ デ の後暗文 クサリ礫 ス付着

161 18層 土師器 高杯 14 8 15 2 ョコナデ ュピオサ ョコナデ ョコナデ 外： 5YR7/6橙色 脚部外面ヘラケズ

23 工脚蔀 内 SYR8/4淡橙色 リ内面ユピオサエ

50 12 05 ヘラケズ 長石、石英、角閃石 の後ヨコナデ

42 リ

162 18層 土師器 高杯 28 6 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外 7 5YR8/4浅黄橙色 須恵器模倣土師器

23 貼り付けリ 煤付着 内： 75YR8/4浅黄橙色 杯部反転作図

50 凸帯 3mm長石、 2.5mm石英、

187 角閃石

163 18層 土師器 甕 20.2 左上がり 左上がり 横方向の ヘラケズ 外： IOYRS/4にぶい黄褐色

23 のハケメ 11)1ヽケメ ハケメの リの後ナ 内 lOYR5/4にぶい黄褐色

50 の後ヨコ の後ナデ 後ヨコナデ 4.2~0.5mm長石、 150~ 

169 ナデ デ 05mmクサリ礫、雲母

164 37層 弥生土 壷広 32.4 ョコナデ ハケメの ョコナデ ハケメ1J) 10YR6/3にぶい黄橙色

27 器 口 の後簾状 後ナデ 後ヨコナ

53 文(9状l デ 7mm長石、 5mm石英、 3mm

240 単位）2帝 角閃石、雲母、クサリ礫

165 37層土 弥生土 亜． 23.4 ョコナデ磯 ハケメの ヨコナデ ハケメの 7.5YR5/3にぶい褐色
l 

27 器溜り 器 祓財蔦訊 後ナデ 後ヨコナ
l 

（礁l単位）弱離、磨 デ 3mm長石、 3mm石英、雲53 

293 翻輯 滅著しい 母
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報告No
法 量 特 徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種 類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径 器高 幅 重さ
鴻毘外ilii体器外面底器外面口畠器内ilii体器内面底部内面 胎 土

166 第5北 弥生土 壷広 31.2 ヨコナデの 北村~功 ョコナデ ョコナデ 7 5YR5/3にぶい褐色 反転作図
l 

27 第1面 器 口 後格子状1:後ヨJナデ

53 肩突文娼 蘭朕酎1: 3mm長石、 3mm石英、

239 菰阻班有 J.ビッマミ 5mm角閃石

巴 2区第1 弥生土 長頸壷 16 3 21.9 ョコナデ磯 タテハケ ヘラケズ ョコナデ 不定方向 不定方向 外： 75YR8/3浅黄橙色 表面全体の1/2に

27 面 器 広口 尉樟文負 の後櫛描リ 頚部不定 ll)ナデ のナデ 内 7 5YR7／針登色 黒斑有

巴 届タテ1＼ケ〇 文 方向のナ 5mm石英、 3mm長石、角

165 後翡文 デ 閃石、雲母

168 2区第1 弥生土 器台 19.1 ヘラミガ ョコナデ ュピオサ 磨滅の為 外： IOYR6/2灰黄褐色 脚部
l 

27 面 器 キ全周 工の後粗 詳細不明 内 10YR5/2灰黄褐色
l 

53 19 0 8ヶ所の いケズリ 25mm角閃石、 3mm長石、

269 穿孔有 Imm石英、雲母

169 第1面 弥生土鉢 39.4 41 0 印ザの後 ヘラミガキ 横方向の ハケメの ハケメの ハケメの IOYR6/3にぶい黄橙色

27 器 諒文(!條 の後説れた ヘラミガ 後ナデ 後ナデ 後ナデ

53 1単位）翡 簾状文 (11キ Imm長石、 Imm角閃石、

296 肩数 条1単位） 雲母、石英

170 第1面 弥生土甕 45.0 3コナデの 眉方向OII'r ョコナデ 縦方向の 2.5Y5/3黄褐色

27 器 閥奴2メ磯tf ハケメの

竺 帝—闘 社がりOII 後ナデ 5mm角閃石、3mm長石、

182 斑有り ”0後秤 2mm石英

171 第1面 弥生土 無頸壷 9.2 13.6 ョコナデ 3Jナデの後 ケズリの ョコナデ ヘラケズ ヘラケズ 外： 2.5Y6/3にぶい黄色 完形表面磨滅し
l 

27 器 の後簾状 彫冽舷．、 後ミガキ リの後ナ リの後ナ 内： 2.5Y6/3にぶい黄色 ている

53 10.1 文 飩文下辛 デ デ 2mm長石、角閃石、石英、 焼成後穿孔

273 へうミガキ 雲母

172 1層 弥生土鉢 6.2 68 横方向IJ)縦方向の 縦方向の ョコナデ ケズリの ュピオサ 25Y6/3にぶい黄色 完形外面1/4に

26 器 ミガキ ミガキ ミガキ 様なミガエ 黒斑有

51 8.65 キ 角閃石、長石、石英、雲

13 母

王 1層 弥生土 小型鉢 15.7 ュピオサ ュピオサ 指で押圧 ランダム ランダム ランダム IOYRにぶい黄褐色 磨滅が激しく詳細な調

26 器 工の後ナ 工の後ナ 調整 なハケ目 なハケ月 なハケ且 整不明全体の1/5に
l 

51 6.4 90 デ デ 調整 調整 調整 5mm角閃石、長石、角閃 二次焼成の様な赤焼け
l 

14 石、雲母 の部分有り 完形

174 1層 弥生土鉢 11.4 ョコナデ ハケメの 横方向の ハヶ月の ハケメの ハケメの 外 25Y8/2灰白色内 表面磨滅の為調整
l 

26 器 の後キザ 後ヘラミ ヘラミガ 後ヨコナ 後ナデ 後ナデ IOYR8/3浅黄橙色 一部不明瞭全体
l 

51 97 ミメ ガキ キ デ 2.5mm長石、 2mm石英、 の1/4に黒斑有
l 

267 角閃石

175 1層 弥生土鉢 12.6 13 8 ョコナデ 粗いハケ 2(3剥難、 ョコナデ ケズリの後 ケズリ 外： 75YR5/3にぶい褐色 全体に剥離、磨滅激し

26 器 メ調整 残存部分 ヨコナデ 内 IOYR6/3にぶい黄橙色 〈調整不明瞭全体の

51 4.6 80 に沈線状 不定胴I/) 3mm角閃石多く入る、長 1/4に黒斑有 3/5完形

274 圧痕有 ナデ 石、雲母 口縁部は反転作図

176 弥生土鉢 24.2 ョコナデ /Iケメ磯隻 横方向l1)ョコナデ 積方即）へ 捐方向のヘ 75YR5/4にぶい褐色 口縁部、体部内面

26 器 の後波状 敗磁敗 ヘラミガ うミガキの ラミガキの に黒斑有

51 文(3条l(J条l単位） キ 後放射状IT)後使射状の 長石、角閃石、雲母

257 単位） へうミガキ へうミガキ へうミガキ

177 6層 弥生土 台付鉢 ヘラミガ ョコナデ ハケメの SYR7/4にぶい橙色 脚部完形 ． 

26 器 キ 後ヨコナ

51 7.4 デ 3mm石英、 2mm長石、雲

287 母

178 6層内 弥生土甕 17.0 3Jナ'j'I/)役ヘラミガ ョコナデ ョコナデ 5YR6/4にぶい橙色

26 器 2条虎員を キ の後剌突

51 負した後阻務 文2帯 4mm長石、 4mm石英

295 浮文(611巖）

179 弥生土甕 29.4 ョコナデ 左上がり ョコナデ 左上がり 7 5YR5/4にぶい褐色

26 器 のヘラミ のハケメ

51 ガキ 2mm長石、 2mm角閃石、

311 Imm石英、雲母

180 弥生土鉢 30 8 31.4 ョコナデ 印tデの後 横方向の ョコナデ ュピオサ ハケメ 2.5Y5/3黄褐色

26 器 の後剌突I戯 (!昧 ヘラミガ 工の後横

51 文端蔀 1単位）2裔 キ 方向のヘ 35mm長石、 3mm角閃石、

178 扇条文 肱文2箭 ラミガキ 雲母
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器嵩 幅 重さ
鴻器外面体器外面底器外面日菖器内i!ii体器内面底都内面 胎 土

181 38層、 弥生土壷 ハケメの 葉脈痕有 ハケメ 5YR5/3にぶい赤褐色 内外面共に媒付

| 26 37層掘 器 後ナデ 着、黒斑有

51 削中 56 4mm長石、 Imm石英、

324 2mm角閃石

182 37層 弥生土壷 12 1 12 3 磨滅の為 磨滅の為 炭化物付 外 2 SYR4/l赤灰色 二次焼成を受ける

26 器 調整不朋 調整不朋 着 内 7.5R2/2極暗赤褐色 穿孔片側2個
l 

52 4 85 1mm石英、長石、 2.5mm

266 角閃石

183 38~37 弥生土壷 ョコナデ ヘラミガ ミガキ ョコナデ ハケメの ヘラミガ 5YR5/3にぶい赤褐色 二次焼成を受け内

27 層 器 キ 躇都媒付 後ヨコナキ 外面共に剥離激し

52 11 8 着 デ 5mm長石、 3mm石英、雲 い円孔は2個l組

284 母、角閃石 で2ヶ所

184 38層 弥生土壷 11.0 11.4 ョコナデ ュピオサ ュビオサ ョコナデ ュピオサ 外： 10YR6/3にぶい黄橙色 手ずくね 3/5完

27 器 工の後不工 工 内： 25YR6/3にぶい黄色 形爪痕顕著穿

52 3 I 定方向の 2mm長石、 15mm石英、 孔は左右に2個
l 

265 ナデ 25mm角閃石

185 37層土 弥生土甕 15 9 ョコナデ 縦方向の/I ョコナデ ナデ磨滅 5YR5/4にぶい赤褐色 外面全体と体部内
l 

26 器溜り 器 ケメ巖方 著しく化粧 面の下半部に媒付
l 

52 即）へうミ 粘土残菰Ii 4mm石英、 5mm長石 着

177 ガキ 全体の1/6

186 37層 弥生土甕 14.4 ヨコナデ ハケメの ハケメの ハケメ 7 5YR6/3にぶい褐色 外面全面に媒付着

26 器 後ヘラミ 後ヨコナ

52 ガキ デ 3mmクサリ礫、 2mm長石、

310 2mm石英、 Imm角閃石、雲母

187 37層土 弥生土甕 14.0 ョコナデ 縦旅l!)J¥絹旅(JJI＼ケ ョコナデ 左上がり へうケズリ 2 5Y7/3浅黄色

26 器溜り 器 ”I/)後縦 メの後眉旅l のハケメ の後縦方向

王 方即）ヘラ がうミガキ の後ナデ のへうミガ 4mm長石、 1mm石英、雲

275 ミガキ 彗有 キ盟屈有 母

188, 37層土 弥生土甕 30.6 ョコナデ 左上がり ョコナデ ュピオサ lOYRS/3にぶい黄橙色

26 器溜り 器 の後キザ のヘラミ 工の後ナ

52 ミ目 ガキ デ 3mm長石、 4mm石英、

186 2mm角閃石

189 37層土 弥生土甕 14.0 ョコナデ ハケメ ョコナデ ナデ 5YR6/4にぶい橙色

26 器溜り 器

52 1mm以下長石、雲母

306 

190 38層及 流路3 弥生土甕 21.4 ヨコナデ 縦方向のIヽ ョコナデ ハケメの 10YR7/3にぶい黄橙色 外面黒斑有内面

28 び37層 北岸部器 の後刺突 ケメの後籟 後ヘラミ 媒付着

54 ぉちぎ 文 方即）I¥う ガキ 粗、 4mm長石、 5mm石英

312 わ ミガキ

191 38層及 流路3 弥生土甕 23.6 ョコナデ 下から上 ヨコナデ ハケメ 7 5YR7/4にぶい橙色

28 び37層 北岸部器 の後刺突 へのハケ

54 ぉちぎ 文 メ 粗、 3mm石英、 3mm長石、

313 わ 2mm雲母、クサリ礫

192 48層 弥生土甕 15 6 刺突文l1)縦方即）／＼ 縦方向IJ)左上がり 10YR7/4にぶい黄橙色 体部外面に媒また

28 器 後ヨコナ ケメの後桟 ハケメの のハケメ は黒斑有

54 デ 方向のヘラ 後ヨコナ 2mm長石、 2mm石英、

321 ミガキ デ 2mm角閃石、雲母

193 40層、 流路3 弥生土 甕 16 6 19.7 ヨコナデ タクキ目 ナデ ョコナデ ヘラミガ ヘラケズ 外： 75YR4/4褐色内：

28 41層 器 煤付着 キ リ 7 5YR4/6褐色

54 24 7 55mm長石、 15mm角閃石、

316 石英、雲母

194 41層以 弥生土 甕 15 0 ョコナデ タタキ ョコナデ ュピオサ 外： 2SYR6/2灰黄色 反転作図

28 下 器 工の後ケ 内 2.5YR6/2灰黄色

54 ズリ 25mm長石、 2mm角閃石、
l 

石英、雲母200 

195 41層 弥生土 甕 13 6 ハケメの ハケメの ヘラミガ 体菰から日 7 5YR6/3にぶい褐色 外面全体に媒付着

28 器 後ヨコナ 後ヘラミ キ 緑都にかけ

54 デ ガキ てI/)へラミ Imm長石、 石英、雲母、

309 ガキ 角閃石
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報告No
法 量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種 類 器種

口径最大径長さ 厚さ
儲 考

実測No 底径器高 幅 重さ
暉翻i!ii体器外面底器外面 I]畠器内i!ii体部内面底都内面 胎 土

196 48層 弥生土甕 14.0 ヨコナデ タタキ ョコナデ ュピオサ 外： 2.5Y7/3浅黄色内： 反転作図

28 器 工の後ナ 25Y7/3浅黄色

54 デー蔀 6mm長石、 3mm角閃石、

201 スス付着 石英、雲母

197 流路3 弥生土甕 18 1 ョコナデ 右上がり 右上がり ョコナデ ヘラケズ ヘラケズ 外： IOYR5/4にぶい黄褐色 v嘩式反転作図
28 直上器 のタタキ のタタキ リの後ナ リの後ナ 内： 75YR4/4褐色

54 219 デ デ 9mm石英、 7mm長石、

289 35mm角閃石、雲母

198 41層上 流路3 弥生土甕 28.6 29 85 ヨコナデ ハケメ ョコナデ ハケメ 5YRにぶい橙色

28 層掘削 南岸部 器 磨滅顕著

55 中 5mm長石、 4mm石英、

307 2mm角閃石、雲母

199 41層 流路3 弥生土甕 35.2 ョコナデ 縦方向の ョコナデ ュピオサ 10YR4/2灰褐色

28 器 ハケメの 工の後

55 後横方向 左上がり 2mm長石、 3mm角閃石、

237 のハケメ のハケメ 石英、雲母

200 41層 弥生土 甕 51.0 債方節1＼ケ ヘラミガ 横方向I/)左上がり !OYR5/3にぶい黄褐色

28 器 メ磯3吋キ ハケメl1)のハケメ

55 fそ磯翡 後ヨコナ の後ナデ 5mm長石、 2mm石英、雲

244 渭数 デ 母、2mmチャート

201 37層以 弥生土甕 19.0 ョコナデ 左上がり ョコナデ /＼ケメの後 7 5YR5/4にぶい橙色 二次焼成を受ける

29 下 (41 器 のヘラミ へうケズリ 休外面磨滅

55 層） ガキ ハケメの後 3mm角閃石、2mm長石、

258 へうミガキ 石英

202 48~42 流路3 弥生土甕 24.4 ョコナデ 縦方向の ヨコナデ ナデ 5YR5/4にぶい赤褐色

29 層 南岸部器 の後剌突 ハケメの

55 文 後横方向 3mm長石、 2mm石英、

321 のハケメ 2mm角閃石

203 42層 弥生土甕 16.4 ョコナデ 縦方向I/) ョコナデ 左上がり ナデ SYR6/4にぶい橙色 外面媒付着表面

29 器 ハケメ のハケメ 二次焼成により剥

55 の後ナデ 2mm長石、2mm石英、 離著しい

252 2mm角閃石、雲母

204 42層 弥生土 中型甕 12.6 131 ョコナデ ョコナデ ヘラケズ ョコナデ ナデ 外： 10YR6/3にぶい黄橙色 直象蔀1/4下半蔀罵斑有

29 (48~ 器 の後ヘラリ 内 ：JOYR6/3にぶい黄橙色 全体に強い二次焼成を

55 42層） 16 8 ミガキ 3mm角閃石、 2mm長石、 受ける 表面の化粧粘

272 石英 士のほとんど剥椎する

205 流路3 弥生土甕 15.2 刻み目 ハケメ ハケメの ナデ 5YR6/4にぶい橙色

29 器 媒付着 後ヨコナ

55 デ 4mm長石、2mm石英、

322 5mm角閃石、雲母

206 42層 弥生土甕 13.6 ョコナデ 縦方向の ヨコナデ tfUJ後へう !OYR5/4にぶい褐色 ほぼ完形

29 器 ハケメ1J) ミカ・キ 下忍

56 後ナデ う^ケズl}0 2mm石英、雲母、 4mm長

172 後ナ漬§ 石、角閃石

207 流路3 弥生土甕 15.4 ョコナデ ハケメそ ョコナデ ュビオサ 5YR5/4にぶい赤褐色

29 下層砂器 の後凹線 の後刺突 工の後ナ

56 礫層 その後剌文 デ 2mm石英、 7mm角閃石、

315 突文 長石

208 37層 流路3 弥生土 壷広 11.2 ョコナデ 縦方向IJ) ョコナデ ヘラケズ 10YR8/2灰白色

29 北岸部器 口 ハケメl1) リの後ナ

56 後ナデ デ 2mm長石、 6mm石英、チ

249 ャート、雲母

209 41層以 弥生土 壷広 14.2 ョコナデ ハケメの後 横方向の 左上がり 10YR7/3にぶい橙色

29 下 (42 器 口 の後刻み 3コナデ ハケメの のハケメ

56 層） 且 ハケメの後 後ヨコナ の後ナデ 4mm石英、 3mm長石、

291 ナデ デ 黒斑有 2mm角閃石、雲母

210 42層 弥生土 壷広 13.6 ョコナデ 縦方向の ョコナデ ョコナデ 5YR7/4にぶい橙色 口縁部
l 
29 器 口 一部罵斑 ハケメ
l 
56 有 磨滅して 3mm長石、石英、雲母
l 
290 いる
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報告No
法量 特 徴 色 翡

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
鴻器外面体都外面底器外面口畠器内面体郡内面底都内面 胎 士

211 38層及 流路3 弥生土甕 15.6 波状文 櫛描文 ヨコナデ ョコナデ 7 5YR7/3にぶい橙色 二次焼成受ける

竺 び37層 北岸部 器 (7条1単 (7条l単 剥撲著し

竺 おちぎ 位） 位） し＼ 2mm石英、 2mm長石

314 わ

212 41層以 弥生土 長頸壷 76 3Jナデ負 ヨコナデ 5YR7/4にぶい橙色 内外面共に磨滅
l 

竺 下 器 忍3Jザ貰 類部ナデ

56 賄粒(9 粗、 3mm石英、 3mm長石
l 

194 条l単位）3奇

213 41層 流路3 弥生土 短頸壷 12 85 3Jザの後 3コナデ 外： !OYR8/3浅黄橙色 反転作図全体に
l 

29 下層器 l"I釦本負 匪菰ユピオ 内： 75YR8/3浅黄橙色 磨滅著しい

56 昴33ナデ0) サエの後ヨ 3mm長石、 2mm角閃石、

164 贖龍船 コナデ 15mm石英

214 流路3 弥生土 長頸壷 14.6 磨滅の為 磨滅の為 ヘラナデ ハケメの IOYR5/4にぶい黄褐色 体部ほぽ完形

29 器 調整法不 調整法不 後ナデ

57 5.6 朋 朋 3mm角閃石、 5mm長石、

171 雲母、石英

巴 流路3 弥生土 長頸壷 14.5 頚郁縦方 縦方向の ユビオサ 頚蔀ナデ ナデ ハケメ IOYR5/4にぶい黄褐色 焼成後穿孔全体

こ 器 向のヘラ ヘラミガエ 磨滅している 下

57 52 ミガキ キ 3mm長石、 4mm角閃石、 部黒斑有体部ほ

170 石英、雲母 ぽ完形

216 41層 流路3 弥生土壷 28 8 3Jナデ0後縦方向の ョコナデ 左上がりの 75YR5/3にぶい褐色 口縁部内面の一部

20 器 5条の日駒 ハケメの /Iケメの後 と竹管浮文に朱が

57 飩管浮文5後ヘラミ 縦方向のヘ 5mm長石、 3mm角閃石、 残存内外面共に

262 涌(J眉l蘭）ガキ ラミガキ 雲母、石英 一部磨滅

217 流路3 弥生土 壷広 28.4 3条呪l羞1/)ハケメ ヨコナデ ハケメl1) 2 5YR4/6赤褐色 反転作固

30 器 口 釦重咄管 ハケメの 後ヘラミ

27 文を萬した 後ヘラミ ガキ 2mm長石、 3mm角閃石、

238 間粒 ガキ 石英、雲母

218 流路3 弥生土 壷広 26.4 3条の凹 横方向の ョコナデ 横方向の 5YR6/3にぶい橙色

30 器 口 線の後円 ハケメの ヘラミガ

57 形浮文 後縦方向 キ 2mm長石、 2mm角閃石、

241 のハケメ 雲母

219 48-42 弥生土 壷広 26.2 ョコナデ 縦方向のハ ョコナデ横方向の 5Y7/3浅黄色

30 層 器 口 の後キザ ケメの後舅 扇状文 ハケメの

57 ミメ黒 指雌文 後波状文 3mm長石、石英、雲母

250 斑有 (5条1単位） 扇状文

220 48層 弥生土壷 242 ヨコナデ 日緑菰付け ュピオサ ハケメ 10R5/6赤色 二次焼成を受ける

30 器 根ユピオサ 工 内外面共に磨滅著

57 工ヨコナ 5mm角閃石、 3mm長石、 しい

317 デハケメ 3mm石英

221 41層内 弥生土 壷広 15 0 簾状文 ハケメの後 円形浮文4/I'r｝磯3 5YR5/6明赤褐色

30 器 口 3コナデそ 眉1褪7ヶ所 Jナデ息薫

57 磯農粒 取眉（推 している一 2mm角閃石、 2mm石英、

292 (12条1輯） 定復元） 翡駐 長石、雲母

222 48~42 弥生土 壷広 14.0 ョコナデ 綬方向のハ ハケメの ハケメIJ) 10YR6/3にぶい黄橙色 内外面共に磨滅し

30 層 器 口 の後剌突 ケM)後鼻 後ヨコナ 後ヨコナ ている

58 文一部 指直簾文 デ デ 2mm石英、 2mm長石、角

242 黒斑有 (9条1単位） 閃石、雲母

223 48-42 流路3 弥生土 壷広 21 35 ヨコナデの 印tf磯 ヨコナデ ケズリの ユビオサ 外 7.5YR8/2灰白色

30 層 南岸部 器 口 後キザミメ 訊直像文 後ヨコナエ 内 IOYR8/2灰白色

58 娼菰ー関農 (9利l畑） デ 2mm長石、 2mm石英、

208 既有 喝双付着 15mm角閃石

224 流路3 弥生土 亜． 19.0 強いヨコ 磨滅著し ョコナデ 縦方向の SYRS/3にぶい赤褐色 口縁部完形二次
~ 

30 器 ナデ く調整法 ヘラミガ 焼成を受けたか？

58 不明 キ磨滅 粗、 3mm角閃石多量に入

168 している る、長石、石英

225 48層 弥生土 鉢 33.0 ョコナデ 縦方向の ハケメの ハケメl1) IOYRS/2灰黄褐色 内外面共に磨滅し
l 

器 ヘラミガ 後ヨコナ 後ナデ ている31 

58 キ デ 5mm長石、 4mm石英、

288 4mm角閃石
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口昌器外面体蔀外面底器外面日菖器内面体器内面底器内面 胎 土

226 41層 流路3 弥生土 鉢 29 6 ョコナデ 3コナデ磯 ョコナデ ョコナデの ナデュ 7 5YR6/4にぶい橙色

田 器 の後キザ 射濃収 後棋方向の ビオサエ

工 ミメ （辣l輯） ヘラミガキ 5mm長石、 5mm石英、角

282 翻輯文 ハケメ 閃石、雲母

227 48~42 流路3 弥生土 壷広 22.0 36.0 ョコナデ ハケメ調 ミガキ ョコナデ ナデ上げ 外 7.5YR6/3にぶい褐色 二次焼成の可能性

30 層 器 口 端部によ 整の後櫛 頸蔀ハケ 内： IOYR5/1褐灰色 有外面磨滅激し

58 54.0 わい凹線 描直線文 メナデ上 2mm長石、角閃石、石英 い外面1/4に黒

264 と簾条文 げ 斑有

228 41層 弥生土 鉢 37 8 ョコナデ 横方向IJ) ョコナデ ／＼ケ｝磯仔 横方向の 7 5YR6/4にぶい橙色

31 器 平行タタ 社判~/＼ケ ヘラミガ
I 

58 キ ｝磯勧勤キ 3mm石英、 1mm長石、雲
l 

251 う^ミがキ 母

229 41層 弥生土 鉢 42 8 46 6 揖紅具1こ9韮駐(12ヘラケズ ョコナデ 社がり浦い 左上がり IOYR5/3にぶい黄褐色 内面媒又は黒斑有

31 南岸部 器 よる肩突昴l絹位）9i リの後へ ／＼ケ｝杜Ifのヘラミ 下半分特に剥離激

58 紋その上 籟文債粒 ラミガキ り渭かし1/1ケガキ 5mm長石、 5mm石英、 しい

236 から1!'l員 (12糾l軽） ｝磯ぅミがキ 2mm角閃石、雲母

230 41層シル 弥生土 鉢 13.0 3Jナデ磯 3コtf磯 ョコナデ 左上がり 横方向の 7.5YR6/4にぶい橙色

32 トGト 器 翡輯文 糾紋 I¥う のハケメ ヘラケズ

竺 レンチ掘 (5条l単位） ミがキ輯 リ 2mm長石、 2mm石英、

278 削中 翡猷紋 文(7条l単位） 2mm角閃石、雲母

231 流路3 弥生土 台付鉢 ヘラミガ 凹線4帯 横方向の IOYR6/3にぶい黄橙色 脚部円孔透しは
l 

32 器 キ円孔 ヘラケズ 貫通していないも
l 

59 11.8 透し3段8 リ 5mm長石、 3mm石英、雲 のがある 間隔、
l 

261 列 母 高さ不規則

232 38~37 流路3 弥生土 台付鉢 ョコナデ ヘラミガキ ョコナデ 縦方向の ユビオサ 10YR5/4にぶい黄褐色 脚部

32 層 器 の後不槻朋 ハケメ エ

59 20.4 な竹管文 横方向の 2mm角閃石、 2mm長石

286 盟既有り ハケメ

233 41層 台付鉢 37 65 ョコナデ 和 1ケ磯 縦方向の ミガキ ョコハケ ヘラケズ 外： 10YR7/4にぶい黄橙色

竺 の後凹線 籾Jを入れ、 ハケの後 の後ミガリ 内： IOYR7/3にぶい黄橙色

59 22.8 ミがキで仕上 凹線 キ 25mm角閃石、 2mm長石、

325 げる 2mm石英

234 流路3 弥生土 台付鉢 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ハケメの 外 2.5Y8/2灰白色内： 脚部 5穴有

＇ 32 下層器 凹線4条 後ナデ IOYR7/2にぶい黄橙色

＇ 59 13 35 4mm長石、 25mm石英、

＇ 206 角閃石、雲母

235 38~37 流路3 弥生土 高杯 17 8 26 5 ョコナデ 横方向の ヘラミガ ミガキ 外 ：2.5YR5/8明赤褐色 反転作図二次焼

32 層 北岸部 器 ミガキ キヨコ 内 2.5YR5/6明赤褐色 成の為か表面剥離

59 縦方向の ナデー 4mm長石、 3mm角閃石、 著しい

202 ミガキ 都悪斑有 2.5mm石英、雲母

236 48層 弥生土 高杯 26 8 ヘラミガ ヘラミガ ョコナデ 絹方卸）へ 5YR6/3にぶい橙色 坪部

32 器 キ端部キ うミガキの

59 凹線 後積方向の 3mm角閃石、 2mm長石、

294 ヘラミガキ 2mm石英、雲母

237 流路3 弥生土 高杯 17.7 26.2 ョコナデ ミガキ 磨滅檄し ミガキ 外： 2.5Y6/3にぶい黄色 反転作図

32 下層掘器 凹線斜方 いため判 内： 25Y5/3黄褐色
I 

59 削中 向のミガ 断不可能 15mm長石、角閃石、石
I 

203 キ 英、雲母

238 48層 弥生土 高杯 19.9 ヨコナデ 縦方向の ミガキ 外 2.5Y6/3にぶい黄色 坪部
I 

32 器 ミガキ 剥離著し 内 2 5Y5/3黄褐色

59 一部盟斑 い 55mm角閃石、3.5mm長石、

204 有り 石英、雲母

239 41層 弥生土 高杯 ヘラミガ ヘラミガ ョコナデ ョコナデ 7 5YR5/3にぶい褐色 脚部内面化粧粘

32 器 キ キ 土塗付

59 17.6 2mm長石、 2mm角閃石、

316 石英、雲母

240 41層 弥生土 脚台 縦方向の 縦方向の ヘラミガ ヘラケズ 5YR6/2灰褐色 二次焼成を受ける

52 器 ヘラミガ ヘラミガ キ脚蔀リ 脚部

60 72 キ キ ヘラケズ 3mm長石、 3mm角閃石、

188 リ 雲母
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出士眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ 偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口顧器外面体器外面底郁外面口畠器内面体器内面底都内面 胎 土

241 48-42 弥生土 高杯 ハケメの ナデし ョコナデ 10YR5/3にぶい黄褐色 脚部

巳 層 器 後縦方向 ほり

芭 12.0 のヘラミ 3mm石英、 25mm長石、

188 ガキ 1mm角閃石、雲母

直 41層 弥生土 高杯 縦方向の しぼり 楕横方向 2.5Y6/3にぶい黄色 脚部反転作回

巳 器 ヘラミガ 方向 （石か （右から

l 60 13 2 キ ら左）のヘ 左）のヘ 7mm長石、 3mm石英、角

190 ラケズリ ラケズリ 閃石、雲母

243 流路3 弥生土 裔均
l 

縦方向IJ) しぼり ヨコナデ 10YR6/3にぶい黄橙色 脚部完形

巳 器 ヘラミガ 左上がり

巴 76 キ のヘラケ 2mm角閃石、 2mm石英、

191 ズリ 3mm長石、雲母

244 流路3 弥生土 高杯 縦方向の ョコナデ 磨滅檄し 磨滅激し IOYRS/3にぶい黄橙色

32 器 ヘラミガ ＜詳細不 ＜詳細不

60 8.6 キ一部 明 朋 2mm長石、 3mm角閃石、

189 罵斑有 2mm石英

245 40層 流路3 弥生土 水差し 73 ョコナデ 3コナデ後眉 縦方向の ョコナデ ハケメ ハケメ 外： IOYR7/3にぶい黄橙色 1/2完形表面磨

32 直上器 型土器 龍簾文 (12ミガキ 内： IOYR6/3にぶい黄橙色 滅著しく詳細不明

60 利.2an)と黒斑有 3mm長石、 3mm石英、角

207 街謹収 閃石雲母

I 246 74層 弥生土壷 19.4 印仔磯 ハケ目 ョコナデ ナデ 5YR5/6明赤褐色 磨滅著しく詳細不

ビ 器 辛勧骰 横方向の 明 口縁部完形

巨 蘭猜lj薙 ヘラミガ 粗、 7mm石英、 3mm長石、

167 翡船賄 キ 1mm角閃石、雲母

247 流路 弥生土 壷広 20.2 ヨコナデの 磨誡盪し〈 左上がりの 横方向IJ) 5YR6/3にぶい橙色 有段口縁

33 35 器 口 後肩突文、 肩整不月 ハケメヨコ ハケメ

胚 梅椙彼状文 樹謹状文 ナデの後ハ 左上がり 15mm長石、 15mm石英、

173 (ii条l単位）(II条l単位） ケメ のハケメ 角閃石、雲母

248 流路 弥生土壷 社がり哨篇 縦方向の ョコナデ ナデ 10YR5/3にぶい黄褐色 表面全体の1/3黒

33 4.5 器 かWIケメ ヘラミガ 斑有

61 付lj郎和キ 粗、 6mm石英、 5mm長石、

166 叶f 2mm角閃石

249 流路5 弥生土壷 29.4 3Jザ俊隕 縦方向の ヨコナデ左上がり 10YR6/3にぶい黄橙色 口縁部

33 器 惰竹粒を ハケメの のハケメ

61 待靖位＃文 後ナデ の後ヨコ 35mm角閃石、35mm長石、

185 （全釈l債） ナデ 15mm石英、 雲母

l 250 流路5 弥生土 高杯 24.0 ョコナデ ョコナデ 縦方向の ミガキ ハケメ I/)ハケメの 外： 25Y6/2灰黄色内 杯部反転作図

l 33 器 横方向の ヘラミガ 後ミガキ 後ミガキ 25Y6/2灰黄色

61 ヘラミガキ 35mm長石、 2mm角閃石、
l 

205 キ 石英、雲母

251 流路5 弥生土 鉢 18.4 ハケメの 巖方御）へ ハケメの ナデ IOR5/6赤色
l 

33 器 後ヨコナ うミガキの 後ヨコナ

61 デ 後楕方向の デ躇部 55mm石英、 4mm長石
l 

175 ヘラミガキ ョコナデ

252 流路5 弥生土 鉢 15.6 ョコナデ 刺突文 ョコナデ ュピオサエ 2 5Y6/3にぶい黄色 外面黒斑有り

33 器 横方向の の後左上が

61 ヘラミガ り1/)ハケメ 4mm石英、 25mm長石、

176 キ の後ナデ 4mm角閃石

253 流路4 弥生土 高杯 縦方向IJ)ョコナデ ナデ杯 ョコナデ IOYR5/3にぶい黄褐色 脚部ほぼ完形
I 

33 下層 器 ヘラミガ 部ハケメ

＇ ＇ 61 76 キ磨滅 2mm角閃石、 1mm長石

193 激しい

254 48層 流路5 弥生土 小型甕 10.4 11 65 ョコナデ ヘラケズ ケズリ ョコナデ ヘラケズ ュピオサ 外 IOYR7/2にぶい黄橙色 口縁を作る際の爪

凸 西岸部 器 リの後ミ リ 工 内： 10YR6/3にぶい黄橙色 痕顕著全体の

61 14.05 ガキ 雲母、角閃石、長石、石 1/2黒斑有

268 英

255 流路5 弥生土 甕 ハケメ磨 ナデ植 左上がり ュピオサ 外： 2.5Y6/2灰黄色内． 底部

巴 内 器 滅傲し（詳 物圧痕有 のハケメエ 2 5Y6/2灰黄色

こ 5 75 l111不阻煤 2mm石英、 15mm長石、

299 付着 角閃石、雲母
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出士遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
ロ胆外面体器外面底器外面口贔畠内ilii体器内面底器内面 胎 土

256 84層 弥生土 甕 20.0 ョコナデ 横方向の 横方向の 75YG5/4にぶい褐色 外面スス付着

33 器 の後刺突 ハケメの ハケメ

62 文 後縦方向 2mm石英、 15mm角閃石、

319 のハケメ 雲母

257 84層 弥生土 亜・ギ 6.6 11 I ョコナデ ハケメの後 ヘラケズ ョコナデ ュピオサ ュピオサ 7 5YR6/3にぶい褐色 ほぼ完形（口縁部

33 器 被紋 (5リ 工 工 一部欠損）

こ 12.2 条l単位） 1mm長石、 1mm石英、

323 構柑直簾文 雲母

258 84層 弥生土 台付鉢 ョコナデ 暉3条 ョコナデ ハケメの 7 5YR6/4にぶい褐色 脚部

33 (48層） 器 附囚し全体 後のヨコ

62 7.4 で28眉（不 ナデ 3mm長石、 2mm石英、角

285 難I：董ぶ） 閃石

259 流路6 弥生土甕 横方向の ヘラケズ 左上がり 外： 75YR6/3にぶい褐色 底部

竺 器 ハケメのリ のハケメ 内： 25Y6/1黄灰色

62 6.25 後ヨコナ 炭化物付 4mm長石、 2mm角閃石、
l 

298 デl雌屈有 着する 石英、雲母

260 流路6 弥生土甕 30.6 ョコナデ ハケメの ョコナデ ハケメ1/) 7 5YR7/4にぶい橙色 口縁端部外面下半

33 堀削中 器 後ナデ 後ナデそ 部に媒付着

62 の後ヘラ 5mm長石、 2mm石英、角

308 ケズリ 閃石

261 流路8 弥生土 細頸壷 8.0 ヨコナデ 屈方向のミ ョコナデ ナデし 7 5YR7/2明褐灰色 口縁部ほぼ完形

33 器 の後栂描 ガキの後貨i ぼり 内外共に磨滅

62 波状文 (5樹紘文 2mm長石、 2mm石英、角

276 条1単位）(5条1単位） 閃石、雲母

262 流路8 弥生土甕 8.6 10.4 ヨコナデ 縦方向の 縦方向IJ)ョコナデ 縦方向1/)縦方向の 10YR6/l褐灰色 内外面全体に媒付着

33 器 ハケメ ハケメ ヘラミガ ヘラミガ 外面下半都剥難著しい

~ 62 16 2 キ キ 5mm長石、 3mm石英、雲 （皮1枚はがれている）

192 母 内面炭化物付着

263 19層 弥生土 ミニチ 3.55 3.8 へうミガキ ナデ 2 5Y6/3にぶい黄色

36 器 ュア土 顆有

67 器臼 25 3.6 4mm長石、 3mm石英、チ

232 ャート

264 41層 流路3 弥生土 ミニチ 縦方卸）へ ナデ 2.5Y5/3にぶい黄褐色

34 器 ュア土 うミガキ

63 器高 37 3mm長石、石英、雲母

256 杯

265 48層～ 弥生土 ミニチュ 5.0 ／＼ケメの後 ュピオサ 2 3Y5/3黄褐色 ほぼ完形

34 39層 器 ア土器 へうケズリ 工の後ナ

63 コーヒー 53 デ 2mm長石、 2mm石英、雲

＇ 253 カップ型 母

266 流路3 弥生土 ミニチ 70 /Iケメの後 横方向II)ハケメの IOYR5/3にぶい黄褐色
I 

34 器 ュア土 へうミガキ ハケメの 後ナデ

63 器高 後ナデ 3mm長石、 2mm角閃石、
I 

254 杯 雲母

267 流路3 弥生土 ミニチ 76 輯I：より ユビオサ ハケメの ハケメの 7 SYR6/4にぶい橙色 外部一部黒斑有

34 南岸部器 ュア土 贖碍工 後ナデ 後ナデ

63 器 2.4 6mm長石、 5mm石英、角

277 閃石、雲母

268 59層砂 流路3 弥生土 不明土 ケズリの後 ケズリ 7 5YR5/4にぶい褐色 外部底部に線刻有
I 

33 礫層 器 器 ナデその後 底部穿孔2穴以上
l 

63 3.4 難 1mm以下長石、雲母、角
l 

318 閃石

269 流路3 弥生土 線刻土 煤付着 外： 75Y4/l灰色
l 

46 器 器 内： 25Y7/2灰黄色
l 

63 5mm角閃石、 3mm長石、
l 

327 2mm石英

270 41層 土製品 紡錘車 5.4 IOYR7/3にぶい黄橙色 内径： 0.6X0.6cm
l 

37 1/3黒斑有ユビ

69 36.7 長石、 3mm石英 オサエ

209 
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法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土層位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
偏 考

実測No 底径器高 幅 重さ
口菖畠外面体器外面底器外面日贔器内面体部内面底器内面 胎 土

271 3面堀 土製品 紡錘車 36 7.5YR5/4にぶい褐色 内径： 0.5XO5cm 

34 削中 ユビオサエの後ナ

64 91 角閃石、長石、雲母 デ

280 

272 41層 土製品 紡錘車 3.4 2.5Y6/3にぶい黄色 内径： O.SXO.Scm

34 欠損全体磨滅激

64 7.2 3mm石英、長石、角閃石、 しく詳細不明 一
281 雲母 部黒斑有

273 第1面 集積遺 石製品 紡錘車 3.5 I 45 欠損滑石

34 下層構

64 (22層） 1.65* 14.30* 

216 

274 集積遺 石製品 紡錘車 3 15 08 完形全体磨滅著

34 物とな しい滑石

64 り 3 15 14.70 

217 

275 37層下 石製品 紡錘車 418* 05 欠損滑石

34 

64 2 55* 7 20* 

218 

276 25層 石製品 凹基無 I 95* 0.31 欠損サヌカイ ト

35 茎鏃

65 165 0.85* 

212 

I | 277 20-19 石製品 石鏃 4.23 0 55 完形サヌカイト

35 層
l 

65 I 25 2.70 
l 

228 

278 76層 石製品 石鏃 4.05 0.32 完形サヌカイト
l 

35 
I 

65 1.01 I 35 
l 

226 

279 41層以 石製品 石鏃 4 84 0 62 欠損サヌカイト

エ 下
65 2.49* 4.60* 

227 

280 37層下 流路3 石製品 石鏃 4.02 0 33 完形サヌカイト

35 北岸部

65 2.12 2.70 

219 

281 41層 石製品 打製石 13.7* I 3 欠損サヌカイト

35 剣

65 3 25 66.10* 

229 

282 48層堀 石製品 打製石 6.97* 1.28 欠損サヌカイト

竺 削中 剣

竺 3 64* 48.55* 

224 

283 48層堀 石製品 打製石 5 34* 1.25* 欠損サヌカイト

35 削中 剣

65 3 61* 29.85* 

225 

284 第1砂 石製品 石包丁 11.9* 0.75 欠損緑泥片岩

36 層直上

66 粘土層 3 3* 46.75* 

221 (8層）

285 第3面 石製品 石包丁 6 55* 0.66* 欠損使用痕有

l 136 堀削中 緑泥片岩

66 4.45* 26.70* 

221 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ
僅 考

実測No 底径器嵩 幅 重さ
日難外面体器外面底部外面口贔器内面体器内面底都内面 胎 土

286 3区E 石製品 石包丁 7 69* 0 58* 欠損研磨痕有

こ トレン 緑泥片岩

こ チ堀削 5 38* 33.50* 

223 中

287 37層 石製品 石包丁 12 15* 1 3* 1006/1緑灰色 欠損未完成緑

36 泥片岩
l 

66 5 75* 89.55* 

305 

288 41層 石製品 石包丁 131 0 65 完形使用による

36 磨滅見られる 緑

67 4.85 70.09 泥片岩

233 

三 41層谷 石製品 石包丁 12.31* 0.7 完形使用による

36 南岸部 磨滅見られる 緑
l 

67 414 53.30 泥片岩

235 

290 41層谷 石製品 石包丁 11.9* 0.44 欠損 研磨痕著し

36 南岸部 い使用による磨

67 5 19 47.25* 滅見られる 緑泥

234 片岩

291 41層谷 石製品 石包丁 14.4* 067 欠損使用痕、研

36 南岸部 磨痕有緑泥片岩

67 55 93.45* 

230 

竺 41層谷 石製品 石包丁 14.82* 0 81 欠損使用による

36 南岸部 磨滅見られる 緑
l 

67 6.48 115.40 泥片岩
l 

231 

293 41層谷 石製品 石包丁 16.7* 0.7 研磨痕有使用に

36 南岸部 よる磨滅見られる

67 5.7* 89.55* 緑泥片岩

232 

294 41層 石製品 石包丁 5.75* 0 68 欠損研磨痕有使用に

36 堀削中 よる磨滅見られる 欠損

68 4 55* 30.05* により穿孔をやり直し使

220 用した緑泥片岩

295 41層 石製品 石包丁 5 15* 0 81* 欠損 研磨痕有
l 

36 粘板岩
l 

68 6.4* 43.65* 
l 

222 

296 41層 石製品 石包丁 3 55* 0.49* 7 5Y4/l灰色 欠損緑泥片岩

36 or谷北

68 岸部お 3 5* 6 25* 

303 ちぎわ

297 42層検 石製品 石包丁 5 05* 0.83* 75GY5/1灰色 欠損緑泥片岩

36 出中

内 2.74* 14.55* 

304 

298 流路5 石製品 石包丁 4.7* 0.75* 2 5GY4/1オリープ灰色 欠損使用痕、研
l 

36 磨痕有緑泥片岩
l 

68 3 65* 19.15* 
I 

301 

299 流路5 石製品 石包丁 8 75* 0.84* 5GY6/l暗オリープ灰色 欠損使用痕有
l 

36 下層 緑泥片岩

68 3 3* 33.90* 

300 

300 41層 流路3 石製品 太型蛤 11.4* 48 欠損全体に磨滅

37 刃石斧 激しい緑泥片岩

69 7.4* 680* 

209 
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報告No
法量 特徴 色 調

挿図No

図版No
出土眉位 出土遺構 種類 器種

口径最大径長さ 厚さ 備 考

実測No 底径器高 幅 重さ
鴻器外面体器外面底郁外面口贔器内面体都内ilii底都内面 胎 士

直 井戸l 石製品 太型蛤 7 8* 3 2* 欠損磨滅、剥離

37 土ベラ 刃石斧 著しい緑泥片岩

巴 内 6 2* 2412* 

210 

直 42層 石製品 太型蛤 7 I* 5 3 欠損全体によく

＇ 37 谷北岸 刃石斧 研磨されている

こ 部 6 35* 370* 緑泥片岩

213 

巳 表面清 石製品 太型蛤 9 95* 5.0 欠損緑泥片岩

37 掃中 刃石斧

70 （平基） 6 85* 610* 

215 

304 48層 石製品 太型蛤 10 85 4.2* 欠損使用痕有

37 刃石斧 緑泥片岩

70 6 I* 315* 

215 

305 41~37 石製品 敲石 6 3* 63 欠損花コウ岩

37 層

70 10.8 650* 

211 

313 37層 縄文土 凸帯文 I I ョコナデ ケズリ 外： 2.5Y5/2暗灰黄色 貼付凸帯

48 器 土器 沈線 内： 2.5Y6/3にぶい黄色

ピ 2mm角閃石、長石、石英、

328 雲母

＇ 314 Eトレ 縄文土 凸帯文 I 15 ヨコナデの ュピオサ 外： 2.5Y4/2暗灰黄色 貼付凸帯

48 ンチ精 器 土器 後キザミ 工の後ヨ 内． !OYR4/4褐色

47 査中 ケズリ ス コナデ 15mm長石、角閃石、雲

329 ス付着 母、石英

315 流路5 縄文土 凸帯文 I 12 ョコナデ ョコナデ 外 2 5Y4/2暗灰黄色 貼付凸帯

竺 器 土器 内 2.5Y4/2暗灰黄色

け 15mm角閃石、石英、長

330 石、雲母

316 3面相 縄文土 凸帯文 3コナデケ ナデ 外 75YR4/3褐色内・ 貼付凸帯

48 当層谷 器 土器 カ）翻凸 IOYR6/3にぶい黄褐色

47 北岸部 蒻北村 2mm角閃石、 I5mm長石

331 耳）韻音

317 17層 須恵器甕 32.5 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ョコナデ 外： N4灰色内 N5灰色 口縁部反転作図

21 の後波状 内面自然釉付着

＇ 
文(10本 長石石英

70 1単位）

318 2層内 井戸1 土師器 小皿 7.0 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ 2.5Y8/2灰白色口縁端部 反転作図

7 工 5YR7/4にぶい橙色

． 角閃石

76 

l 319 3層内 井戸1 土師器 小皿 7.2 ョコナデ ュビオサ ョコナデ ョコナデ !OYR7/2にぶい黄橙色 反転作図

巳一
工

＇ 
Imm長石

77 

320 18層 須恵器 臆 12 6 ョコナデ ョコナデ ョコナデ ュピオサ 外 N5／灰色内： N5／灰 外面自然釉付着

23 ヘラケズ 工 色

リ 2mm長石、 石英

159 

321 8層 土師器 甑 縦方向の 不定方向の 縦方向IJ)ュピオサ 7 5YR6/4にぶい橙色 反転作図

20 ハケ且IJ)ハケ且楕 ヘラケズエ

112 後ナデ 咀勿透か リ 3mm石英、 2mm長石、雲

162 し5ケ所 ‘母、角閃石

322 18層 土師器 高杯 17 7 ョコナデ カキ且 ョコナデ ョコナデ 外 '5YR7/6橙色内： 杯部反転作図

23 煤簿く付 5YR8/4淡橙色

着する 長石、石英、角閃石、雲

180 母
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番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

B-1 NTZ-33 試堀 堀削土内 骨片 ？ F:-25 (2回目）

B-2 NTZ-33 試堀 堀削土内 ウマかウシ骨 ？ F:-36 (2回目）

片

B-3 NTZ-33 試堀 堀削土内 不明（大型の鳥） 右大腿骨 E.-44 (3回目）

B-4 NTZ-33 試堀 中世 遺構内 ウマかウシ骨 ？ 12世紀前半代 R-48 

片

8-5 NTZ-33 第1区中央西側 遺構？ 骨片？ 中近世 E-88 

B-6 NTZ-33 第5区 第1面 構状遺構1周辺 ウマ 右上顎臼歯 12世紀後半 R-93 

B-7 NTZ-33 第3区 集石遺構 不明（大型の鳥） 右大腿骨 12世紀後半～ R-137 

13世紀

B-8 NTZ-33 第7区南 遺構検出中 ？ ？骨片 中世以降 I!-162 

B-9 NTZ-33 第2区 ガス管下サプト ウマ 右上顎臼歯 古墳時代 l?.-207 

レ堀削中

B-10 NTZ-33 第1区北側 地山直上包含層 ウマ 左撓骨 中近世 R-208 

B-11 NTZ-33 第1区北側 地山直上包含層 ？ ？骨片 中近世 R-209 

B-12 NTZ-33 第3区 集石遺構 イノシシ 右腸骨の一部 12世紀後半～ lt-247 

13世紀

B-13 NTZ-33 第1区東端境界 清掃中 ウマ 右上顎臼歯 中世 累-253

部南側

B-14 NTZ-33 第2区西側 清掃中 ウマ 右上顎臼歯 (I) 中世 艮-257

右上顎第辺ヽ臼歯

(2) 

B-15 NTZ-33 第6区 井戸2 ウシ 右中足骨 15世紀 R-270 

B-16 NTZ-33 第4区 遺構検出中 ？ ？骨片 中世 Jl-302 

B-17 NTZ-33 第6区 井戸2 ウシ 右立方舟状骨 15世紀 R.-333 

B-18 NTZ-33 第6区 井戸2 イシガメ （I)カ 背甲（ 1)腹甲 15世紀 R.-353 

メ類 (2) (2) 

B-19 NTZ-33 第1区中央西側 第1面下層（そ ？ ？骨片 古墳時代 R-642 

の2)

B-20 NTZ-33 第1区谷北岸部 第1砂層直上粘 ？ ？骨片 古墳時代 R.-668 

土層下
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番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

B-21 NTZ-33 第1砂層直上粘 第1砂層直上粘 ？ 肋骨（焼けてい 古墳時代 R-673 セクショ

土層 土層 る） ン北

B-22 NTZ-33 第4区 第1面下層 ウマ 上顎臼歯 古墳時代 R-677 

B-24 NTZ-33 第5区 第1砂層直上粘 ？ ？骨片 古墳時代 R-741 

土層

B-25 NTZ-33 第2区南西 第1砂層（その2) ウマ 右上顎臼歯 古墳時代 R-790 

B-26 NTZ-33 第2区 6層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀後半 R-1326（その2)

B-27 NTZ-33 第2区 6層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀後半 R-1326（その3)

B-28 NTZ-33 第2区 6層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀前半 R-1326（その4)

B-29 NTZ-33 第2区 6層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀後半 R-1326（その10)

B-30 NTZ-33 第4区第5区 植物遺体多く含 流路3 4肩部分 イノシシ 右上腕骨 弥生時代中期 R-1396 

むシルト層

B-31 NTZ-33 第3区Gトレ以東 下層砂礫層 流路3 ？ 関節の一部？ 弥生時代中期 R-1488（その2)

B-33 NTZ-33 第6区 井戸2 イシガメ 背甲腹甲 IS世紀 R-361 

B-34 NTZ-33 第6区 6層 井戸2 イシガメ 腹甲背甲の一 15世紀 R-499 

部

B-35 NTZ-33 第6区 6層 井戸2 イシガメ (1) 背甲、腹甲多数4 15世紀 R-521 

ヒキガエル (2) 個体以上 (1)

右上腕骨 (2)

B-36 NTZ-33 第6区 10層 井戸2 イシガメ 背甲腹甲 15世紀 R-568 

B-37 NTZ-33 第1区セクショ 第1砂層直上？ ？ 肋骨片 古墳時代 R-777 

ン北側谷北岸部

B-38 NTZ-33 第2区 1層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀前半 R-780（ふるい

1mm) 

B-39 NTZ-33 第2区 1層 井戸5 カエル いろいろ 13世紀前半 R-780（ふるい

2mm) 

B-40 NTZ-33 第3区北側谷北 37層検出中 ？ ？骨片 弥生時代 R-1717 

岸部

B-41 NTZ-33 第3区北側 38層及び37層 流路3北岸部おち ？ ？骨片 弥生時代 R-1762 

ぎわ
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番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

S-1 NTZ-33 サヤ管部分（西 ピット検出中 ナミマガシワガ 左殻 中世 R-50 

北） イ

S-2 NTZ-33 第2区 表面清掃中 カガミガイ 左殻腹縁部 中近世 R-1>4 

S-3 NTZ-33 第5区 第1面遺構検出 ナミマガシワガ 左殻破片 中世 R-97 

中 イ

s-4 NTZ-33 第4区 第1面遺構検出 セタシジミ 中世 R-98 共に琵琶

中 湖水系国産種

S-5 NTZ-33 表面清掃中 セタシジミ 右殻 中近世 R-99 

S-6 N立 33 第4区北側 遺構検出中 セタシジミ 右殻 中世 R-104 

S-7 NTZ-33 第4区北 第1面撹乱堀削 セタシジミ （大） （大）左殻 （小） 近世 R-122 

中 （小） 右殻

S-8 NTZ-33 第4区 第1面撹乱堀削 セタシジミ 右殻 近世 R-128 

中

S-9 NTZ-33 第1区 撹乱堀削中 オオノガイ 右殻前部破片 近世 R-177 

S-10 NTZ-33 第1区中央部 カガミガイ 左殻後部 中世 R-256 

S-12 NTZ-33 第3区中央 第1面下層その2 ツメタガイ 古墳時代以降 R-523 

S-13 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 不明種 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III 初頭 llIIIl)巻貝

S-14 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 甲殻類 （カニ？） 足の一部 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III 初頭 lillm)巻貝

S-15 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 マメウニ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2四）巻貝

S-16 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 ウニ類 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近III 初頭 2rnm)巻貝

S-17 NTZ-33 第4区 第1面遺構検出中 タテボシガイ 右殻 古墳時代 R-98 琵琶湖水

系国産種

S-18 NTZ-33 第4区北 第1面撹乱堀削中 アサリ 右殻 近世 R-122 

S-19 N立 33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 魚骨？ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III 初頭 2nm)巻貝

S-20 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 シラゲガイ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III （幼貝） 初頭 Jorn)巻貝

S-21 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 クリンイトカケ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III ガイ （幼貝） 初頭 lorn)巻貝
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番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

S-22 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+IJ3m 谷北岸部 リシケクチキレ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III ガイ？ 初頭 Imm)巻貝トウガ

タガイ科

S-23 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 アラムシロガイ 殻頂部 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III （幼貝） 初頭 Imm)巻貝

S-24 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 ホソマキギヌガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III イ 初頭 1mm)巻貝（記録

無し）

． S-25 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ゴマッポ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III 初頭 Imm)巻貝（大阪

新記録？）

S-26 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ナガヌマケポリ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III クチキレ 初頭 1mm)巻貝（大阪

初？）

S-27 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ヒメカノコアサ 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III リ（幼貝） 初頭 1mm) 

S-28 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ミジンシラオガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III イ（幼貝） 初頭 Imm) 

S-29 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+II3m 谷北岸部 ミッカドカタビ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III ラガイ（幼貝） 初頭 Imm) 

. 
S-30 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 キヌマトイガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるいImm)

付近III イ？ （幼貝） 初頭 北方系のハナシキヌ

マトイガイに似る

S-31 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 マメウニ 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III 初頭 1mm) 

S-32 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 イヨスダレの様 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近III な輪助だが不明 初頭 Imm) 

S-33 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+II3m 谷北岸部 ヤカドッノガイ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III （幼貝） 初頭 Imm) 

S-34 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 イチョウシラト 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III リガイ？ 初頭 Imm) 

（幼貝）. 
S-35 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+II3m 谷北岸部 マテガイ類 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近III 初頭 1mm)破片

S-36 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 カキ類（おそら 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III くマガキ） 初頭 Imm) 

S-37 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 カノコアサリ？ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 Imm) 

S-38 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 フジッポ類 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 1mm) 

S-39 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+Jl3m 谷北岸部 フミガイ（幼貝） 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 1mm) 

S-40 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ウニ類 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近III 初頭 1mm) 

S-41 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ニオガイ（幼貝） 5世紀末～6世紀 R-561（ふるいImm穿

付近 I]] 初頭 孔性二枚貝柔らかい岩

などに穴をあけてすむ
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番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

S-42 N1Z-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ヒメエガイ？ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III （幼貝） 初頭 lmm) 

S-43 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 ヒメエガイ（幼 左殻前半部 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 貝） 初頭 Imm) 

S-44 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 バカガイ類 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 1mm) 

S-45 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 カキ類 5世紀末～6世紀 R-:561 （ふるい

付近 III おそらくイタポ 初頭 ln:m) 

ガキ

S-46 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 魚類の耳石らし 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III vヽ 初頭 lrrm) 

S-47 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 破片（貝がほと 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III んど） 初頭 ln:..m） 

S-48 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+JJ3m 谷北岸部 甲殻類（カニな 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III ど） 初頭 1mm) 

S-49 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 マメクチベニガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III イ 初頭 lIIIII)（大阪新記

録？）

S-50 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 有孔虫（原生動 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい1mm)

付近 III 物） 初頭 フジッポ類の殻板に

つハている

S-51 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 フジツボ類 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2mm) 

S-52 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll.3m 谷北岸部 スミスシラゲガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III イ 初頭 2口m)

S-53 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 チビシャジク 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2nm) 

S-54 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll.3m 谷北岸部 コベルトフネガ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III イ （幼貝） 初頭 2口m)

S-55 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 ヒバリガイ？ 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III 初頭 2mm) 

S-56 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 アワジチヒロガ 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III イ？ 初頭 2mm) 

S-57 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 マガキ（幼貝） 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2Ilm) 

S-58 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 バカガイ（幼貝） 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2mm) 

S-59 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 ウズサクラガイ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2:run） 

S-60 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 サクラガイ類 左殻 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近 III 初頭 2,1m) 

S-61 NTZ-33 第2区ガス管下 コフ ン層TP+ll3m 谷北岸部 アサリ 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近 III 初頭 2:mn） 

第10表

-100-



番号 遺跡名 出土地区 出土層位 出土遺構 種類 部位 時期 備考

S-62 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 クチベニデガイ 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい

付近IIl 初頭 2mm) 

S-63 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll3m 谷北岸部 チビクチベニガ 左殻前半部 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近III イ 初頭 2mm) 

S-64 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+ll.3m 谷北岸部 アサリの幼貝 5世紀末～6世紀 R-561（ふるい2mm)

付近III 初頭 ウチムラサキの幼貝

比較標本なし

S-65 NTZ-33 第2区ガス管下 コフン層TP+IJ3m 谷北岸部 二枚貝の破片 5世紀末～6世紀 R-561 （ふるい

付近III 初頭 2mm)同定不可
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 1. Caloneis Jeptoso肛aKrammer & Lange-Bertalot（試料番号2)

2. Caloneis Jeptoso肛aKrammer & Lange-Bertalot（試料番号8)
3. Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno（試料番号1)
4. Navicula elginensis var. cuneata H. Kobayasi（誤沫斗番号1)
5. Navicula elginensis (Greg.)Ralfs（註料番号2)
6. Navicula屈uticaKuetzing（試料番号8)
7. Navi cul a sp. （誤料番号8)
8. Pinnularia泣,peratrixMi 11s（試料番号5)
9. Pinnularia schroederi i (Hust.) Krammer（試料番号8)
10. Pinnularia schroederi i (Hust.) Krammer（試料番号5)
11. Eunotia formica Ehrenberg（試料番号5)
12. Eunotia pectinalis var． 肛inor(Kuetz.) Rabenhorst（試料番号1)
13. Meridian circulae var. constrictUJJJ (Ralfs)V. Heurck（試料番号2)
14.肋opalodiagibberula (Ehr.)0. Muller（試料番号8)
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50 μ, m 

一(1-3) 50 μ, m 
J、 (4) 

1．モミ属（試料番号2)

3.ツガ属（試料番号1)
2.トウヒ属（試料番号1)
4．ハンノキ属（試料番号2)



＇ I 19 9 、
で ．， ；廿霰

ょゞ’今マ4如”.~ ~ -

5.マツ属単維管束亜属（試料番号1)
7.ニレ属ーケヤキ属（試料番号2)
9.キンボウゲ科（試料番号2)

5a 

．̀、tて嘩・̀5V¢ ",aア△3 7 
9,．:--~r →. ． --.., 

50 M_ m 

6.クルミ属ーサワグルミ属（試料番号1)

8.シナノキ属（試料番号2)
10.キク亜科（試料番号2)
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50μm 

1.キビ族短細胞珪酸体（試料番号5) 2.ネザサ節短細胞珪酸体（試料番号4)
3.タケ亜科短細胞珪酸体（試料番号3) 4．タケ亜科短細胞珪酸体（試料番号3)

5.ヨシ属短細胞珪酸体（試料番号5) 6.ススキ属短細胞珪酸体（試料番号8)
7.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（試料番号1) 8.イチゴツナギ亜科短細胞珪酸体（試料番号6)

9.タケ亜科機動細胞珪酸体（試料番号3) 10.ヨシ属機動細胞珪酸体（試料番号5)
11.ヨシ属機動細胞珪酸体（試料番号8) 12.ウシクサ族機動細胞珪酸体（試料番号7)
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゜1mm 2mm --(12, 15-17, 19) (7-11, 13, 14. 18) 

1cm 一(1-6) 
1.コナラ属アカガシ亜属（試料番号19)
3.モモ（試料番号6)

5.ハクウンボク（試料番号20)
7.クマシデ属（試料番号23) 
9.ノブドウ（試料番号14)
11.カナムグラ（試料番号11)

13.メロン類（試料番号9)

15.メハジキ属（試料番号9)

17.アカザ科（試料番号9)

19.ナス科（試料番号1)

2.コナラ属アカガシ亜属（試料番号19)
4.ウメ（試料番号3)
6.マメ科（試料番号49)
8.カラスザンショウ属（試料番号23)
10.クマノミズキ（試料番号1)
12.タデ科（試料番号14)
14.イネ（試料番号13)

16.ホタルイ属（試料番号9)
18.カラスウリ（試料番号49)
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クマシデ属（試料番号119)

ムクノキ（試料番号133)

ソバ（試料番号16)
マタタビ属（試料番号69)

クマノミズキ（試料番号111)

工ノキグサ近似種（試料番号122)

ノブドゥ属（試料番号109) 

シソ属（試料番号17)

メナモミ属（試料番号14)

オオムギ（試料番号103) 

ヵャッリグサ科（試料番号16)
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1mm 

一
(5, 9, 13, 
19, 20) 

イヌシデ（試料番号118)

タデ属（試料番号69) 

アカザ科ーヒユ科（試料番号94)

ヒサカキ（試料番号94)

キイチゴ属（試料番号119)

アカメガシワ（試料番号94)

タラノキ（試料番号119)

ニワトコ（試料番号94)

オモダカ属（試料番号14)

イネ（試料番号52)

ホタルイ属（試料番号14)

1mm 

一(1. 2, 12) 
1 mm ＿ 

(4, 6-8, 10, 11. 
14-18, 21, 22) 
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1cm 一(23-25, 28, 29, 31-32) 

1cm 

一(26, 27) 
1cm ＿ 
(30, 33) 

2 3.イヌガヤ（試料番号93)

25.コナラ属アカガシ亜属（試料番号143)

27.コナラ属アカガシ亜属（試料番号143)

29.シイノキ属近似種（試料番号132)

31.スモモ（試料番号30)

33．虫えい（試料番号60)

24.コナラ属アカガシ亜属（試料番号143)

2 6.コナラ属アカガシ亜属（試料番号143)

28.コナラ属（試料番号137)

30.モモ（試料番号114)

3 2.エゴノキ属（試料番号73)
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1．モミ属（試料番号39)

2.コナラ属アカガシ亜属（試料番号105-2)
3.ムクノキ（試料番号20)
a:木口， b：柾目， C:板目
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1.マツ属複維管束亜属 (SE-05①)
2.ヒノ キ属（試料番号8)
3.コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (SE-05①)
a ：木口， b：柾目， C:板目

I, rII li :．'(Jヽ99 9‘’K. L 9.Z 一 200μ m : a 一200μm:b, c 
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4.コナラ属アカガシ亜属（試料番号7)
5.クリ（試料番号6)

6.イネ科タケ亜科 (SE-05①)
a ：木口， b:柾目， C:板目， 6：横断面

一 200μm:a 一200μm:b,c
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